
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　雨の兆しを見せる曇天の下、路地裏で力なく座り込む女がいた。

　肩を上下させ、ここへ逃げ込むまでに酷使した足を擦さする。身から体だじ中ゆうに残る擦り傷や打撲傷が痛ましい。それが、女が持ち合わせる絶世の美貌を損ねていた。

　道中で転び、薄紅の髪にまで付着した土汚れを払う余力もない。そんな女のささやかな望みを叶かなえるかの如ごとく、ぽつぽつと滴が天から降り注ぎ始めた。

　地面に無数の染みをつくる雨粒は、瞬く間に勢いを増し、女の身体を無情にそそいでいく。顔を俯うつむかせる女は、さながら飼い主から見放された愛玩動物のよう──

　と、表面的な絵面だけを目に映すならば、それで差し支えない光景だ。

　なにせ、人の腹の内までは見えない。それが判然とすれば違った言葉が出たはずだ。

　あらゆる騒音を上回り、激しい雨音だけが響き渡る。

　それが、肩を揺らし、腹がよじれんばかりに笑う女の声すらも、かき消していた。

　そこに憂いはない。悲哀もない。いっそ、己をここまで追い詰めた相手に感謝した。

　何と喜ばしいのだろう、これは、自分が至高の存在だからこそ生じた『叛はん逆ぎやく』だ。

　やがて息が落ち着く。丁度そのとき、顔を俯かせた女の視界に軍靴が映り込む。

　ハッと視線を上げた。

　手袋の付いた掌てのひらをこちらへ差し伸べる男が、そこにはいた。








第一章　英雄夫婦の渇愛エンカウント




「ええい、いい加減に離れろ、エリーゼ！　何度言えばわかる！」

　アルマが余裕のない表情で叫んだ。

　軍服に身を包んで玄関に向かう彼の足取りは重い。なぜなら……。

「待って。あと十秒。いえ五秒でいいわ」

「そう言ってかれこれ十分経たっているだろう！　抱き着くのはよせ、任務に遅れる！」

　背中に視線を送り、アルマは抗議する。

　腰に腕を回し、ぴったりと密着してくる最愛の妻──エリーゼに向けて。

「相変わらず、真面目ね。そんなアルも好きよ。ところで、ひとつ聞いていい？」

「駄目だ！　本当に時間がないんだ。答えている暇はない！」

「任務と私、どっちが大事なの？」

「──どちらも大事だ。僕の口からはそう答えざるを得ない。しかし、誤解しないでほしい。そこに優劣などない。僕にとってきみはかけがえのない特別な人だ。その上で、東西平和のために任務を遂行することも欠かせない。ただ、質問が『どちらを愛しているか』というなら一方に絞り切ることは容易たやすい。すなわち、エリーゼ、きみだけを愛している」

　つらつらとアルマの口から言葉が流れた。

　その額にはうっすら冷や汗が伝っている。先のエリーゼの質問、なぜか悪寒を覚えた。

　少しでも迷いを見せれば、妻から容赦なく詰問される予感があったおかげだ。並び立てた言葉に嘘うそはないが、そうすべきだと本能的な危機感に促された点は否いなめない。

　ともあれ、エリーゼは、名残惜しそうにアルマから離れる。

「ふふ。意地悪を言ってごめんなさい。アル、あなたが本当に愛いとおしいわ」

「……ありがとう。僕も本当はきみと一緒にいたいよ。すまない、行ってくる」

　エリーゼから熱烈な愛を受け、アルマは微かすかに笑う。

　そして、急ぎ足で踵きびすを返し、玄関扉を開いた。すでに意識は任務に切り替わっている。

　もしアルマが振り返って、閉ざされる扉の隙間に視線を送っていれば、そこには夫からのキスを待つエリーゼの表情が目に映ったはずだ。

　悪気はない。ただ、気が付かなかった。

　期待を裏切られたエリーゼの表情が拗すねたものに染まる──扉が完全に閉じた。

　自宅を後にしたアルマは空を仰ぐ。今にも雨が降り出しそうな曇天だ。

（……任務を早々に片付けて、家に帰ろう。国の平和と、エリーゼのために）

　アルマに与えられた任務、それは逃亡犯の確保だ。
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　その男は、追走するフェデン兵らを撒まくため、路地裏に逃げ込んだ。

　息をひそめた男には気づかず、フェデン兵たちが路地裏の前を通り過ぎる。

　ここまで来れば、と。

　油断した矢先──空から降りてきた軍人に組み伏せられた。

「逃亡犯確保」

　アルマが淡々と呟つぶやいた。

　四肢を押さえ込まれた男が、自由を得るためにがむしゃらに暴れる。

「クソっ、どけ！　オレには崇高な使命が……！」

「興味が無い。後でしかるべき相手が聴取する。そこで存分に喋しやべるがいい」

「きっ、貴様!?　よく見れば『東の英雄』か！　道理で人の心がない声だと思った。かつて貴様に捕らえられた同志を牢ろう獄ごくから解放するためオレたちは決起した！　それを興味がないだと……馬鹿にするのも大概にしろ！」

「誰に人の心がないだと？」

「そこは気にするの!?」

　怒り顔のアルマが、男の後頭部を引っぱたいた。思いのほか力が強かったのか、それを最後の言葉に男は気絶してしまった。

　脱力した男の襟首を掴つかんで引きずり──遠目に気になるモノを捉え、歩みを鈍らせながらも──路地裏まで呼び戻したフェデン兵らに引き渡す。

　逃亡犯の連行は彼らに任せて見送った。任務はこれで完了だ。自宅を出て二時間要しただけのスピード解決であった。

「…………」

　その場に残ったアルマは、後方の路地裏へと顔を向け直した。

　先ほど遠目に見えたモノ……その違和感を調べるべく、薄暗がりの中に踏み入れる。

　アルマが歩み寄ったのは、路地裏の突き当たりの壁面だった。お世辞にも清潔とは言えない環境の路地裏ではあったが、ただの汚れとは違う染みが付着している。

　その染みを指先でなぞると、手袋が赤黒く汚れた。顔をしかめる。

「血だ。それに、まだ乾いていない……」

　改めて注意深く周囲を見回した。

　路地裏の突き当りから、左右に道が分かれている。

　血痕は左の通路に続いていた。

　アルマは暗闇の先を睨にらんだ。そのとき丁度、鼻の先に冷たい滴が降ってくる。

　曇り空が本腰を入れて雨を落とし始めた。アルマは舌を弾はじく。

　このままでは血が雨に流される。進むか、戻るか、迷っている暇はなかった。

　取り越し苦労ならそれでも構わない。だが、直感では──……限りなく胡う乱ろんだ。

　警戒心を強め、薄れゆく血の痕跡を小走りでたどった。

　雨脚が激しい。

　足元の水みず溜たまりを軍靴の底で叩たたく。

　水の弾はじける音だけが鼓膜を震わせる。その矢先。

「……気のせいか？」

　笑い声が聞こえた。聞き違えかと思うほど、微かすかだったが。

　そして、また分岐路が見えた。血痕は雨で完全に流され、もはや追跡は不可能だ。正しい道はたどれない。

「──！」

　アルマは足を止めた。

　それは、進路を決めかねたわけではない。

　目的を達成したのだ。つまりは追いついた──痕跡を残してきた張本人に。

　薄紅の髪の女性だった。

　分岐路のすぐ手前、濡ぬれた地べたに座り込み、顔を俯うつむかせている。

　何より、彼女は身から体だじ中ゆうに痛ましい生傷を負っていた。状況を鑑みて、血痕を残したのは眼前の彼女と見ていいだろう。

　事件性を疑う余地はない。油断なく周囲の安全を確認してから、女性に近づいた。

（……ひとまず保護か。然しかるべき場所に送り届けなくてはならないな）

　事務的な冷静さで、淡々と思案する。

　間近に迫ってようやく、彼女の方もアルマの存在に気付き、面を跳ね上げた。

　女性の表情には驚きが張り付いている。知らぬ間に傍そばに人間がいたことへの反応だろうと、アルマは察する。

　だが、そこで鏡写しのように、こちらも目を見張った。

　以前にも──この女性とどこかで会った気がした。

　……一拍置いて、既視感の理由に思い至る。

　髪色や雰囲気は違うけれど、アルマの知る、身内の女性と顔がよく似ていたのだ。

　おかげで、しばし目を惹ひかれた。次いで、彼女が絶世の美貌を持ち合わせていることも認める。体の傷と汚れによって見劣りしているが、現状でも十二分に美しさは伝わる。

　そんな彼女に対する浮ついた気持ちはないが……胸のざわめきは収まらない。

　アルマは眉間に深い皺しわを刻む。

（……関係ない、どれほど似ていようと──……他人の空似だ）

　一度の瞬まばたきで、動揺を奥底へと強引にしまい込んだ。

　それからアルマは手を差し伸べる。放ってはおけない。ただ……その思いは、軍人として人助けの責務を果たすため、ではなく。

　心の奥底で確かに渦巻いている、眼前の女性と重なる面影に突き動かされていた。だから助けた。冷静さを欠いた顔で、手を差し伸べてしまった。

　すると、女性は──アルマの掌てのひらと、彼自身の相貌との間で視線を往復させ、

「……！」

　裏路地の暗がりの中でも判わかるほど眩まばゆく、綺き羅ら星ぼしの如ごとくきらきらと瞳を輝かせた。




　その直後のことだ。

　アルマの手を、傷だらけの女性は両手で掴つかみ取とった。

　ひったくるような力強さで、好機を逃すべきではないと瞬時に理解したように。

「ありがとう」

「……」

「どう？　人から言われるならまだしも、自分の口から紡ぐのは慣れないの」

「……え、ああ、いいんじゃないか？」

　何がどういいのか、我ながら要領を得ない返答をしてしまった。

　しかし、何だ。この女性、己の怪け我がを忘れているのか。底知れぬ余裕を感じた。

　あまりに泰然としているため、むしろアルマの方が焦りを抱き始めるくらいだ。

「ともかく、怪我を診てもらうべきだ。病院まで連れて行こう。立てるかね？」

「ダメ！」

「む。そうか……なら肩を貸そう」

「そうじゃない。病院には行かないわ」

「？　だが、治療が必要だ。それだけの怪我では」

「そっちでもないわよ。言ったでしょ、私は迂う闊かつに表立った行動はできないって！」

「……いや。そんな発言、きみは一言もしていないだろう？」

「ともかく病院には行かないわ。それで、どうしてくれるの？」

「……は？」

　女性の適当な話しぶりに呆あきれていると、虚を衝つかれた。

「きみィ──私を助けてくれるのでしょう？　救いの手を差し伸べたわよね？」

「それはそうだが……」

「だったら、ほら」

　彼女は両手を上げ、まるで抱きかかえるのを所望するように上目遣いに見た。

「何とかして私を助けなさい。ほらほらぁ？」

「……」

　この無礼者、頬ほおでもつねってやろうか──と本音が刹那だけ脳裏を横切った。

　しかし、良識ある職業軍人としての自負心を持つアルマは、きちんと自制する。

「いいだろう。だが、きみ個人の事情は汲くむことは、僕の職務の範はん疇ちゆうに無い」

「……え？」

「巡り合う相手が悪かったな。病院には連れていく。大人しく治療を受けろ」

「ちょっと、乱暴に引っ張り上げようとするなー！　もっと丁重に扱いなさい。この私を誰だと思っているのよ！」

「そんな薄汚れた身なりで、どこの誰もあるか。偉そうに」

　彼女の風貌は、触れたそばから身体からだの土汚れを移して回れるほど小汚い。仮に知人が同じ様相を呈していても、面識がある相手とは一見して気づけるか……。

　アルマとて好き好んで汚れを移されたくはないが、人助けのための不可抗力だ。

「嫌だー！　放しなさい！　死にたくないー！」

「死なないために行くんだ。それだけ動けるなら、見た目ほど酷ひどい怪け我がではないようだがな……この不衛生な環境でタチの悪いバイ菌をもらっていたらどうする？」

「優しいな、きみィ！　でも今度ばかりはその優しさが人を殺すって、言ったでしょう！」

「言ってない。一度たりとも聞いてない」

　それとして、彼女の抵抗は激しくなった。傷の痛みもあるだろうに、必死だ。

　──……本当に何かあるのかと、一抹の疑念が湧く。

　アルマの足が微かすかに鈍ったところへ、付け入るように女性の言葉が割り込んだ。

「死ぬのは私だけじゃないわ、大勢の人間が巻き添えを食うわよ」

「……何だって？」

「無関係の人が超死ぬわ。それはもう、たくさんね！　これでどう、私を病院に連れて行くことを諦める気になったわよね？」

「……」

　アルマは心底呆あきれた眼まな差ざしで、女性を見下ろした。

　その場しのぎの出まかせ、と思われても仕方がない言い草だ。

　だが、しかし……胸中で引っ掛かる疑念があるのも事実。

　短絡的な先入観は脇に置いて、アルマは冷静に思案を巡らせた。

　彼女の提示した内容は、大いなる脅威を示唆している。民間人の被害も意に介さず、彼女の命を狙う何者かが存在していると、そう言いたかったのだろう。

　それが妄言だと一蹴しないのは、女性の負傷。その客観的事実があるからだ。

　彼女の発言を信じ切ることはできない。だが、一考の余地はある。些さ末まつな懸案に思えても、いずれ国の安寧を揺るがすほど問題が肥大しないとも限らない。

　先々を見通して、そういう悪あしき芽を摘むのが、アルマの志した正義だ。

　ややあって、深々と嘆息した。

「──……治療は受けさせる」

「この人でなし！　他人がどうなってもいいって言うの!?　道理で人の心がない顔をしていると思った！　民間人を巻き込むまいと良心を盾に取ろうとした私が間違いだったわ！」

「いや、そうじゃなく……というか盾に取るって言ったか!?　きみも大概だ、人の心がないだの、そんなことを言われる筋合いはない！　それにいいか。早とちりするな。今僕は治療を受けさせるとは言ったが、病院に連れて行くとは言っていないぞ！」

「言っていたわよ。聞いた覚えはないけどね」

「じゃあ言っていないだろうが!?」

　どんな思考回路をしているのか、ほとほと呆あきれ返かえる。

　これ以上の押し問答は御免だ。雨に打たれ続けては、彼女の身体からだにも響く。

　そんな頼りない姿の女性を見据えて、アルマは安心させるように告げた。

「僕の家に来い。きみの傷を綺き麗れいに治してやれる人に当てがある」





　　　◇






　アルマは自宅に帰ってきた。傷だらけの女性も連れて。

　二人して玄関に入り、服から水を滴らせていた。

「エリーゼ！」

　早速、アルマが呼びかける。家の中に声が響いた。

　妻の力を借りれば、女性の怪け我がも治癒できる。そういう算段だったが、どうも家に人の気配がない。

「……外出中か。間が悪かったな」

　呟つぶやくと、隣からアルマの頬ほおに水滴が跳ねてくる。

　濡ぬれて口元に張り付いた薄紅の髪を、女性は煩わし気に指で摘つまんでいた。それから、ぶるりと身震いして、「へくちっ」と間の抜けた声を発した後、洟はなをすする。

「まず身体を温めないとね。ほら上がりなさい。浴室に案内してよ」

「遠慮なしか！　床が濡れる、あちこち動き回るな。僕がタオルを用意するから！」

　彼女に釘くぎを刺してから、アルマが先んじて浴室へと向かう。

　だが、行き先を察した女性は言うことを聞く素振りも見せず、その後に続いた。

「おい、きみ……はぁ、もういい」

　言いつけを守らない女性に苦言を呈しかけたアルマだが、頭を振る。廊下を汚されながらでも、もう浴室に向かわせた方が早い。

　それから二人で脱衣所に到着すると、アルマは棚からタオルを取り出す。

　女性があちこち歩き回ってくれたおかげで広がった汚れを拭き取らなくては、と……踵きびすを返したところで、

「──は？」

　いつの間にか服を脱ぎ終えた女性の白はく皙せきが、アルマの視界に飛び込んできた。

　一糸まとわぬ肢体の美しさに、刹那、目を奪われる。

　さながら彫刻の名匠が手掛けた美術品を前にしたような──細部まで繊細に整え尽くした、神業的な『造形』と思えた。生命として息づいていることが、信じがたい。

　抱えていたタオルを取りこぼし、それが床に落ちた折に、ハッと我に返る。

「き、気が早すぎる。まだ僕がいるだろうが！」

　瞬時にタオルを拾い上げ、足早にアルマが脱衣所を出て行く。

　そして扉を締めようとしたところ、脱衣所の内側から飛び出てきた手に阻まれた。

「おい、こら！　何で邪魔をする。締めなければ丸見えだぞ！」

　至極まともな良識を発揮するアルマに、あろうことか彼女が反論する。

「なんで褒ほめ称たたえないのよ！　そのために見せたのよ、この私の完璧の肉体を！」

「な、な……何て？」

　当惑するアルマに、彼女が豪語する。

「私を見なさい。美しいでしょう、可愛かわいいでしょう。もう愛いとおしいでしょう。だから絶賛しろと、当然の要求をしているに過ぎないわ。ほらほらぁ、褒めなさい、きみィ！」

「──こっ」

　アルマは思った。

（……この娘、真正の馬鹿なのか？）

　と。

　たわけた言い分を喚わめきたてる女性に、内心でドン引きした。

　彼女は本気だ。マジなのだ。アルマに冷や汗をかかせるだけの気炎は伊だ達てではない。

　とんでもない輩やからを家に招き入れてしまったかもしれないと、若干の後悔を抱く。

　そこからアルマは持ち前の俊敏さで、女性の手を扉から引きはがすと、勢いよく扉を閉ざした。脱衣所の内側から開けらないよう押さえ込んだ上で、声を張る。

「生あい憎にくと僕は妻帯者だ。妻以外の女性を愛おしいとは思わない。もういいから大人しく湯を浴びろ！」

「……そんなことを言えるのも、今のうちだからねー！」

　悔し紛まぎれみたいな台詞せりふを言い残して、扉を開こうとする女性の力が消えた。

　やがてやけくそ気味の水音がバッシャバッシャと届いてくる。望んだ賛辞が得られなくて荒れているのだろうか……物に当たって家が壊されないよう願うばかりだ。

「やれやれ……」

　雨に濡ぬれたのはアルマも同じである。これしきで体調を崩すほど軟弱ではないが、このまま家にはいられまい。着替えの必要があった。ひとまず階段を上り、自室へと向かう。

　タオルで身体からだの水気を拭いながら、水滴ひとつ落とさず歩みを進めた。

　ネクタイを緩め、シャツのボタンを胸元から外す。衣装棚から皺しわひとつない替えの衣装を取り出し、濡れ切った軍服を脱ぎ始めた。

　体は冷えたままだが、着替えさえ済ませられたらアルマには十分だ。

（さて、この後はどうする……先の任務の報告のため西方司令部に戻りたい。が、彼女を家に残していくのは流石さすがに不用心が過ぎる。エリーゼが戻らねば、どうにもならんか）

　考えをまとめながら、腰のベルトを締め、シャツに腕を通す。

　そのとき、ふと、今さらながら思い至った。

「そういえば……互いに名乗り合う機会を逃していたな」

　あの女性の名前を、アルマはまだ聞けていない。

　とはいえ、後ほど改めて挨拶をすればいいだけの話か。

　軍服に身を包み、髪の乱れも整える。手袋を付け直し、準備万端だ。

　そして自室を後にする際に、女性のために用意した着替えを持ち出す。

　彼女が元々着ていた服は傷つき汚れていた。乾かしたところで、それを着て出歩かせるのは酷だろう。新しく服を見繕う程度の世話を焼いてもいいが、取り急ぎはアルマの持つ男物の服で我慢してもらう他にない。

　ここにエリーゼがいれば、まだマシな対応ができたかもしれない。あるいはアルマの独断で妻の衣服を貸し出すという手段も、一応はある。

　だが、エリーゼが持つ服はどれも彼女のお気に入りだ。無断で他人に使わせて、快く許してもらえると思うほど、アルマは無神経ではない。

　ゆえに、自分の私服を提供することが、この状況では比較的マシな選択だろう。

　もし女性が文句を言うようなら、そのときは……無む理り矢や理りにでも着させてしまおうか。

　などと冗談交じりに考えながら、着替えを届けに脱衣所に向かった。

　しかし、脱衣所の扉は開いており、中には誰の人影もない。

「──しまった。少しでも目を離すべきではなかったか……！」

「その通り。未み来らい永えい劫ごう、目に焼き付けるがいいわ！」

　アルマが失態を認めた直後、リビングの方から声が聞こえた。

　そちらに駆け寄って部屋を覗のぞき込こむと──テーブルの上に全裸の女性が佇ちよ立りつしていた。

「どうかしら！　さぞ見目麗しいでしょう？　小汚い私はもう忘れなさいな」

　愛あい嬌きようたっぷりに彼女はウィンクを放つ。呆あつ気けにとられ、アルマは唖あ然ぜんと見上げる。

　言葉の通り、浴室から上がった女性の美貌は磨きがかかっていた。

　彼女が散々誇示する美しさの本領が、ようやく発揮されたわけだ。

　微かすかに湯気を上げ、紅潮して血色のいい肌。照明の灯あかりを燦さん々さんと弾はじく薄紅の髪。

　そして、圧倒されるほど活力に満ち満ちた、滾たぎるような瞳。

　ある種のカリスマすら感じさせる堂々たる立ち姿だ。

　とはいえ、裏路地での初対面から、女性が容姿端麗であることは承知している。確かに一回り美しくは感じられるが、アルマの瞳が揺れた理由はそこにはない。

「……あ」

　痛感したのだ。路地裏で出会った時から、女性に抱いていた面影の色濃さを。

　以前にもどこかで会ったことがあったのかと、初対面で怪け訝げんに思ったのも当然だ。

　女性の顔が──アルマの脳裏で、別の女性と重なった。

　一度目に焼きついた素顔は消えることなく、身震いを誘う。それほど動揺したのは、面影として蘇よみがえった女性が、アルマにとって──

「……──……」

　無自覚に、アルマの唇が動き──『ある言葉』がこぼれた。

　誰に向けたわけでもない。ただ、想起した女性の面影が呼び水になった。

　そんな彼の表情を見て、正対の女性は一転して神妙に、双そう眸ぼうを細める。

「きみィ。急にじっと見つめ出したかと思えば、私の顔に何かついている？」
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「い……いいや、何でも、ない」

「ふぅーん」

　歯切れの悪いアルマに、女性が半眼で視線を送る。

（……思わず声に出たって感じ？　彼が言った『名前』、私を誰と見間違えたのかしら）

　女性は目め聡ざとくも、アルマの動揺を見抜いていた。そして彼の呟つぶやきも、耳に入れている。

　己の頬ほおに手を添え、顎先までなぞる。

　しばし考えを巡らせる女性は、やがて薄く口端を吊つり上あげた。

　と、そこで渋面をつくったアルマが、ようやく彼女に苦言を呈する。

「というか、いつまでテーブルの上にいるつもりだ。そもそも乗るな。服を渡すから！」

「この期に及んで退屈な小言ばかりね……他に言うべきことがあると思わない？」

「さも常識的な考えがあるかのように語るな。今のきみほど、文句を言われる筋合いしかない人間はそういないぞ」

　国の治安を守る立場として、この痴女を捕まえるべきか逡しゆん巡じゆんするまである。

　というか、我ながら裸の女性といつまで対面を続けているのか。どうにもペースを乱されている。このままではいけないと、表情を引き締めた。

「大体、僕に期待するな。さっきも言ったが、妻以外の女性に現うつつを抜かす気はない」

　その美貌は優れたものだが、彼女の要求はアルマにとって重すぎる。

　満足させられるだけの賛辞を送ることはできないだろう。

「さあ着替えてくれ。これ以上駄だ々だをこねるようなら、無理にでも着させる羽目になる」

「嫌よ、まだ褒ほめられていないわ！」

「まだ言うか!?」

　この娘、賞賛への執念が深すぎる。説得だけでは埒らちが明かない。

　気が進まないが、アルマは手ずから着替えさせる決心をした。

「いつまでも裸でいられても迷惑だ。大人しくしていろよ？」

「きゃあっ、乱暴しないで……！　触るなら丁重に優しく触れー！」

「きみの貞操観念はどうなっているんだ!?」

　テーブルの上で仰あお向むけに転がって抵抗する女性を、アルマが取り押さえにかかる。

　しかし、相手は力加減を誤れば逆に怪け我がさせてしまいそうなほど非力。なお言えば、とっくに怪我人で、おまけに全裸だ。この上なくやりづらい。

　手間取りながらも、どうにか拘束した。

　アルマは左手のみで、女性の掲げた両手首をまとめて押さえ込む。空いた右手で、騒ぎ立てる彼女の口を塞いだ。指の隙間から、フスフスと吐息が漏れている。

「ふ、はっはっは……まったく、手こずらせてくれたな。だがここまでだ……！」

　この短時間で散々苦労させられたアルマが、勝ち誇った笑みを浮かべる。

　卓上で仰ぎよ臥うがする女性は瞳を潤ませながら、小枝のような喉をぐぬぬと鳴らした。

　ようやく彼女に服を着せることができそうだ。アルマは傍かたわらにあった着替えを横目に見るが──……抵抗中の彼女に蹴飛ばされたらしく、離れたところに落ちていた。

　視線を這はわせる──下着、ズボン、シャツ、それからつま先……と。

「ん？」

　アルマは違和感に気付く。

　つま先とは、誰のつま先だろうか。

「……アル」

　聞き慣れた声が届いた。

　その愛称で呼ぶ人はひとりしかいない。じわりと汗が流れ、顎先まで伝う。

　緩慢に視線を持ち上げたアルマは、

「何をしているの？」

　いつの間にか背後に佇たたずんでいたエリーゼと目が合った。

　アルマが家にいたことにまず驚きを露あらわにしたエリーゼは、次いで──彼の向かい側で、テーブルに寝転がされる全裸の女性を視界に収めた。

　深紅の瞳が揺らぐ。

「……アル。説明を」

「エリーゼ、こ、これには！」

「してくれる？　私が」

「事情があるんだ。だから」

「まだ冷静でいられているうちに」

「誤解されるような謂いわれはない。不貞を働いた事実はない……！」

　アルマとエリーゼは互いに言葉を被かぶせながら、それでも言い切るまで止まらない。

　すでに双方、冷静さを欠いていた。

　そのとき、アルマが妻へと向き直ったため拘束から解放された女性が、

「最後まで私を満足させてくれなかったわ、あなたの旦那さん」

　アルマを指差しながら、エリーゼに言い放った。

　冷や汗の量を増やしたアルマが、信じがたいものを見る目で女性を叱る。

「待った!?　褒ほめ言葉をもらえなかっただけだろう。紛まぎらわしい言い方をするなっ！」

「素直に私を絶賛しておけばよかったのよ。今からでも許してあげるけどー？」

「断る！」

「──……四の五のうるさい」

　ガツン、と住宅ごと揺るがすような鈍い音が響き渡った。

　エリーゼが壁を殴ったのだ。拳が丸ごと埋まっている。手加減抜きの一撃だった。

　それからエリーゼは、裸の女性と床に落ちた服、それらを一いち瞥べつして低い声で言う。

「着替えが必要ということ？　なら私が貸すわ。あなた、私の部屋に来なさい。アルは自分の服を片付けて」

　自分の後ろに女性を隠しながら、エリーゼが眼光鋭くアルマを睨にらんだ。

「いつまでも、こんな格好の娘と一緒にいるものじゃないわ。怪け我がもしているじゃない」

「……お、おっしゃる通り」

「申し開きは後で聞かせてもらうわ。覚悟しておきなさい」

　比較的冷静な様子だが、額に色濃く青筋を浮かべていた。

　釈明の余地があるだけ御の字だ。彼女の気の短さを思えば、この現場を見られた時点で修羅場に発展してもおかしくは──……。

「アル」

「な、何だ？」

「信じていいのよね？　あなたが私を愛していること」

「──。ああ、勿もち論ろんだ、嘘うそはない」

「そう。よかったわ。もし浮気だったのなら、私、どうしてやろうかと思った」

「……」

　どうしようかと、ではなく、どうしてやろうか、という言い回しが空恐ろしい。

　やはり心胆が震える思いのアルマだった。そんな彼を置いて、エリーゼは女性を連れながら自室へと向かっていく。

　その最中にも、女性は解消されない不満を持て余している様子だった。この期に及んでまで己の美貌を褒ほめさせるべく文句を言おうとした折に、エリーゼが先んじて呟つぶやく。

「ところで、あなた、すごく綺き麗れいね。こんな美人な子が傷なんて残しちゃダメよ。私が治してあげるから安心して」

「！　──……かん」

「え？」

　女性がぽつりと呟き、エリーゼは首を傾かしげる。

　そして女性の顔を覗のぞき込こむと、うっ、と言葉を詰まらせた。

　そこにあった表情が、とろけたように弛し緩かんし切っていたからだ。

「はぁああ……快感ン……これよ、これ。他人からの手放しの賞賛だけが生きる糧……ああもう、いっそこのサイコーの気分のうちに誰か私を殺──……」

「……」

「あら、どうかした？　行きましょう」

「んっと、急に綺麗な顔つきに戻られても……」

　当惑を露あらわにするエリーゼの前で、女性の足取りが見違えるほど軽やかになった。

　そこでエリーゼが思い出した口調で言う。

「そ、そういえば、挨拶がまだだったわね。私はエリーゼ。あなたは？」

「……名前。そっか、名前……」

　彼女は即答しなかった。しばし舌の上で言葉を転がす。

　それから、ちらりと後方のアルマへと視線を投げる。

　直後、きらきら輝く瞳に似合わない、蜜の味を嗜たしなむような薄ら笑いを向けてきた。

「私は──……『セレナ』。うふ、ふふふふ。よろしく、エリーゼちゃん」





　　　◇






　気づかないうちに色いろ褪あせていた記憶を、強引に想起させられた。

　長いようで短くも感じられる現在に至るまでの人生。そこにスタート地点があるとしたなら、文字通りこの世に生を受けた瞬間か、もしくは──

　十三歳七ヶ月の時分だろうと、アルマ・ストレンは考えた。

　何の力も無い少年でしかなかった自分が、再起したのがそこだから。

　東西戦争の真っただ中であった当時、比較的被害の少ない地域で、アルマは伯母家族の家で暮らし始めた。

　拡大する戦禍に呑のまれ、生まれ育った家と肉親を失い、路頭に迷わずにいられたのは幸運であった。伯母家族との巡り合わせは、間違いなく命の救いとなった。

　けれど、神経は限りなく擦り減っていた。生半可に残酷な現実への理解を持ち合わせていたこともあり、子供らしからぬ達観で心の隙間を補強した。

　そうして何事にも動じない振りをしているのが、楽だったのだ。

　そも、伯母の家に馴な染じむ気はなかった。明確に他人と一線を引き、孤独の安定感に心を預けるためだ。必然的に、そんな彼に一歩踏み込んで接しようと思う人間は現れない。

　──……はずだった。

　その日、アルマに出会いがあった。

　塞ぎ込んでいた彼に手を差し伸べた従姉いとこ、それがセレナという麗うららかな女性だった。





　　　◇






　女性の着替えを待つあいだ、アルマはかつての記憶に思いを馳はせた。

（……似ていた。従姉のセレナと）

　従姉との初対面は、およそ七年前の出来事だ。

　加えて、女性が浴室から出てくる前までは身体からだの負傷や汚れに気を取られていたこともあり、面影を感じ取ることができなかった。

　女性の顔は、まるでアルマの思い出に残る従姉いとこそのままだ。だが……。

　他人の空似だとは、誰に言われるまでもなく承知している。なにせ、従姉セレナはもう──

「セレナ。その服、よく似合っているわ」

「──」

　階段を下りる二人分の足音と、エリーゼの声色。

　アルマの脳裏で、妻の言葉に含まれていた無視できない箇所が、痛烈に引っ掛かった。

　恐る恐る、そちらへ視線を送ると……エリーゼの隣には、薄紅の髪の女性がいる。

　その女性が──従姉と同じ名で呼ばれている。複雑な面持ちのアルマは、こんな奇遇があっていいはずがないと、現実を容易には受け入れられなかった。

　食い入るように彼女を見つめるアルマに、エリーゼが胡う乱ろんな眼まな差ざしを向ける。

「なにを熱心に眺めているのよ。いくらセレナが綺き麗れいで、私が貸した服も相まって可愛かわいさが際立っているからといって、妻の前で目移りしないでほしいわ」

「……可愛さって……」

　そこでエリーゼに抗議したのは、アルマではない。傍かたわらにいたセレナだった。

　彼女は着せられた服の裾を摘つまみ、げんなりと己を見下ろす。

「何よ、何よ何よ、何よ……このファンシーなユニコーンの絵が血迷ったみたいにデカくプリントされた服は！　エリーゼちゃん、きみねぇ、その褒ほめ言葉ばかりは私も喜べないわよ。これじゃあ私の麗しさが台無しじゃない……！」

「何を言っているの、セレナ。それは『ユニファミ』よ？」

「十二分に説明を終えたような顔をしないで。何一つ納得がいかないわ！　もっと私の、女神のようなプロポーションを見せつけるような服がいいー！」

「でも、それしかセレナに合うサイズがないわ。私は胸が窮屈で着られなかったけど、コレクター魂に後押しされて購入しておいてよかった。保存用はきちんと別にあるから、気にせず使ってくれていいわ」

「あれー。苦情が聞こえていないみたい。なんて曇りのない真っすぐな目……底なし沼に引きずり込まれるような恐怖を感じるわ……！」

　セレナはごくりと固唾を飲んだ。

　あれだけの奇行を晒さらしたヤバイ娘がたじろぐとは、エリーゼの『ユニファミ』への情熱は、相変わらず常軌を逸しているとアルマは再認識した。

　それから、セレナをよく見る。身体からだの傷がすっかり消えていた。

　エリーゼが治癒の能力を使ったのだろう。それを察しながらアルマが、頃合いを見計らってセレナに声を掛ける。

「──セレナ。それがきみの名前？　本当に？」

「ん？　ええ。その通りよ。改めて、あなたの名前も教えてくれる？」

　セレナから差し出された手を、しばし見下ろし、アルマが握手に応じる。

「……アルマ・ストレンだ」

「うん。よろしくね。アルマ君。……ふふふっ」

　アルマとセレナがじっと見つめ合い、その中間でエリーゼがジト……と二人を眺めたのだった。







「早速だが、どうして裏路地で倒れていたんだ？」

　リビングのソファに深々と背を預けるセレナに、満を持してアルマが尋ねた。

　……本当なら、エリーゼが家に帰った時点で、達成した任務の報告のため西方司令部に赴く予定を思い描いていたものの、それは先送りとなった。

　セレナから事情を聞くため、というのもあるが、アルマとセレナの二人がどんな経緯で密着して絡み合うに至ったのか──それを話すまでは、エリーゼが出立を許してはくれなかったせいだ。

　勝手に出て行ったら、愛剣でぶった切ると、彼女の目がマジで物語っていた。

　だから、ひとまずセレナから話を聞き、状況を整理しようとしたのだが……。

「まあ、怪け我がをして倒れていたこと、それをアルマ君に助けられたのは事実──」

「？　ああ」

「私を襲ったのが何者か、そしてなぜ私が襲われたのか──……それは」

　セレナは肩を竦すくめ、どことなく緊張感に欠ける顔で宣のたまった。

「私も、知らない」

「──うん？」

　アルマは眉根を寄せる。

「待ちたまえ。裏路地で喋しやべった時には、きみは無関係の市民が巻き込まれる危険性を僕に説いたはずだ。何も知らないという訳がないだろう」

「逃げる道中で、それくらい苛烈に追い詰められたのよ。襲ってきた相手の素性は、心当たりがないわ。さっぱり、本当にわかんない。記憶にございませーん！」

「……ふざけて煙に巻いているんじゃないだろうな？」

「心外だわ！　嘘うそだと思うなら『リンウッド商店街』を調べなさい。私はそこで襲われて、アルマ君と会った裏路地まで逃げ延びたの。商店街には痕跡が残されているはずよ。軍人のアルマ君なら、情報収集もお手の物でしょう？」

　疑惑の目を向けるアルマに、セレナは具体的な手掛かりを告げた。

　事実確認が取れたなら、それを糸口にセレナを取り巻く不穏な状況を暴くことができるかもしれない。

　黙考するアルマの隣で、エリーゼが質問を投げかける。

「ねえ。リンウッド商店街って、同じフェデン西部とはいえ、たしかジョンポートからそれなりに遠くの都市にあったわよね。セレナ、あなた元々はそこで暮らしていたの？」

「んー。そんなところよ！」

「受け答えがざっくり過ぎるぞ……どこまで本当なんだか」

　呆あきれ顔がおのアルマが嘆息した。実に疑わしい。

　どうにもはぐらかされている気がしてならない。裏路地で聞いた、周囲の被害を意に介さず襲い来る敵の存在だって、まだ実在を完全に信じてはいないのだ。

　国家の平和を脅かす悪の芽かどうか、慎重に見極めなくてはならない。取るに足らない問題に振り回される徒労に費やす時間は無く、いずれ脅威となり得る諸悪の根源を見逃す不手際も許されない。

「──……すべては国家の平和のために、だろう……」

　アルマは囁ささやいた。誰にも声を届かせる気のない小声で、自分に言い聞かせるように。

　視線の先にいるセレナを、ひどく優しげな瞳で眺めていた。

　そのことに、アルマ自身も気が付いていない。

「ところで、お願いがあるの」

　セレナの真剣みを帯びた一声で、夫婦は注目した。

　ソファに腰かけながら背筋を伸ばして、言葉を続ける。

「疑われても仕方がないとは思う。でも、本当に困っているのよ。私の命を狙う相手は本当にいるの。むざむざ殺されたくない……まだ生きたい。まだ、死ねない」

　アルマとエリーゼへと、縋すがるような視線を送った。

「どうか──私を助けてほしいの。アルマ君とエリーゼちゃん……俗世に疎い私でも聞いたことがある、英雄の夫婦──『平和の象徴』、きみたちにしか頼れない」

「……」

　英雄としての立場まで伝えた覚えはないが、彼女なりに気付く要因があったのか。

　アルマとエリーゼの名前、夫婦関係にある自分たち、それだけでも十分に判断材料は揃そろっていたのかもしれない。

　ともかくとして、夫婦は選択を迫られていた。

　ここまでの会話で、穏やかならない事情をセレナが抱えていることは、エリーゼにも理解が及んでいる。

　そして、エリーゼから見て、セレナの救いを求める言葉に嘘うそは感じられなかった。こちらを貶おとしめようという悪意や、利用してやろうという下心は──……ない。

　これまで数多あまたの人々に寄り添い、助けてきた経験で培った確かな目利きだ。

　もしセレナが悪人であったなら、確実に暴き立てていただろう。

　だから、エリーゼは己の人を見る目を信じ、困っているセレナの味方に立とうとした。

　──その際、アルマを横目に見る。

　彼の性格を思えば、意見がぶつかる可能性もある。そうなれば、念入りに話し合って落としどころを探さなくてはいけない。その心構えがエリーゼにはあった。

　だからこそ……驚かされた。

「わかった。力になろう」

「──」

「降りかかる火の粉を払う程度、造作もない」

　アルマが二つ返事で了承するとは、流石さすがに想定していなかった。

　強烈な違和感を抱いて、エリーゼが思わず尋ねる。

「ア、アル。あなた、本気で言っているの？」

「ああ、そうだ、彼女は助けを求めている。きみは反対なのか？」

「そのつもりは、なかったけど……」

　返答には当惑が滲にじんだ。普段のアルマらしからぬ親身さだ。

「大丈夫？　熱でもあるの？　あなたなら……『きみの個人的な事情に付き合っている暇はない。正規の手順で軍部を頼れ。本当に事件ならそのとき動く。身の危険を感じているのなら、勝手に隠れ家を見つけて引きこもっていろ』、くらい言うはずだわ」

「鬼か！　どこの鬼畜の話だ、それは！」

「ウチの鬼畜の話だけれど」

「違う！　否定したかったのは鬼畜の部分だ！」

「そんなわけない。腑ふに落ちないわ。何かが絶対におかしい」

「ここまで剥むき出だしの警戒心を向けられる謂いわれが、僕にあるのか……？」

　肩を落としつつも、気を取り直し、アルマが咳せき払ばらいを落とす。

　エリーゼは一分の隙も見逃さないよう、鋭い目つきで夫を凝視していた。

　ちくちく刺さる視線を背に感じつつ、アルマは眼前のセレナに柔らかく告げる。

「何か頼りたいことはあるか？」

「えと、じゃあ……一人じゃ心細いから、問題が解決するまで匿かくまって？」

「やむを得ない。我が家の空いている部屋を貸そう」

「待ちなさい！　おかしい、アル、あなたおかしいわ！」

　エリーゼが抗議に割り込み、リビングテーブルを強めに叩たたく。

「どういう症状？　強めの幻覚？　私の力で治せるかしら。きっとセレナの姿が私に見えているのね。最愛の妻の頼みだから、何でも言うことを聞いているに違いないわ！」

「おいっ、ちょ、身から体だじ中ゆうをまさぐるな!?」

　気恥ずかしそうに後ずさるアルマを、怒ど涛とうの気迫でエリーゼが追い回す。

　その間、騒ぎの原因でありながらセレナは、愉快そうに薄笑いを浮かべていた。





　　　◇






　同日の夜。

「で、何のつもりか聞かせてもらおうじゃない」

「……」

　自宅の寝室で、アルマはエリーゼに問い詰められていた。

　数時間前の会話の続きだ──セレナを匿かくまうとアルマが断言した後、為なすべきことは終えたと独自に判断し、エリーゼを振り切って西方司令部へと任務の報告を優先した。

　そうして職務を終えて自宅へ帰り、不機嫌な面持ちのエリーゼに出迎えられた。セレナは疲労が溜たまっていたのか、貸し与えた部屋で早々に寝静まったようだ。

　ゆえに現在、夫婦で二人きりになれたところで、エリーゼの詰問が始まったのだが──

「……何のつもりかと言われてもな。むしろ何の問題がある。きみの怒りは筋違いだ」

「──なっ！」

　開き直ったかのようなアルマの物言いに、エリーゼは耳を疑う。

　彼の肩を掴つかみ、咄とつ嗟さに言い返した。

「そんなわけない！　だって、セレナを助けることは、あなたにとって任務でも何でもないもの。私には、あなたが私情であの子個人に肩入れしているように思えてならないわ」

「私情だって？　……いいや、僕は合理的な判断を下しているよ」

　冷静な声色で否定し、アルマがかぶりを振る。

「セレナの命を狙う敵勢力がいるという前提で行動すること、それが最善の方針だ。国の平和を揺るがす脅威となる敵勢力、それに迫る好機を逃すほうが痛手だからな。結果的に取り越し苦労だったとしても、慎重に事を運ばなくてはならない」

「あくまで国の平和のためだって言うのね……」

「そうだ。それ以外に何がある？」

「──……」

　数秒、エリーゼが瞑めい目もくする。心の痛みに耐えるように。

　胸の前で拳を握ると、彼女は緩慢に瞼まぶたを持ち上げる。その瞳には昏くらさが宿っていた。

「あの子、セレナは、綺き麗れいで可愛かわいいものね」

「……」

　アルマは一瞬、妻が何を言っているのかわからなかった。

　なぜ、エリーゼが、このタイミングでセレナの名を出したのか。

　それも焦げた鍋底のような目で、声色には納得感が入り交じり、何かを掴つかみ損なったかの如ごとく五指から力を抜いたのか。

　そこには道理がある。彼女なりの解法で何かしらの答えを導いたのだ。

　エリーゼの身体からだに及んだ心理的反射から、それを逆算する。今の彼女は罪人を前にした裁定者のようだ。あるいは処刑執行人か。それほどに眼まな差ざしが冷たい。

　そして、アルマの脳裏に閃ひらめきが走った。

　複雑に入り組んだ発想ではない。思い至るのは難しくない。

　だが、それとして、アルマは渋面をつくる。この上なく不服な心境を、こちらもダイレクトに反映させた表情だった。

　心に生じたさざ波は、途端に津波となってアルマに声を張らせる。

「この僕が、浮ついた気持ちでセレナを助けたと思っているのか……!!」

「そうとしか思えないわ」

「馬鹿なことを……！　見当違いも甚だしい。僕にその気はない、一切だ！」

　アルマは本気で反論した。その点において嘘うそはなかった。

　だが、アルマ自身でさえ気づいていない事実がある。セレナの外見から従姉いとこの面影を感じた、あの瞬間から──……彼女を特別気に掛けてしまっていることだ。

　その補正は、本来アルマにあってはならない。人々は公平に救わなくてはならず、広い視野で大局的な人助けを見据えていくのが、アルマの正義だからだ。

　己の正義に歪ゆがみが生じた現実を、まだアルマは自覚していない。

　あるいは、これから先、その歪みを直視する日が訪れるとも限らない。

　エリーゼは最愛の妻である。その地位が揺らぐことはない。だから、セレナがいかに魅力的でも籠ろう絡らくされることもない、異性としての特別視ではないのは確かだ。

　では、アルマに萌ほう芽がした想おもいは何なのか──彼自身も含め、それを説明できる人間は今この場にいなかった。

「僕はきみだけを愛している。セレナを助けたのは国家の平和と人助けのためだ。これだけの単純な話だろう。どうして、それがわからないんだ！」

「私に非があるような物言いは心外だわ。今のあなたが信用できないせいよ！」

「いいや違う。信用を裏切ったのは、きみのほうだ」

「あなたよ！」

「きみだ。ハっ、まったく失望したよ。きみの夫婦愛は、ずいぶんと底の浅いものだったんだな！」

「どの口が──っ、言っているのよ、この浮気者！」

　ついにエリーゼが手を出した。鋭い拳が、アルマの顔があった位置を空振りした。

　持ち前の反射神経で躱かわしていなければ、鼻血を噴き出して気絶していただろう威力だ。
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　引き戻される拳を見送り、いっそ憐あわれむような目で、アルマは冷笑を浮かべる。

「すぐに暴力に走る短気を直せ。そんなことだから──」

「……っ、っ、ッッ！」

「ちょ、おい、追撃が激しいな!?」

　蹴りやら膝やら肘やらも飛んできて、アルマは言葉を発する余裕を失う。

　さほど広いわけでもない寝室を最大限に使い、二人の本格的な喧けん嘩かが始まった。

　家全体をびりびりと震しん撼かんさせる物々しい騒音、怒声は──翌朝まで続いた。





　　　◇






「昨晩はお楽しみだったの？」

　起き抜けから、下世話な一言をセレナから頂戴した。

　寝室から一階のダイニングまで下りてきたアルマは、深々と溜ため息いきをつく。

「アホかきみは。どんな幸せな耳をしていたらそう解釈できるんだよ。もっとこう……家具が潰れる破壊音とか口汚い罵倒とか、そういう聞くに堪えないものだったろうが」

「なるほど、道理でずいぶん激しいと思ったのよ。ええ、人には人の性癖があるわよね。安心なさい。私は寛容だから」

「どう足あ掻がいてもお楽しみ路線から抜け出さないのをやめろ。それに、こんな話で器の大きさを示そうとするな！」

「私も交ぜてくれたらよかったのに」

「もはや寛容どころの話じゃない!?　人としての倫理観はどうした！」

　と。

　その最中、一晩中エリーゼと肉体言語で争い続けて疲弊した頭で、アルマは考えた。

　じっとセレナを観察していても、覚えのある胸の高鳴りは感じない。エリーゼから再三にわたり非難された、浮ついた気持ちなど皆無だ。……自分は間違っていない。

　それを確認し終えて、ようやく、セレナがなぜここいるのかと疑問が湧く。

　ついでに言えば、彼女はキッチンで冷蔵庫の中身を漁あさっていたのだった。

「……何をしているんだ、こんな朝早くに」

「お腹なかが空すいて目が覚めたのよ。昨日は何も食べずに寝ちゃったからね、二度寝する体力もないわ。今すぐ何かを胃に入れたいの！」

「だからって他人の家の冷蔵庫を勝手に物色するな。非常識だぞ」

「よく言われるわ。不思議よね、この私を常識で測ろうとするなんて。神経を疑うわ」

「きみはまず自分の常識を疑え」

　微み塵じんも反省の色を見せないセレナを前にして、アルマは眉間を揉もんだ。

　それから、彼女の首根っこを掴つかんで、ダイニングの椅子まで運ぶ。非力なセレナはそれに逆らえず、親猫に運搬される仔こ猫ねこのように、されるがまま着席させられた。

「ちょっと！　この私にエサを与えないつもり!?」

「食事と言え。なぜ自分から格を下げに行くんだ。さっきの高慢さはどこ行った」

「少し言い間違えただけじゃない。細かい飼育係ね」

「勝手な肩書きで呼ぶな、誰がきみの世話など担当するか！　エサを与えられる立場をこれ幸いと享受するんじゃない」

　アルマはダイニングからキッチンに移ると、開きっぱなしの冷蔵庫を閉める。

　しかし、体力がないという台詞せりふは本当だったのか、セレナは机に突っ伏してしまう。

　指先ひとつ動かさない彼女を横目に、小さく嘆息するアルマ。

　哀愁漂うセレナの姿に、つい声を掛けてしまう。

「……仕方がないな。今から朝食を用意してやるから、元気を出せ」

「！　その言葉を待っていたわ。アルマ君って、結局は優しいわよね」

　顔を起こしたセレナが、喜色満面に笑った。

　後光が差したかと見み紛まがうような眩まばゆい美貌だ。それを直視する寸前、アルマは掌てのひらを掲げて目元に影をつくる。そうでもしなければ目が潰れそうな錯覚があった。

　ともあれ、アルマは心の片隅で、どこか安あん堵どしていた。

　当人が呑のん気きなせいで忘れがちだが、セレナが現在置かれている状況は、相当に酷なはずだ。昨日の今日で、心身が回復していなくてもおかしくない。

　緊張感が欠け過ぎるのは考えものだが、落ち込み続けるよりはマシだろう。

　朝食を心待ちにするセレナの楽観ぶりは、そういう意味では好意的に映った。無論、これも生温かい気持ちによるものだが。

「ところで、どうしてエリーゼちゃんと喧けん嘩かしたの？」

「……」

　調理を進めるアルマに、セレナが疑問を投げかけた。昨晩の話の内容までは、どうやら把握していなかったらしい。

　正直に伝えていいものか逡しゆん巡じゆんした。彼女を匿かくまうと言い切った手前、問題解決まで約束を反ほ故ごにすることはできない。ある程度の期間、家に住まわせることになるだろう。

　そんな相手と気まずい空気になることは避けたい。好き好んで居心地悪い空間を生みたくはない。何より、セレナをそんな環境に置くのは、流石さすがのアルマも心苦しい。

　夫の浮気相手なのではと妻から疑われながら、当の夫婦と同じ屋根の下で平然と共同生活を送ることができる人間はそういない。いたとしても、まともな神経ではない。

　と、そこまで考えてみたものの。

（今話さなかったところで……いつまでも隠しきることはできない、か）

　エリーゼとの確執に決着はつかなかった。今朝になり、喧嘩別れのような形で物理的に距離を置いただけだ。再び顔を合わせた時、衝突せずにいられる自信はない。

　夫婦喧嘩にセレナも無関係ではないと、知られる機会がいずれ訪れてしまうはずだ。

「──……実は」

　迷った末に、アルマは経緯を説明し始めた。

　エリーゼから浮気を疑われていること。その相手がセレナであること。

　そして何より肝要なことだが、それがエリーゼの勘違いであると──力説した。

「安心してくれ。きみに対する恋愛感情はまったくない。未み来らい永えい劫ごう、天地がひっくり返っても、異性として惹ひかれる可能性は絶無だ。だから、普通に接してくれると助かる」

「アルマ君……きみィ、それはいいけど。いいけど……！　私という一人の女に対して配慮がなさすぎない？　私じゃなければ一生立ち直れないくらい辛辣よ、女性としての自信を折る勢いだわ。今の私に体力があれば、その口の利き方を矯正してやったわよ！」

　セレナは怒り心頭だった。ばんばんと華きや奢しやな掌てのひらでテーブルを叩たたいていた。

　褒ほめ言葉にあれだけ執着していた彼女だ。女性的な魅力を全否定するような発言の辛辣さが、特に効いてしまったかもしれない。

　言う通り、配慮に欠けていたとアルマは反省する。

「す、すまない。きみを貶おとしめる意図はなかった。謝るよ」

「だったら約束通り、今度こそ私に賛辞を聞かせなさい！」

「そんな約束はしていない。あと、それはできない」

「なんでよー!?」

　憤慨するセレナが、さらに語気を強めて反感を露あらわにする。

「昨日のあなたが、私を褒ほめて見み蕩とれて愛いとおしいとは言えなかったのは、愛妻への誠意のためでしょう。今は夫婦喧げん嘩か中で、きみも鬱憤が溜たまっているはずよ。この際もういいじゃない。ほら、言ってみて。あなたに責任はないわ。私の美貌が悪いのよ」

「悪魔の囁ささやきめいた甘言だな……。その手には乗らない」

「だから、なんでよー!?」

　作り終えた朝食のベーコンエッグを平皿に乗せ、アルマがテーブルへと配膳する。

　加えて、軽く焼いたトーストも添えながら──その心境は紡がない。

「…………」

　アルマが誘いに乗らない理由は明確にあった。

　セレナの言う通り、昨日までのアルマは確かに、妻以外の女性に目移りしないことが然しかるべき夫の振る舞いと考えていた。

　だが最愛の妻に己の愛情を疑われてまで、果たして、それを貫く意味はあるのか。

　アルマは断言する──勿もち論ろん、あると。

　ただし、昨日とは違い、愛妻に誠意を見せるためとは言い切れない。

　これは自分のためだ。己が浮気者ではなく、夫婦愛を裏切っていないと知っているのはアルマ自身だけだ。エリーゼにも一貫して浮ついた気持ちはないと主張し続けた。

　その事実を自ら放棄しては本末転倒である。

　最後まで不純には堕おちない。それが己に課した一線だ。

　……そして、今一度言おう。これは自分を嘘うそつきにしないための矜きよ持うじである。

　エリーゼを許したわけではない。ましてや、積極的に許されたいとも思わない。

　彼女がどうしても謝りたいというなら、話を聞いてやってもいい。そんな思いだ。

　二人分の朝食だけつくり、用は済んだと、アルマは調理器具を流し台に置いた。

「むぅ……このままじゃ済まさないんだからね！」

　納得がいかない表情のセレナが、苛いら立だちごと噛かみ締しめるようにトーストを嚥えん下げする。しかし、口を動かし続けるうちに、機嫌を直してちゃっかり食事を味わい始めた。

　それなりに重い話をしたはずだが、相変わらずの気まぐれぶりだ。

　つくづく、ちやほやされることしか頭にないのだろうか、この娘は……とアルマは今後も因縁をつけられそうな予感を覚え、気苦労を滲にじませた。







　そして、朝食を終えた後──

　アルマが西方司令部への出勤のため家を出て、食欲を満たしたセレナが小さな口で欠伸あくびをしながら二度寝のため部屋に戻った……一方で。

　シンとした静寂を崩すように、新たな足音が響く。

　その足音は、自宅の備え付けの電話の前まで移動する。そして、細くしなやかな五指で受話器をつかみ取ると、とある相手にコールする。

　通話が繋つながったところで、明瞭な声色で名乗った。

「──私です。エリーゼ・ストレンです。突然お電話してしまって、すみません」

　通話先の人物は、珍しい相手から電話が来たことに驚いた様子だった。

　そこへ、覚悟を決めた表情のエリーゼが、さらなる爆弾を放り込む。

「ご相談したいことがあります。うちの夫が──アルが浮気を……」

　話の内容が明らかになるにつれ、通話の相手がとんでもない狼ろう狽ばいを露あらわにする気配を、エリーゼは感じ取るのだった。





　　　◇






　西方司令部に到着したアルマは、予期していない出迎えを受けた。

「ホワイト中将？」

「……ア、アアア、アルマ君。ぼくの執務室まで来てくれるかい。至急、急いで！」

　青ざめた表情のホワイトが、そこにいた。

　何やら様子がおかしい。呂ろ律れつが回っていないし、シャツの襟が滲にじむほど冷や汗を溢あふれさせている。まるで、何かとてつもない大事件が起こったかのような空気を察した。

　それを声にして尋ねる間隙もなく、ホワイトに背中を押されて連行される。

　職務に励む他の軍人たちは、アルマとホワイトの二人に奇異の視線を向けていた。彼らの表情に緊迫感はない。ホワイト以外は、何も知らされてない懸案ということか。

　執務室に到着すると、アルマは強引にソファへと着席させられた。軍服の襟を正す。

「それで……何事ですか、一体？」

　尋ねたものの、ホワイトは言葉を返してはくれなかった。今更になって、喉に何かが詰まったかのように言いい淀よどんでいる。

「……その、アルマ君、ええと」

「なんです？」

　任務の伝達かと思ったが、それなら言葉を濁す必要はないだろう。やる、やらないの選択権がそもそもアルマには無いのだから。

　それがフェデンの平和を左右するのであれば猶なお更さらだが、今回は──……。

「おっしゃってください。早急に解決する必要がある懸案ではないのですか。命令してくだされば必ず力になります」

「そ、そう？　じゃあ、言わせてもらうけど」

「はい」

「アルマ君、きみ、浮気した？」

「──話は完全に理解しました。くだらないガセ情報を吹ふい聴ちようした輩やからを捻ひねり潰せばいいのですね。幸いにも犯人に目星はついています。昨晩のうちにとどめを刺せばよかった」

「ちょちょちょ、ちょっと待った！　待った！　あの……待ってってば!?」

　勢いよく起立して扉に向かうアルマを、ホワイトが懸命に制止する。

「き、きみが察した通り、話はエリーゼ君から聞いたんだ。さっき僕の方に電話があってね、珍しい──どころか、初めてのことだったから驚いたさ。彼女は、きみの浮気を疑っている。それって……」

「事実無根に決まっている！　僕は汚名を着せられただけです。それを着せたのは妻で、夫婦の縁を裏切ったのも彼女が先ですよ。エリーゼめ、話を大きくしてどういうつもりなのか……っ！」

「まあまあ、否定してくれてひとまず安心したよ。これが本当だったら大問題だからね、『平和の象徴』である君たち夫婦が、浮気で破局なんてことになったらもう、フェデンとウェギスの両国に途方もない衝撃が走るに違いない。僕はアルマ君の言葉を信じるよ」

「それは、どちらかといえば、そう信じたいという希望的観測ですか？」

「……」

　ホワイトは目を逸そらした。

　足を止めたアルマから、やんわり距離を置いて話を戻す。

「そんな話を聞かされた以上、浮気の真偽を確かめて、場合によってはそれを阻止すべく動く──……僕たちフェデン国軍のような組織はね。ウェギスも同じさ。君ら夫婦に万が一のことがあったらと思うと、静観なんてできない」

「……まさか、それがエリーゼの狙いだとでも？」

「明言こそしなかったけど、ぼくはそう思う。エリーゼ君は東西二大国の力を利用して、きみが浮気している理由や証拠を暴かせようという魂胆だろう」

「僕は浮気などしていませんが」

「いやあ、エリーゼ君も大胆な真ま似ねをするね。ともあれ事実無根なら、なによりだ。……ああ、そうそう。エリーゼ君が言っていた、超美人の女の子を連れ込んだ上に自宅に住まわせているなんて話も、彼女の勘違いということだよね？」

「いえ、それは本当です」

「…………なんて？」

　ホワイトがぴたりと動きを止め、聞き返した。

　後ろめたいことが一切ない自負心があるアルマは、精せい悍かんな顔つきをつくる。

「本当ですが、その子とは偶然出会っただけで深い仲でもありません。遠からず別れるでしょう。何も心配することはありませんよ」

「──」

　なぜかホワイトは絶句していた。

　それはまるで、信じていた部下の化けの皮が剥はがれ、内なる鬼畜な本性を目の当たりにしたような表情である。先ほどとは毛色の違う怯おびえ具ぐ合あいが窺うかがえる。

「……そ、そう、わかったよ」

「わかってくれましたか。では、どうかそっとしておいてください。確かにエリーゼとは不仲になりましたが……離婚しようという段階ではありません」

　語尾に「今はまだ」と付け加えるべきか悩んだが、胸の内に秘めておく。

　ホワイトとは話し合いでわかり合うことができたのだ。無駄に不安の種を植え付けることもないだろう。

「もう構いませんか？」

「ああ……うん」

　退室の許可を得てから、執務室を後にした。

　……アルマには職務と合わせ、個人的にやることがある。

　セレナが昨日言っていた、『リンウッド商店街』についての調査だ。彼女はそこで敵に襲われて負傷した。その事実確認が取れたなら、彼女の素性を知る足掛かりになる。

　だが実を言うと、逃亡犯確保の報告のため司令部に戻った昨日の時点でも調べたのだ。その時には目ぼしい情報は得られなかった──……彼女の発言が嘘うそだったか、騒ぎはあったが事件として認知されていないか、そのどちらかが考えられる。

　だから、今度は後者の可能性を潰す。

　迷いのない足取りで、アルマは西方司令部の廊下を歩むのだった。
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　アルマが執務室を退室した直後。

　自身のデスクへと踵きびすを返すホワイトが、震える指先で電話のダイヤルを操作する。

　通話はすぐに繋つながった。

『待っていたぞ。それで、どうだね？』

　厳かな声色が耳に届く。聞いているこちらの背筋が自然と伸びた。

　ホワイトは頬ほおを強こわ張ばらせながら、報告のため口を開く。

「ガ、ガルエデン総帥閣下。彼は、アルマ君は──」

『……』

「も、もう、ぼくが知っている彼ではないのかもしれません！」

『つまり、アルマ中佐の浮気は事実であると？』

　ガルエデンの声が遠く聞こえる。それほどホワイトは動揺していた。

　今朝、エリーゼから夫の浮気だと相談を受けた際には、にわかには信じがたかった。

　アルマは謹厳実直な人間だ。そんな不誠実なことはしないだろうと、そう思っていた。

　でも……。

「エリーゼ君が話していたことは事実でした。彼は自宅に超美人の女の子を連れ込んだそうです。彼自身の口から確かに聞きました！」

『ふむ──……いかがわしいな』

「おっしゃる通りです！　初めは耳を疑いましたよ。その女の子とは深い仲じゃないとか遠からず別れるとか、あまりに軽薄で不ふ埒らちな発言だと思いませんか！」

『あのアルマ中佐が、か……。私も、彼は女遊びとは無縁だと思い込んでいた』

　盲点だったと、国家元首として広い視野を持つガルエデンさえも流石さすがに溜ため息いきをつく。

　それから、気を取り直すように言った。

『平和の象徴である夫婦は、清廉潔白でなくてはならない。この件が表沙汰になれば東西両国に不和が生じかねない。厄介なことになる前に対処せねばならん』

「は、はい……では、いかが致しますか？」

『なに、そう身構えなくてもよい。今度も深刻な問題には変わりないが、暗殺の危機に見舞われた前回ほど殺伐とはしないだろう。がっはっは！』

「肝が据わっておりますね、閣下……。本当に大丈夫でしょうか……？」

『無論、抜かりはない。念のため、離婚に先走っても揉もみ潰せるよう手は回した。だが、これだけでは解決になるまい。最終目標は夫婦の和解だが……』

　一拍、言葉を溜ためて。

『仲がこれ以上悪化しないように、アルマ中佐が浮気した超美人とやら、夫婦から遠ざけておかねばな』

「えっと……相手は民間人でしょうから、どうか穏便に」

　ガルエデンの声色に凄すごみが宿り過ぎていたため、不穏な想像しかできない。

　しかし、それこそ心外だと言いたげにガルエデンが嘆息する。

『わかっておるわ。私は平和主義だぞ？　今のフェデンの情勢にも表れているだろう？』

「…………すでに散々、権力でストレン夫婦の離婚を封殺していますが……」

『ホワイト中将、お前は頭が固いな。肩の力を抜け。今のは総帥ジョークだ。がはは！』

「……は、はあ……ははは」

　呵か々かと笑い飛ばすガルエデンに、ホワイトの乾いた笑いが重なる。

　権力格差の重圧で、双肩が地面にまで沈み込みそうな気分のホワイトだった。

『ともかく、浮気相手の超美人については難しい対応ではない。──彼らに任せる、前回のノウハウもあるから適任だ。ちょうど二人とも西方司令部にいるだろう』

「……オリビア・フォーチュン大尉と、ロキ・ハインケル君ですか？」

　ガルエデンの物言いから、察しのついたホワイトが尋ねる。声には当惑が滲にじんだ。

　前回のノウハウ……それはストレン夫婦の離婚騒動のことだ。さらには暗殺の標的にもされ、そのため『護衛』兼『監視』のため遣わされた少女と少年──……だが。

「で、ですがガルエデン総帥。フォーチュン大尉はともかく、ハインケル君はまだ留置中です。それともウェギス国のシェニカ女王陛下と話がついたので？」

『いや、うむ……というより、陛下とは早々に、ハインケル君の処遇について落としどころを決定していたのだよ。二週間の留置と取り調べ、そこで彼は実に協力的な態度を示してくれたと、私も聞き及んでいる。ゆえに、もう解放でいいよ、と私と陛下は決めた』

「──軽すぎませんか!?」

『同じような台詞せりふを、疑うたぐり深ぶかい慎重派の将軍たちにも言われたよ。皆、誰も私と目を合わせてくれなかった。シェニカ女王陛下の周りも似たような反応だったらしい』

「でしょうね！　……責任を重んじる周囲の気持ちは理解できます。裏切りに対して何もしないとなっては、組織としても示しがつかないでしょう……」

『だが、ストレン夫婦もまた、ハインケル君が重罰を免れるよう立ち回った。おかげで風向きが変わったよ。私と陛下も動きやすくなった。それに、ハインケル君が取り調べで話した情報が実に有益だった。反感を多少和らげる程度にな』

「彼の聴取から得られた情報のおかげで、東西対立派の不穏分子を多数捕らえることができた件ですね」

『いかにも。ハインケル君、彼は大した情報通だ。持ち合わせる異能の為なせる技だな。サイコメトリー……触れた物体や人から残留思念を読み取る力……興味深いが、それよりも彼はなぜ、きな臭い暗部と数々の接点を持っていたのかな？』

　吟味するように唸うなるガルエデン。

『ハインケル君の動機がどうも曖昧だ。取り調べの記録によれば「フェデン観光ツアーで度々はぐれて知らず知らず潜り込んでいた」だの「偶然見かけた迷子の飼い猫を探すビラに突き動かされて猫探しに悪党の巣窟まで単身乗り込んだ」だの二転三転しておる。取り調べの担当者が機転を利かせて実は彼が犬派だと暴いていなければ、何一つ確たるものが得られなかったところだ』

「そこの記録は何の役にも立たないので黒塗りで上書きしましょう」

　ホワイトが真顔で言う。それから、溜ため息いきをひとつ。

「……では閣下、ハインケル君の解放はいつ頃に？」

『二日後だ。尋問で本当の動機を引き出せるか、もし無理でも他に有益な情報がないかを確かめる。彼にはもう少しの辛抱だと伝えておいてくれ』

「御意に」

『……それからホワイト中将』

「？　なんでしょうか」

　声色を変えたガルエデンに、思わず眉根を寄せる。

　神妙なトーンで、薄氷の上を渡るような慎重さで言葉が紡がれた。

『……実はな、もうひとつ厄介な懸案が生じている。これもフェデンの今後の安寧を左右する重大な問題だ。ストレン夫婦の離婚と比較しても軽視できない』

「!?　……そ、それほどの大問題が？」

『うむ。だが、あらかじめ言っておこう。これは他の何者にも口外してはならない。何者にも、だ。フェデン西方軍司令官として、中将には解決の協力に応じてもらう』

「──」

　真剣な物言いに、ホワイトが息を呑のむ。

　そして、瞳を揺らしつつも表情を引き締めた。ガルエデンの声が届く。

『──……マーケット。そう呼ばれる天才的な技術者の存在を聞いたことはあるかね？』
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　職務の合間を縫い、西方司令部から屋外に出たアルマは、ある人物と密会していた。

「──マーケット？　どこかの市場か？　そも、僕が依頼した件に関係あるのか？」

　年配の男性店主が個人で営む小さな飲食店。そのテーブル席に一人腰かけるアルマ。

　密会の相手は、真後ろのテーブル席で大量に注文した料理を豪快に食す女性だ。

「……いーや、中佐殿。オレが調べた限りでは言葉通りの意味じゃなさそうだぜ。──すんませーん、今頼んだもの、もう二皿ぁ！」

「どういう意味だ？　きみは『リンウッド商店街』で何を見聞きした？」

　背中合わせの座席で話を続けるのは、第三者に密会の姿を見られるのが、お互いにとって不都合だからだ。

　男勝りな口調の彼女は、アルマが時折利用している情報屋である。半年ばかりの付き合いであり、パーソナルな部分はなにも知らないが、有能なことだけは既知だ。

　ともすれば自分で調査に出向くよりも、彼女に任せたほうが良い結果を見み出いだせる。ゆえにアルマは、己の代わりに遠出してもらい、リンウッド商店街まで出向いてもらった。

　今こうしているのは、情報屋の調査報告を聞くためだ。その最中、彼女がもったいぶった口調で宣のたまったのが、先の『マーケット』なる単語であった。

　情報屋は言葉を続けようとして、舌なめずりを挟む。店主の手でトマトソースパスタが新たに二皿置かれた。そして店主は積み重なった大量の空き皿を下げて厨ちゆ房うぼうに戻る。

　湯気をあげる料理を即座に頬ほお張ばり始めた情報屋に、アルマが苦言を呈する。

「おい。話の続きが先だ」

「んっん……マーケットってのは、ある天才技術者の通り名さ。本名年齢容姿性別、何もかも不明。表社会に本人が姿を現すことは一切なく、当人の生み出した開発品だけが世に出回っている。眉唾だって実在を信じないヤツも多い」

「……で？」

「そう慌てんな。中佐殿の依頼は、『リンウッド商店街』で暴力沙汰があった形跡を探すことだろ？　大変だったけど見つけたさ。アンタが言っていた超美人の女の子が襲われている現場、そこに居合わせていた奴やつがいてな。唯一の目撃者だった。話も聞けたぞ」

　面白いのはここからだと、そう物語るように情報屋の声音が弾む。

「目撃者は初め、『マーケット』と叫ぶ女の声を聞いた。リンウッド商店街は表通りの人通りこそ多いが、複雑で入り組んだ小路もある。声はそこから聞こえてきたんだ。様子を見に行くと、傷ついた超美人の女がちょうど飛び出してきた」

「声……その女の声だったのか？」

「そこまではわからねえよ。超美人の女は大通りの人混みに紛まぎれて、すぐに目撃者の前から消えた。けど、代わりに追跡者の姿ははっきりと見ていた」

「──！　誰だ、どんな奴だった？」

　アルマが張り詰めた表情で尋ねる。

　背後から返ってきた情報屋の声には、薄ら寒さが滲にじんでいた。

「人間じゃない」

「は？」

　思わず聞き返す。

　視線を後ろに向けると、試すような目で情報屋がこちらを眺めていた。

「それは人間サイズの異形だったそうだ……単眼多腕の《怪物》だったとね」

「……それは確かに人間じゃないな」

「お？　なんだ中佐殿、反応が薄いな」

「……そんな風体の人間に今まで出会ったことはないが、化物じみた人間なら何度も手合わせしてきた。異形の相手も、もしかするといるかもしれない。そう思っただけだ」

「化物界のエースは流石さすがに言うことが違うぜ」

「おい、僕に不名誉な肩書を着せるな。そんな界かい隈わいはこの世に存在しない！」

　反論して溜ため息いきをつくと、アルマは顎先に手を添え、思案を巡らせる。

「その目撃者、見たものを軍には通報しなかったのか？」

「ああ。忘れた方が身のためだと思ったんだ。ある意味じゃ賢い選択かもな。《怪物》の話を聞き出そうにも怯おびえられて、オレも苦労したんだぜ」

「だが、そんなとんでもない外見の《怪物》がいたにしては、目撃者が少なすぎる……もっと大きな騒ぎになってもおかしくない事件だろうに」

「そう思うだろ？　けど、その唯一の目撃者、怪物を見たのは一瞬だけなのさ。すぐに目にも止まらない速さで跳び去った。《怪物》の行方は知れず……器用に人目を避けて、超美人を追い立てているとしたら、狡こすっ辛からい相手だね」

「……何者だろうな」

　アルマは脳裏で情報を整理する。

　ひとまず、セレナが語っていた襲撃は事実。ただし敵については謎が深まった。

　さらには現場で目撃者が聞いた『マーケット』と叫ぶ声。どこぞの天才技術者の通り名というが、それがどう関係しているのか。

「実際に足を運んだきみの意見が聞きたい。当時、どんな状況だったと思う」

「あー……『マーケット』ってのは人体改造の分野におけるスペシャリストで、フェデン国軍の『施術』やウェギス国の超能力開発技術を生み出した張本人だって噂うわさもある。今まで数多あまたの修羅場を潜くぐり抜ぬけてきた英雄の中佐殿でさえ未知の化物……単眼多腕の《怪物》は、そいつの新しい技術の産物かもしれねえ」

「ハッ……いよいよ都市伝説じみてきたな」

「おっ？　だとすると、わかってきたぜ。《怪物》に襲われていた超美人の女、そいつが『マーケット』と叫んだ。自分を襲う敵の名前をな。つまり《怪物》を裏で糸引く黒幕か、もしくは《怪物》本体がマーケットだ！　なあ、これ正解だろ？」

「さあな。もっと情報が欲しい、引き続き調べてくれ」

「ったく、愛想がねえなあ。じゃあ、また何か掴つかんだら会いに来るよ。あと、もっと頻繁にオレを使ってくれよな。中佐殿みたいに羽振りのいい客は貴重だ」

「だったら少しは食を細くしろ。きみの報酬は高くつき過ぎる」

「あっはは。ごちそうさん！」

　自分では代金を払う素振りもみせず、情報屋は席を立つ。

　そのまま退店するのかと思えば、不意に立ち止まった。

「そうだ、忘れてた。もし本当に『マーケット』……稀き代たいの天才技術者が絡んでいる事件だとすれば、気を付けたほうがいいぜ。中佐殿」

「なに……？」

「オレが仕入れた信しんぴ憑よう性せい不確かな情報にこんなもんがある。『マーケット』、世界の技術的需要に応え得る人間、個人にして市場の名を冠する天才技術者様は──……今、フェデンが独占して匿かくまっている、ってな」

「──」

「真偽はオレでもわからねえ。報酬をせびるには信頼の低い情報だからな、おまけで教えとく。でも、もし本当なら……命が惜しければ近づかないほうが賢明かもな。じゃ、オレは情報仕入れてくるぜ。たまには上等な飯も食わせてくれよー」

　そうして今度こそ、情報屋は店を出て行った。

　残されたアルマはしばらく立ち上がることができず、思考を巡らせる。

（……きな臭い話になってきたな。ただの傷害事件ではない、となると……）

　セレナは命を狙われている、目撃者の話から、それは事実だと裏付けができた。

　では、誰が何の目的でセレナを殺そうとしているのだろうか。

　そして『マーケット』は今回の件と本当に関わりがあるのか。目撃者はそう叫ぶ声を確かに聞いたそうだが、まだ断定に足る域にはないとアルマは頭の片隅に留とどめた。

　先入観にとらわれず、あらゆる可能性を考慮しなくては、真実を見逃してしまう。

「叫び声……声、か……」

　実際、今こうして引っ掛かる部分があった。

　先ほど情報屋が推測した、セレナが襲撃に遭った当時の状況……襲ってきた敵に対し、セレナが『マーケット』と叫んだという仮説。その声が、どんな心情を帯びていたのかまでは知れないが、己を害そうとする怒りや悲しみが宿った糾弾と考えれば、納得できないこともないだろう。

　だが、この仮説には問題がふたつある。

　ひとつは、セレナ自身が襲ってきた敵の正体に心当たりはないと、初めて会った日の会話で喋しやべっていたことだ。それが本当なら仮説は成り立たない。つまり仮説が間違いか、あるいはセレナが嘘うそをついている可能性がある。

　そして、もうひとつの問題は……そもそも叫び声を発したのがセレナではない、という線も一考の余地があることだ。

　すなわち、声を上げた人物は、逆なのではないかという疑惑。

　己から離れる相手を呼び止めようと、その名を呼ぶことは往々にしてある。

「喋ったのは《怪物》の方…………とは、我ながら考えすぎだろうか」

　それが発想の飛躍だと認めつつ、アルマは一応、頭の片隅に留めておいた。





　　　◇






　──ジョンポート近郊の林道。

　そこに身を潜める一団がいた。彼らは盗賊だ。この林道を経由する貨物車を襲い、物資を掠かすめ取とろうと目もく論ろんでいた……が。

　標的の貨物車を視認し、頭目の指示で今まさに動き始めようとした盗賊団──十数秒で貨物車が接近、そして通り過ぎた頃には、彼ら全員が地に伏していた。

　ある者はおかしな方向へと腕が曲がり、ある者は人間の跳躍力では決して届かない樹木の高枝に体が引っ掛けられている。

　盗賊団の中心で突如として竜巻が発生したかのような凄惨な光景だった。

　ただひとり辛うじて意識を繋つないでいた頭目が、指一本動かせない重症の身体からだで、どうにか目線を持ち上げる。

　そして自分たちを全滅させたモノの姿を見た。

「か……《怪物》……」

　戦慄に染まり声が震える。

　頭部の中央で輝く、赤銅色で無機質なひとつの瞳。

　逆三角の逞たくましい躯く体たいに加え、左右二本ずつ生はえ揃そろった鋼鉄の腕。

　両足で堂々と佇たたずむ姿。それが身じろぎすると、金属同士の擦こすれる音が響く。

　それは生命ではない。恐怖が張り付いた頭目の顔面に向けて、怪物は片足を踏み下ろそうとする──……意識が途切れる寸前、触れた足の感触はまさしく鉄そのものだった。







「……」

《怪物》は周囲の生体反応をサーチして安全を確保してから背を丸める。

　前傾姿勢を取ったところで、カシュっと炭酸の抜けるような音が鳴ると、《怪物》の背中が徐々に開いていく。《怪物》の内部に存在していたスペースが外気に晒さらされた。

　そして背中を割った《怪物》の内側から──……少女が姿を現した。

　空色の毛髪。利発そうな切れ長の瞳。

　整った顔立ちは中性的で、髪が短めなこともあって少年とも見み紛まがう。だが、少女の上半身は薄手のタンクトップを纏まとうのみで、胸元には若干の膨らみがある。

　もし人目があれば、さながら羽化する昆虫の如ごとく、殻を脱ぎ捨てて本来の姿を見せたような神秘的な光景に映ったことだろう。

　少女は怪物から降り、己の足で地を踏んだ。

　そうして、今しがた倒したばかりの盗賊団の頭目に一いち瞥べつをくれる。じりじりと近づき、足先でツンとつついて反応がないことを確かめてから──

「怪物じゃない。《エレジー》だよ」

　心底見下した表情で、滔とう々とうと言葉を紡ぐ。

「ボクの最高傑作であるスーツを見ての感想がそれとは、知性が低い愚民にはほとほと呆あきれ返かえる。そんなことだから盗賊なんかを生なり業わいにしてしまうのさ。まったく同じ知性体として語られるのが恥ずかしいな。これだけ言われても反論すらできないなんて」

「……」

「あー、わかっている。気絶しているから仕方がないと言いたいんだろう。だが至高の天才であるボクはいちいち弱者の都合に合わせたりなどしないんだ。恨むなら、羽虫のように蹴散らされてしまったお前たち自身の弱さを恨むことだね……くくく、くっくっく！」

「……」

「おっといけない、こんなところで道草食っている場合ではなかった。八つ当たりのおかげで多少気が晴れたが、一度逃がした程度じゃボクは諦めないぞ。次こそ殺して──」

　物言わぬ頭目との一方的な会話を切り上げる少女だったが……そのとき。

『──ぴぴっ──生体反応を感知したよぉ』

「わぁーっ!?」

　傍かたわらに佇ちよ立りつしていた《エレジー》から音声が鳴った。

　仕し留とめ損なった盗賊がまだいたのかと、咄とつ嗟さに気が動転した少女は情けない声を上げながら、頭を庇かばいながら地面に這はいつくばった。

　地面を何度も蹴って身体からだを土に汚しながら、どうにか手近な樹木の陰に隠れる。あわわと周囲に視線を何度も振って、段々と誰の気配もないことを理解し始める。

「フっ……また誤作動か……」

　鼻で笑いながら立ち上がり、土つち埃ぼこりを払う。

　それから、醜態を晒さらす羽目になった原因をギッと睨にらみ付つけた。

「《エレジー》、これで何度目だ。ボクが作った最高性能のスーツを、どうしてそう下手に使うことができるんだ！」

『──ぴぴっ──すみません。マスター・ラメンタ。以後気を付けるよぉ』

　その声は可愛かわいらしく間の抜けた響きで、いかつい鉄人の風貌とは似合わない。さらに言えば、ラメンタと呼ばれた少女と、まったく同じ声質で発せられていた。

「その甘ったるい口調で喋しやべるな。ボクの印象まで損なわれるだろう、何度も修正したのに無駄な再学習をするんじゃない！」

『…………………………………………………………はい』

「不満そうな間だな！　生身の人間に迫る雄弁ぶりだよ。人工知能の分際で」

　ラメンタは仕方がないように溜ため息いきをつく。

　そう、《エレジー》とは彼女が開発した機械的な頭脳だ。この鋼鉄の躯く体たいに宿らせた、工学技術者であるラメンタの叡えい智ちの結晶に他ならない。

　音声はラメンタの声帯を基盤にしている。他に頼める相手もいなかったからだ。

　当初の設計では、これほど不愉快な成長を遂げるはずではなかったのだが……ゆくゆくは満足のいく形になると信じて、設計者として温かい目で経過を見守っている。

「まあいいさ。それより《エレジー》、次はこの先の都市ジョンポートだ。前にいた都市の商店街では逃がしてしまったけど、髪の毛一本でも痕跡を残してくれたらターゲットの追跡は十分可能だ。もはや時間の問題だね……くく」

『──ぴぴっ──ターゲット・マーケット。捕捉次第、攻撃しますか？』

「ああ。それで構わない。あの忌いま々いましい女さえ殺せたら、後はどうとでもなるさ」

　自信満々に宣のたまうラメンタの実力は、先ほど盗賊団を鎧がいし袖ゆう一いつ触しよくで捻ねじ伏ふせた通りだ。たとえフェデン国軍に囲まれたって怖くはない。勝てずとも、逃げ切るくらいはできる。

（必ず殺す……そうすればボクの番だ。世界がボクを認めてくれる）

　ラメンタには野心があった。この世で最高の技術者として、誰からも認められる地位を手に入れることだ。世界中に自分の名を轟とどろかせる、そのためなら何でもする。

　だがそれには、途方もなく巨大な障害が立ちはだかった。

　──『マーケット』。稀き代たいの大天才。個人の開発力で世界中の技術的需要を満たすとまで絶賛された技術者……今より数世代先を行く技能を、その手は有していると言っても過言ではない。

　ラメンタ自身、そのことは理解していた。

　真っ当な実力では比べるまでもないことを、他の誰よりも身に染みていた。

　なにせ五年間──マーケットの助手であり、弟子として間近で接してきたのだから。

　そしてこれは、五年もの間ずっと隙を窺うかがい、夢にまで見た叛はん逆ぎやくなのである。

「……トップの座はボクのものだ。引きずり降ろしてやる、地獄の底まで」

　冷酷さを瞳に宿し、ラメンタは《エレジー》の躯く体たいに生身を入れる。

　その脳裏で、薄紅色の髪を背に流す師の姿を描きつつ、突き進むのだった。





　　　◇






　情報屋との密会の後、西方司令部に戻って職務をこなしたアルマが帰宅すると……。

「褒ほめて褒めて褒めて褒めて～！」

　廊下の床で仰ぎよ臥うがするセレナが、手足をばたつかせて駄だ々だをこねていた。

「うわ……な、何だ!?」

「──あ、帰ってきたわね。アルマ君、聞きなさい、エリーゼちゃんが酷ひどいの！」

「今のきみ以上にか？」

「この私に酷い状態なんてないわ！　ふざけていないで話を聞いて！」

　至極真面目な発言のつもりだったが、セレナの耳は冗句だと処理したらしい。その自己肯定感があれば、褒め言葉など要らないだろうに。アルマは本当に困惑する。

　ぷりぷりと怒るセレナが勢いよく立ち上がり、そんな彼の手を掴つかみ取とった。

「ともかく来て」

「お、おい……何なんだ！」

　腕を引かれてアルマが連れてこられた先は、二階のエリーゼとの共同の寝室だった。

　扉一枚を隔てた寝室の中からは物音が聞こえる。一階で気配を感じないとは思ったが、どうやらエリーゼがいるようだ。

　ドアノブに指を掛けたセレナは、そこで動きを止める。

　薄紅色の髪がはらりと落ち、何かを思い直したようにセレナが振り返る。

　きらきらと無む垢くに光る瞳が、アルマの怪け訝げんな目とぶつかった。

「昨晩、きみとエリーゼちゃん、お楽しみ……じゃなくて、喧けん嘩かしていたでしょう？」

「……そうだが？」

　お楽しみの可能性は今朝きちんと否定したはずだが、言い間違いかけたセレナを、胡う乱ろんな目でアルマは見下ろす。

「私、今日ずっと家にいて暇だったから、事後の有様が見たくて……じゃなくて、どれだけ激しい喧嘩をしたのか興味が湧いて、ここにお邪魔したのよ」

「何をしているんだよ。念押しするが、本当に言葉通りの喧嘩だから」

「ええ。見る限り、その通りだったわね……つまんないの……」

「露骨にがっかりするな。よその夫婦のお楽しみにどこまでの興味関心を注いでいるんだよ。今朝にも感じたが、きみ、どこまで色ボケだ！」

「人の生理的欲求に正直で悪いっていうの？　いいえ、そんなわけないわ！　睡眠欲、食欲、性欲、承認欲……どれも生命の維持には必須なのよ！」

「最後のひとつ、要らなくないか？」

「え、嘘うそ、正気……？　むしろ承認欲は、他のすべてを包括して余りあるわ。私は承認欲さえ満たされたら他は要らない！　承認欲すごーい！」

「そこまでいくと承認欲というより、きみの方がすごいよ。人間離れ的な意味で」

「んー、それほど気持ちいい賞賛でもないけど、それほどでも？」

「その割には頬ほおが溶けそうなくらい緩んでいるぞ」

「──……話を戻すけど」

　満足げに口元で弧を描くセレナが、一転して神妙な表情をつくる。極端に熱しやすく冷めやすい心の持ち主であると、アルマは呆あきれながら傾聴する。

「寝室を見てがっかりした後にね。エリーゼちゃんと少しお話をしたのよ」

「む……大丈夫だったのか？」

　何の気なしに言うものだから、少し面食らった。エリーゼは現状、セレナのことを夫の浮気相手だと疑っている。気まずさは相当のものだと思うが、セレナは自然体だ。

「何がよ、気さくなトークだけよ？　エリーゼちゃん、『寝室の掃除が大変……いっそあの男を掃除するほうが簡単かもしれないわね。この部屋よりずっと汚らわしい。二人まとめて消すべきかしら』なんて言うから、『それ、恐妻プレイってこと？』って」

「……え、待ちたまえ。恐れ知らずにも程がない？」

　驚きのあまり、アルマの口調が崩れた。

「しかもな、二人まとめてって言うからには、きみも含まれているからな。エリーゼに掃除されかけていたんだからな」

「私も……掃除、まとめて……え、どういうこと？」

「……何だろうな、この敵意に対する猛烈な鈍さは……」

　屈強な精神力を持つアルマでなければ、守ってやらねばならないと庇ひ護ご欲を刺激され、思わずセレナの頭を撫なでていたことだろう。

「なに？　急に手を出してきて」

「──！　い、いや、何をやっているんだ僕は……!?」

　無自覚の内に、セレナの頭へと右手を伸ばしていた。

　我に返った瞬間──腕を引く。

「危なかった……！」

「何がどう危ないのか、私にはわからないけど。ふふふふ、触れたいならいいわよ、どこでも。だけどぉ、それってとうとう私の美貌に陥落したってこと？」

「やかましい。くっ……そんな顔で僕を見るな！」

「ええ？　なによ、どんな顔？」

「──っ」

　セレナの相貌を直視する度、脳内で静電気が弾はじけるような衝撃に見舞われる。それもこれも彼女の顔が──……脳裏で従姉いとこと重なってしまうからだ。

　今回においてもそうだが、セレナに対して下心はない。

　異性として心奪われての反応ではないと、そう反論しようとした──そのとき。

「さっきから随分と……楽しそうね、お二人とも？」

「──」

　アルマの息が詰まる。

　いつの間にか、寝室の扉がわずかに開いていた。

　そこから──暗い闇に浮かぶ深紅の眼めが、こちらを覗のぞき見みている。

「エ、エリーゼ……」

「ちょうどよかった。ねえ、あなたに言いたいことがあったの」

　軋きしみ音を立てながら扉が完全に開かれると、エリーゼが一歩前に出る。

　そこで明らかになったが、彼女は右手に愛剣を握っていた。辛うじて刀身は抜かれていない……とはいえ、醸し出される異様な剣けん幕まくが、安心を許してはくれない。

　教きよ鞭うべんを振るう女教師の如ごとく、エリーゼは鞘さやの側面でぺちぺちと己の掌てのひらを叩たたく。

「たとえばの話、ペットが粗相をして誰かに迷惑をかけたら、それは飼い主の責任だと思わない？」

「え？　急に何の話だ」

「そうよね。思うわよね。あなたも、何だ、わかっているじゃない」

「──……」

　アルマは気が付いた。

　妻の瞳は、こちらを見ているようで、どこにも焦点が合っていない。

　妻の言葉は、こちらに喋しやべっているようで、会話として成り立たせる気もない。

　何があったのか知らないが、いまエリーゼは……かつてないほど取り乱している。

「あー……」

「何だ。どうした、セレナ。何か知っているのか。どうしてこうなった！」

　訳知り顔で冷や汗を伝わせる彼女に、アルマが緊張感を高めて尋ねた。

　あろうことかアルマを盾に自らは背に隠れるという、潔いほど保身的な行動を見せたセレナは、こんな状況でも燦さん々さんと目を輝かせていた。

「大したことはないわ。ちょっと失敗しちゃっただけよ！」

「──失敗だと？　どんな？」

「寝室を綺き麗れいに掃除したら褒ほめてくれると思って、この私の聡そう明めいな頭脳を惜しみなく貸してあげたの。いくつかの家電をちゃちゃっとバラして、サイコーにパワフルな掃除マシンに組み上げたわ。あっ技術料とかは別にいいわよ、お礼の言葉さえくれたら！」

「……聞き捨てならない台詞せりふがいくつもあるが、それで？」

「掃除マシンに後を任せたのはいいけど、ちょっと粉砕機能を強くし過ぎたみたいね。気が付いた時点で止めたけど、寝室の家具がほとんど無くなっちゃった」

　てへっ、とお茶ちや目めに笑うセレナを、固まった表情で凝視する。

　その言葉をじわじわと理解し、信じがたい思いで寝室の内部をアルマは覗のぞいた。

「な──っ！」

　セレナの言う通りだった。

　昨晩の夫婦喧げん嘩かで、元より家具の残骸やら壁の破片やらが散乱していた寝室ではあったが、それが綺麗さっぱり無くなっている──無事だった家具ごと。

　そして、部屋の隅には円筒状の機械が不気味に沈黙していた。これがセレナの言っていた掃除マシンだろう。だが、すでにこと切れていた。

　正面から背面まで風穴があいていたのだ。これは刺し傷だろう、恐らくはエリーゼが家具の報復をしたのだ。

「『ユニファミ』のレアグッズもいっぱいあったのに……」

　改めて妻の姿を見ると……喧けん嘩か中の憎き相手とはいえ、あまりにも不ふ憫びん過ぎた。

　よくよく見れば、不安定に揺れる頼りない目は、今にもぽろぽろと泣き出しそうな兆しにも映った。

「……セレナ。全面的にきみが悪い。彼女に詫わびたまえ！」

「ちょっと、どうしてそうなるのよ！」

「どうしてもこうしても、目の前にある現実がその答えだよ！　よく褒ほめてほしいと駄だ々だがこねられたものだな、面の皮が厚すぎるにも程がある！　ほらエリーゼを見ろ、一国の英雄の姿か、これが！　むごすぎる、流石さすがの僕もここまでの仕打ちはできないぞ！」

「し、仕方ないじゃない。有り合わせの道具でつくったマシンだったんだから！　最初のトライで何もかもうまくいくわけがないわ！」

「あっ、それについては僕が怒らせてもらう。うちの家電を勝手に魔改造キメラにするとは、どういう了見だ、この小娘……！」

「なによーっ！　せっかく役に立ってあげようとしたのに！　元はと言えば、息をするだけで私を褒めてくれないのが悪いんだわ！」

「どれだけ自分を甘やかす気だ！　責任転嫁も甚だしい！」

　と。

　そのとき、拡大する言い争いに終止符を打ったのは──躊ちゆ躇うちよなく抜刀し、切っ先をぶらりと揺らしたエリーゼだ。

「責任……責任は、どっちにあるかしら？」

「「こっち！」」

　性懲りもなく保身に走るセレナと、アルマとが二人でにらみ合う。

「じゃあ、さよなら。アル、死になさい」

「ノータイムで!?」

　脳天に振り下ろされた真剣を、アルマはどうにか白羽取りで受け止めた。

　拮きつ抗こうせず受け流し、後方へ跳んで距離を取る。

「くっ……そこまで僕を目の仇かたきにするか！」

「元はといえば、全部あなたが白黒はっきりしないのが悪いのよ！」

　セレナを置いてけぼりに、エリーゼが追いかけまわしてくる。

　またもや自宅の被害が広がりかねない、そんな折に……呼び出しのベルが鳴る。

　来客だ。──ぴたりと、アルマとエリーゼが同時に動きを止める。

　互いが互いの出方を窺うかがう、居心地の悪い沈黙が流れた。

　そうしていると、不意に玄関扉の開く音が届いてきた。妙だ、鍵は閉まっていたはずなのに。

　ほのかに警戒心を強めたアルマは、しばらくして……。

「アルマ中佐ー、エリーゼさーん！　お邪魔します、私です、オリビアですーっ！」

　目の前にいなくとも満面の笑みが幻視されるような一声を聞いたのだった。
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「そういえば、前回の任務の時から、ご自宅の合鍵をお預かりしたままでしたっ！」

　人懐っこい笑みのオリビアを交え、ストレン家はどうにか落ち着きを取り戻した。

　寝室の惨状には一旦目を瞑つぶり、現在はアルマとエリーゼ、セレナの三人はダイニングに移動していた。時刻は夜八時。帰宅早々、散々な騒動に放り込まれたおかげでやや遅くなったが、アルマたちは夕食の用意を進める。

「こうしていると、初めてお邪魔したときのことを思い出しますねっ」

　とはオリビアの談である。

　料理を並べた食卓の席に着き、ようやくアルマが切り出した。

「それで……オリビア、どうしてうちに？　あと、鍵は返してもらえるかな」

　隣の席に視線を送って、合鍵を受け取るべく手を差し出す。

　指先で鍵を弄んでいたオリビアは、ピンと背筋を正し、

「はい！　実はですね──」

　淀よどみない所作で合鍵をシャツの胸ポケットに仕し舞まった。

　ずるっとアルマが肩を落とす。差し出した手は所在なく彷徨さまよい、仕方なく引き戻すしかなかった。悪気のない天然の行動だろう。間違っても悪用するような相手ではない。

　オリビアなら預けておいてもいいかと、アルマは己に言い聞かせ、追及せずにおいた。

「……私に新しい任務が下されたのです。ご夫婦と、そちらの女性にも関係のあることと言えば、おわかりでしょうか？」

　平皿に乗った料理を切り分けつつ、オリビアが神妙に尋ねる。

　途端、他の三人はピンときた表情を浮かべた。

「──まさか任務とは、また僕らの『監視官』に選ばれたというわけじゃあるまいな。ホワイト中将とも既に話を付けているが、僕は浮気などしていないぞ！」

「──さては、この男が浮気した理由を早速突き止めたということかしら。国力を煽あおった甲か斐いがあったというものね。何がわかったのか、聞かせてちょうだい」

「──もしや、私がマー……じゃなくて、私はセレナだから、何も関係がないわ！」

　三人が一斉に喋しやべり出だし、たまらずオリビアが顔をしかめる。

「ひ、ひとりずつ話してください！」

「む……すまない。聞き取れないな、これでは」

「アルマ中佐がおっしゃったような『監視官』の任務と今回は少し違います。エリーゼさんのご期待にフェデン国軍は応えられないと、まず言っておきます。それから、そちらのセレナさん？ですか、関係ないことはないですからねっ！」

「完璧に聞こえているじゃないか!?」

「いっぺんにお返事するのが大変なんですよう。でも、ええ、このくらい造作もありません。なぜなら私は士官学校を首席で卒業していますので」

「オリビア、あなたは相変わらずね。なんだか安心するわ……」

　フスンと鼻を鳴らすオリビアを、生温かい目でエリーゼが眺めていた。

　趣味のレアグッズを失った傷心が尾を引いているのか、殊更に癒いやされているようだ。

　また乱心して斬りかかられる心配はなさそうである。小さく胸を撫なで下おろすアルマであったが、それはさておき……。

「ええと、ではオリビア、きみの任務とは一体なんだ？」

「それはですね──……」

　改めて尋ねられ、オリビアは困り眉をつくる。

「ある程度の事情はホワイト中将から聞いていまして、尊敬するアルマ中佐にこんなことを言うのは心が痛むのですが──……中佐が浮気しているから、夫婦仲がこれ以上悪化しないよう応急処置的に、そちらのセレナさんとは距離を置いていただこうと」

「よし。誤解があることはわかったから、それを解かせてもらおう」

　オリビアの使命を把握し、そもそも浮気が前提にあることから異義を唱える。

　……というか、ホワイトに対して浮気の事実はないと釈明したはずだが、なぜ浮気が確定している方向で話が進んでいるのかと、アルマの上官への信頼が微妙に下がった。

「誤解も何もないわ、この浮気者。ちょうどいいから、そのまま引き取ってもらえばいいのよ」

　正対に腰かけているエリーゼが、異義を押さえつけるように割り込んでくる。

　聞き捨てならない言葉だ。アルマの眉がぴくりと持ち上がる。

「物覚えが悪いようだな。僕は浮気などしていない、何度も言っているはずだ。それを馬鹿の一つ覚えみたいに繰り返すな。鬱陶しい！」

「ふん。威勢よく吠ほえるのね、痛いところを突かれているという自覚があるのかしら。本当に後ろめたいことがないというなら行動で示せばいいのよ。さっさと捨てセレナを引き取り国軍に渡して、私に誠心誠意謝りなさい！」

「……ねえ、捨てセレナって、捨て犬みたいなニュアンス？　まさかね、この麗しい私がそんな扱い受けるわけがないわよねー！」

「あの、フェデン国軍は便利な引き取り業者ではないのですけどぅ……！」

　アルマとエリーゼが言い争いを始めた一方で、セレナは勝手に瞳をきらきら輝かせ、オリビアが所属組織の誤った認識を正すべく叫んだ。

　話を軌道に戻せるのは自分しかいないという使命感から、オリビアが続けて声を張る。

「い、いいですか！　お話を整理させてくださーいっ！」

　両手を掲げて声高に言うと、どうにか注目を集めることに成功した。

　オリビア自身、直じかに夫婦から話を聞いて、事前に聞いていた話となんか違うな？という違和感は抱いていた。こめかみに人差し指を当て、ムムムと唸うなる。

「アルマ中佐の浮気は事実ではない……？　けど、エリーゼさんは浮気が本当だと思っている。いえ、辛うじて疑いの段階でしょうか。確証を得ていたなら、離婚に踏み切っていたでしょうし、外部の横やり覚悟でわざわざ自分から夫婦の危機を伝えないはず……？」

「そうだエリーゼ、きみがホワイト中将に余計な連絡をしたおかげで話が大きくなったんだ。きみという奴やつは、世界的な迷惑者にでもなりたいのか。目立ちたがり屋の問題児か。いっそ罪に問えたならと思わずにいられないよ、喜んで檻おりに入れたのにな！」

「最愛の妻である私に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけるあなたが、本当に浮ついた気持ちがないと言えるのかしら。それ自体、夫婦愛への裏切りと言わずして何というのよ！」

「順序が逆だろう！　きみが僕に妙な疑いを向けなければ、僕だってこんな風に言わずに済んだ。謂いわれのない言いがかりを否定して何が悪い、僕のこれは不可抗力だ！」

「最初に不貞を働いたのはあなたじゃない！　あなたが一度でも私を安心させてくれたなら、私は疑いの目を向けずに済んだのよ。ウチであなたが裸のセレナを押さえつけていた時だって、私はまだ怒らずに辛抱していたのよ！」

　怒髪天を衝つくエリーゼが叫ぶと、傍かたわらにいたセレナが呟つぶやく。

「……怒って素手で壁をぶち抜いてなかった？」

「そうだぞ」

　アルマが同意すると、エリーゼの額に浮かぶ青筋が色濃くなった。

「ごちゃごちゃとうるさいわね……！」

　食器のナイフを持つエリーゼの握力が増す。

　殺伐としてきた食卓で、ぷるぷる肩を揺らすオリビアは声を振り絞った。

「あ、あのぅですから、何度も何度も、喧けん嘩かはやめてくださいってばぁー！」







　アルマとエリーゼが口を閉ざして視線も合わせなくなったところで、神経が消耗したオリビアは満まん身しん創そう痍いながらも、どうにか会話の主導権を手にした。

「……ともかくですね、私がお伺いしたのはセレナさんをご自宅から退去させるためです。国軍上層部の決定ですから、アルマ中佐にも従っていただきます！」

「──……」
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　押し黙るアルマ。

　彼から視線を外したオリビアが、今度はエリーゼへと顔を向ける。

「エリーゼさんも。ホワイト中将を頼りに国軍を動かし、中佐が浮気した証拠、あるいは浮気に至った動機を暴こうとされていたのでしょう。けど……残念ながら、フェデン国軍は期待には応えられません」

「…………」

「東西平和のため、『平和の象徴』であるご夫婦が円満な関係を保つことを国軍は望んでいます。浮気調査それ自体の結果が得たいエリーゼさんとは、そこで利害が食い違ってしまうため、一切の情報は与えられないという判断です」

「もし、調べた結果が不服なら、私が本格的に離婚に動くとでもいうのかしら。心外ね、そこまで信頼が無いだなんて」

「以前の離婚騒動で、お偉方がよほど肝を冷やしたそうで……より神経質になっているのでしょうね。でも、あれれ。もし不服な結果でも辛抱するのですか？」

「絶対に嫌」

「……軍の決定は正しかったみたいですね……」

　いったいどの口が信頼の無さを憂えているのか。しれっと断言するエリーゼに、オリビアが半眼を向けた。

　そこで沈黙していたアルマが口を開く。

「僕は浮気などしていないが──」

　譲れない主張を置いたうえで。

「セレナを連れ出させるわけにはいかないな」

　その一言を発した瞬間、明確に部屋の空気が張り詰めた。

　本能的な危機感を刺激されたオリビアとセレナは冷や汗をじわりと流す。

　剣けん呑のんな気配の正体は、エリーゼから醸されるどす黒い怒気だ。

「まだ彼女の問題を解決していない」

　唯一、空気に呑のまれることなく堂々とした口調でアルマが言い切る。

　するとオリビアが首を傾けた。

「問題？」

「ああ。思えば、ホワイト中将に伝えた分では情報不足だった。僕の口から改めて経緯を伝えよう」

　そうして、偶然出会ったセレナを正体不明の敵から匿かくまっている現状を説明した。

　話を聞き終えたオリビアは、納得の色を帯びた顔で頷うなずく。

「なるほど、中佐は人助けのために……」

「騙だまされないで、オリビア。それは表向きの理由よ」

　即座に否定を差し込むエリーゼ。

「その男は何かを隠している。何かはわからないけど、セレナに個人的な感情を持っていることだけは間違いない。疑うべきだわ」

「……私は」

　オリビアは言葉を溜ためた。

　アルマとエリーゼのどちらの意見につくか、二人は視線で火花を散らす。

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、桜色の唇が離れ、舌が音を紡いだ。

「──……お二人のどちらの言うことも聞きません！」

　と。

　あっけらかんとした顔のオリビアが場の空気をぶち壊した。

　アルマとエリーゼが目を丸くし、ぽかん……と口を開く。

　ひとり黙々と食事の手を休めないセレナは、さながら喜劇の見物するギャラリーのように口元をにやつかせていた。

　発言の真意を掴つかめず、アルマが尋ねた。

「オ、オリビア……それはどういう？」

「すみません。何を信じるかは、私がこの目で見て判断します。お二人のどちらが正しいのか、いますぐには決められません」

「──む」

「それに、セレナさんが何者かに狙われているという件が本当なら……アルマ中佐とエリーゼさんがいる家ほど安全な場所はないとはいえ、国軍に頼れば──」

「その案は却下よ、オリビアちゃん！」

　冷静な見解を述べていたオリビアに、セレナが鋭く割り込んだ。

　ペースを崩され、オリビアは話の勢いを落とす。

「オ、オリビアちゃん……誰かを思い出す呼び方ですね……」

「軍に頼る気はないわ。命に代えても私も守るって、アルマ君は言ってくれたから！」

「ちなみに言ってない」

　渾こん身しんの表情でセレナがついた大おお嘘うそを、すぐさまアルマが一蹴した。

　これ以上喋しやべらせてもロクなことにならないという確信から、セレナの言葉を引き継ぐ。

「この通り、彼女は頑固だ。誰かが被害を届け出さないうちは事件として成立しない。軍として動きようがないというわけだ」

「なるほど……ですけど、うぅん」

　己がどうすべきか、オリビアは迷いを見せた。

　セレナをストレン家から退去させるという任務、それを遂行すれば、彼女を狙う敵に付け入る隙を与えてしまう恐れがある。

　任務に従うことが本当に正しいのか、慎重に検討しているのだろう。

「セレナを狙う敵は確実にいる。一応は、彼女が襲われた現場に居合わせた目撃者がいたんだ。敵の正体までは掴つかめていないがね」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。揺るぎない事実だ」

　アルマは首肯する。

　早くから情報屋に探らせておいて正解であった。今こうしてオリビアの判断を後押しする材料として役立ったおかげで、アルマの望む方向に話を運びやすくなる。

「セレナを追い出すにしても、今じゃない。彼女の命を狙う敵の素性と撃破、それを成し遂げてからでなくては駄目だ」

「そうですか……そうですね、そういうことなら」

　完全に消化したわけではなさそうだが、最後にはオリビアは頷うなずいた。

　悲痛さを物語るエリーゼの呟つぶやきが落とされる。

「オリビア、あなたまで……！」

「ごめんなさい、エリーゼさん。セレナさんの事情も考えると、やはり軽率に動くべきではないと思うのです。国軍には一度報告させていただきますが、中佐」

「ああ、構わない。それで軍を動かせるようなら儲もうけものだ」

　いくらアルマでも単独調査には限界がある。人手が増えるに越したことはない。とはいえ、望みは薄いだろうが。

　オリビアという思わぬ飛び入りはあったものの、アルマのやることは変わらない。

　未詳の敵を倒し、フェデンの治安を乱す悪の芽を摘む。結果としてセレナを救えば、彼女とはそこでお別れだ。もう共にいる理由もなくなるのだから。

　エリーゼが向けてくる不愉快な浮気疑惑は、その時に解消されるだろう。アルマは一貫して己の正義に従っているだけだと、今後も示し続けるだけだ。

（……そも、彼女が僕を疑いさえしなければ、こんな面倒にはならなかったものを）

　小さく嘆息し、正対のエリーゼを一いち瞥べつする。

　彼女もまた、睨にらみ殺すような眼力の強さでこちらを流し見た。

「ふん……！」

「……ちっ！」

　非は相手にあると信じて疑わず、双方の視線が反発する。

　身に覚えのある居心地の悪さを味わうオリビアが、ナプキンで口元を拭うと、きりりと精せい悍かんな表情をつくる。

「では──私もこれからご自宅でお世話になりますね。お二人をこれ以上険悪にしない、というのも私の任務ですので！」

「「えっ？」」

　意表を突かれたアルマとエリーゼの声が重なる。

　こうして、住人がまたひとり増えることになった。





　　　◇






　夕食を終え、そろそろ就寝かという頃。

　アルマはエリーゼと共にリビングにいた。二人が示し合わせたわけではない。オリビアに声を掛けられ、集まったのである。

　何やら大切な話があるとのことだったが、セレナはいない。欲望に忠実な彼女は睡魔を受け入れ、とっくに床に就いていた。

「セレナさんには関係のない話なので、夕飯の時には言い出しませんでしたが」

　と、オリビアは前置きを挟みつつ。

「話というのは、ハインケル君のことです」

　にんまりと微笑ほほえむ顔を見て、どうやら吉報であるとアルマは察する。

「ロキの奴やつ、留置所から出られるのか？」

「はい！　ある程度の話は固まって、実際に釈放されるのは二日後だそうです」

「そう……よかったわ」

　微笑を浮かべるエリーゼが、心なしか達成感を醸す。

　ロキ・ハインケル。以前、夫婦の離婚を阻止すべくウェギスから派遣された少年。

　だが、彼はストレン夫婦の暗殺を目もく論ろむ武装勢力に加担した。明確な裏切りだ。東西平和を脅かす行動に他ならなかったが……。

「救うと約束したものね。嘘うそつきになるわけにはいかないわ。私は──」

　エリーゼだけではなく、アルマもオリビアも彼の処罰が軽くなるよう尽力した。

　どうやら、その甲か斐いはあったようである。

「……誰かと違ってね」

「誰が嘘つきだ。こっちを見るな、人間不信がうつる」

　豊かな胸を張って見下してくるエリーゼに、アルマが苛いら立だった口調で反論する。

　その言葉は的確にエリーゼの名誉を傷つけた。

「は？　聞き違えかしら。いま何て言ったの？」

「疑心暗鬼の塊。思い込みで突っ走る考えなし。病的なまでの視野狭きよ窄うさく、人の話に聞き分けがないばかりか、ついに聞き逃すとは手に負えないな、と」

「ぶっ殺すわ」

　流れるように喧けん嘩かに発展した二人に、オリビアの泣き言が飛ぶ。

「せっかくの朗報なんですから、もうしばらく喜びを分かち合いましょうよーっ!?」

　ソファや机も蹴散らすような夫婦喧嘩は、無情にも止まらなかった。




　──一方で。

　照明の点ともされていない廊下で、壁に背を預ける人影があった。

　壁一枚を隔てたリビングにはアルマたちがいる。そこで交わされる言葉に聞き耳を立てていたのはセレナだ。

　耳に届く話し声が物々しい喧嘩の騒音へと推移した折に、ゆっくりと壁際から離れた。

　自分の寝室に戻り、あたかも初めから熟睡していたかのように寝床に横たわる。けれども、セレナの表情からは一切の眠気が失うせていた。

　どこか遠い目で天井を見つめ、悩ましいと溜ため息いきをつく。

「はあ……数奇なものだわ。まさかこんなところにいるなんて……」

　先ほど盗み聞いた人の名を思い浮かべ、手の甲を額に添える。

　普段から瞳を生き生きと輝かせるセレナだが、今ばかりは表情を曇らせていた。

「──……ロキ。ここで会うわけにはいかないわね」

　脳裏に描いた少年の面影は少しばかり色いろ褪あせている。

　だが、憶おぼえていた。彼の能力……サイコメトリングにかかれば、セレナが保身のために被かぶった化けの皮はすべて剥はがされてしまう。

　誰にも知られるわけにはいかない。そう、セレナこそが──稀き代たいの天才技術者『マーケット』であると発覚すれば、その技能を欲しがる者は大勢いる。あるいは、疎む者も。

　先日、命を狙ってきた手合いは後者だ。『マーケット』の第一助手であり弟子でもあった少女──ラメンタ。優秀だが、いささか上昇志向が強すぎた。

　この下げ剋こく上じようも、恐らくは格上の『マーケット』を排除し、己が頂点に君臨しようという腹だろう。それを躊ちゆ躇うちよなく実行できるエゴの持ち主だ。

「ふふ、ふふふふ……私ったら、本当に人気者だわ……皆の注目を集め過ぎて困っちゃうわね。やだ、もっと見て……！」

　己の体に腕を回して抱擁するセレナ。

　殺されるかもしれない怖さよりも──殺意に迫るほど大きな執着心を向けられる方が、自分は価値の高い人間なのだという実感を与えてくれる。

　むざむざ殺されるのは嫌だ。……ちょっとくらい、街に繰り出して有象無象から褒ほめを摂取して承認欲を潤したいと魔が差すこともあるが。

　表を歩くには、セレナの美貌は目立ちすぎる。噂うわさはたちまち国内全土に轟とどろき、ラメンタや多数勢力が自分を狙ってくるだろう。

　すこぶる痛快だ。悪くないと、そう思うセレナも大層なエゴの持ち主だった。

　でも、やはり死ぬのは御免だと同じ結論に行きつく。己の素性を明かさずにいれば、先にアルマがラメンタを撃破するだろう。身の安全を考えると、それを待つのが最善だ。

「……二日以内に、決着がつくかしら？」

　ロキの釈放がタイムリミットだ。彼と接触すれば、セレナはどう足あ掻がこうと『マーケット』だと暴かれる。少なくともストレン宅を隠れ家として利用できなくなるだろう。

　外に追い出されたら、遠からず追手が嗅ぎつけてくる。命運はそこで尽きる。

「……アルマ君に、私も知恵を貸すべきかな？」

　セレナの瞳は再びきらきらと輝き始めた。








第二章　英雄夫婦の哀歓スクランブル




　翌朝。

　西方司令部に出勤する時間だが、玄関に向かうアルマの足取りは重かった。

「ええい、離れろ……！　歩きづらいだろうが！」

　彼の腰元にはセレナがしがみついていた。

　急に起きてきたかと思えば、先ほどから同じ台詞せりふばかり言うのだ。それは──

「アルマ君の困り事を、この私が解決してあげるわ！　何でも言いなさい！」

　これである。唐突に奉仕精神に目覚めたのか、セレナはしつこく絡んでくる。

　本当は何を企たくらんでいるのかは知れないが、アルマの困り事なら明白だ。

「そうだな、僕から離れろ。くっつくな。それで万事解決だ！」

「わかったわ。夫婦関係にお悩みなのね」

「何ひとつ僕の言葉を聞いてない!?　『何でも言え』と言っていただろう」

「言ってないわ！」

　明らかに言っていたが、曇りなき眼まなこでセレナは断言した。

　この子の頭のなかは本当にどうなっているのかなと、アルマは真顔で見つめる。

　そのとき、一足先に玄関で待っていたオリビアの声が届く。

「アルマ中佐ー、まだですかーっ！」

「僕に構わず先に行け。きみまで遅れることはない、司令部で会おう！」

「わかりました！　骨は拾わせていただきます！」

「何で戦友の死期を悟ったような言い回しを!?」

　オリビアは颯さつ爽そうと出て行った。紫がかった前髪の一房で残像を描く勢いである。

　後に続きたいところだが、アルマが強引に拘束を振りほどこうとすると……。

「ああっ、そんな風に暴れられたら、この私の細腕に青あざができちゃう！　ほら指にささくれができている。見なさい、目元に薄っすらクマだって……！」

「自分のひ弱さを過剰にアピールするな！　身じろぎしただけでそんな怪け我がができるか。何一つ僕に関係のない怪我だし、目元のクマに至っては昨晩きみが寝付けなかったからに過ぎない！」

　言いがかりをつけられたアルマは反論する。

　ただ、歯がゆいことにセレナの弱さは本物だ。力ずくに逃げ出すのは容易だが、その気がなくとも加減を誤って傷つけかねない。むしろ躍起になって拘束に励む彼女が自傷しないかのほうが気がかりだ。小鳥のような骨身の脆もろさである。

　どうしたものかと困窮していると、階段を下りる足音が聞こえてきた。

「……騒々しいわね。何をしているのよ」

　眠そうに目元を擦こすりながらエリーゼが姿を現す。

　そして、腰元にセレナを引っ提げた状態のアルマを視界に収めた。

　すると途端に、眉根を寄せて白けた表情をつくる。

「情けない恰かつ好こうね。馬鹿みたい」

「……」

「恥も外聞もないとはこのことだわ。女にされるがまま、喚わめくことしかできない男。実に憐あわれだこと。今の姿を鏡で見てごらんなさい、私だったら入り込めないから」

「一昨日おとといのきみ、同じように僕の出勤を邪魔しなかったか？」

「──。そんなことより、さっさと離れなさい」

「おい。話を逸そらすな。ちゃんと覚えがあるんだろ、正直に白状しろ……！」

「セレナ、あなたも悪いのよ。悪い娘こね」

　アルマの言葉は徹底して無視し、エリーゼが腕を伸ばす。その手でセレナの首根っこを捕らえると、シールでも剥はがすように易やす々やすと引っぺがした。

　膠こうち着やく状態から呆あつ気けなく脱し、アルマは居心地悪そうに襟を正す。

　そんな彼の表情を横目に眺めていたエリーゼが、深々と溜ため息いきをついた。

「はあ……あなた、セレナに甘すぎるわ。この子の抵抗なんて無いようなものでしょう。なのに、強引に逃げなかったのは、この子の身体からだを気遣ったから？」

[image: ]

「だとしたら何だ」

「別に、気にしないで。鬼畜で知られる男にしては過度な優しさだと思っただけだから。それとも私を責めてみる？　夫に対して理解が足りないって」

「ハっ、それには及ばない。きみが皮肉を言うとはな、意外な一面だと僕も驚いたよ。そんな短気な頭で回りくどい言い回しができるとは思わなかった」

「……不思議と大した怒りも湧かないわ。今のあなた相手だとね」

「発言と態度だけ大人しいフリをして、同時に僕の脛すねを蹴り続けるのをやめろ。大して痛くないけど、何か、すごく神経に障るから……」

　一見して澄まし顔のエリーゼが、アルマの怒りの沸点の少し下を突く力加減で、足癖の悪さを発揮していた。新手の嫌がらせかと、苛いら立だちが蓄積していく。

「……っと、こんなことをしている場合じゃない！」

　時間に追われていることを思い出し、エリーゼとのいがみ合いを切り上げる。

　すぐさま外に向かうアルマの背に、出立を惜しむ声が掛けられた。

「行くっていうのね、私の攻撃に耐えかねて。ああ、弱いものいじめが過ぎたかしら」

「待ってアルマ君。まだ私との話が始まってすらいない、悩みを解決させてー！」

「くっ！　断固抗議したいヤツと一目散に逃げたいヤツが並んでいる、なんて頭が痛くなる光景だ……！」

　仕方なしに、家を飛び出したアルマは西方司令部へと赴くのだった。







　セレナと二人きりで自宅に残され、エリーゼが尋ねる。

「それで──……あなたは結局、あの男に何をしたかったの？」

　掴つかまれていた襟元をようやく解放されると、セレナは不満げに頬ほおを膨らませた。

「アルマ君の抱える二つの問題の、片方を解決してあげようと思ったの！」

「二つの悩み……？」

「そう。ひとつはアルマ君とエリーゼちゃんの夫婦仲が悪いこと。もうひとつは、命を狙われている私を何とか助けること」

「どっちもきっかけはあなただけどね」

「私、トラブルを作る技術もすごいのよ！」

「そんな自信満々な顔をしないで。全然褒ほめられた技じゃないから……」

　呆あきれた眼まな差ざしをエリーゼから向けられつつも、セレナが両手の人差し指を立てる。

「荒事は私には不向きだから、せめて家庭内の問題を解決してあげたら、アルマ君は私の命を救う問題だけに集中できるでしょう？」

「自分本位……。セレナ、あなたの性格って、外見ほど可愛かわいらしくはないわよね」

「ありがとう！」

「褒ほめてないわ……何だか自信をなくすわ、人を見る目の」

　エリーゼは眉間を揉もみほぐす。悪意や敵意で話しているわけではないと、今もセレナの顔を見る限りでは思うのだが……。

　妙に、人間としてのチューニングが致命的にずれているかのような印象を受け始めた。

　可か憐れんで整った笑顔を浮かべるセレナを見下ろし、さらに質問する。

「ちなみに、具体的にはどうするつもりだったの？」

「アルマ君から話を聞いてから考えようとしていたわ！　なにも心配しないで。それはそれは賢い私に、解けない問題はないから！」

「あなたね……」

　実質ノープランだったことが判明したわけだが、そこでエリーゼは唇を引き結ぶ。

　……心に黒い靄もやのような気持ちが湧いたのだ。

　エリーゼの果たしたい目的は、アルマは本気で浮気しているのかという疑問を晴らすことだ。付け加えると、彼がどう見てもセレナを特別扱いしている理由も含めて。

　どうしても知りたい。暴きたい。

　結果的に、それが目を背けたくなるような事実でも……今の気持ちのまま夫婦を続けることは絶対にできないから。

　しかし、エリーゼから聞いてもアルマは本音を語らない。頼りにしたフェデン国軍も、エリーゼの求める事実を寄よ越こしてはくれない。

　それなら──……。

（セレナをけしかけて、この子からアルの本心を又聞きする……？）

　咄とつ嗟さの思い付きにしては、成功率の高そうな案だと感じた。

　アルマの浮気に関してはともかく、セレナの気持ちがアルマに向いているのかどうか、エリーゼには判別がつかない。彼女はアルマに気がない、という可能性も冷静に視野に入れている。

　だが、実のところ、セレナがアルマを好きなのかどうかはどうでもいい。アルマが気持ちを自分だけに向けていれば、外野の女が彼を好きになろうがエリーゼは気にしない。

「──」

　……やっぱり、多少は気にするかもしれないが。ともかく。

　エリーゼにとって肝心なのは、アルマが自分との夫婦愛を本当に裏切ったかどうか。

　セレナを利用すれば、知りたい解答は得られるかもしれない。合理的に考えれば、躊躇ためらう理由はない。

　でも、やはり、ごくわずかに。

（……私は気にしている、かもしれない……！）

　猜さい疑ぎに染まり切った心だと、自分でも思っていたが、ごくわずかに残っていたのか。

　信じられるものなら、夫を信じてみたかった……そんな淡い希望が。

　エリーゼ自らの手で、アルマと他の女との距離を縮める行為に及びたくない。浮気の真相を暴くために効果的な一手だとしても、この期に及んでまだ……嫌だった。

「エリーゼちゃん。どうかしたの？」

　こちらの顔を覗のぞき込こみ、セレナが目を輝かせている。

　きらきら光る瞳には、何か困り事があるなら何でも頼って解決するから褒ほめて褒めて褒めて！と書いてあるようだった。

　迷った末に、エリーゼは頭を横に振った。

「──……何でもないわ」

「そうなの？　残念……」

　本来誰しも困り事がないのは良いことだろうに、セレナは露骨に肩を落とした。

　彼女には賞賛という報酬しか目に無いのだろう。悪いこととは思わないが、極端なのも難儀だとエリーゼは溜ため息いきをつく。

「ともかく、セレナは大人しくしていなさい。何もしなくていいから、これ以上トラブルだけは起こさないでよね」

「えー！　この私のフラストレーションは!?　ここへ来てから全然褒められもしてないのに、発散したいー！」

　不満を隠さず、渇望寸前の承認欲求に悩まされるセレナ。

　そんな彼女の必死さに、エリーゼが理解を示すことはなかった。

「私は後で出かけるわ。あなただけ残していくのも色々心配だけど……留守番よろしく」

「うぅ……そんなのってないわ。エリーゼちゃん！」

　素っ気ない態度のエリーゼに、セレナは悲ひ愴そう感を漂わせてすがりつく。

「この際もう言う通りに大人しくするから、せめて私をおだててよー。お留守番だってきちんとやるわよー。もうちょっと私を信用してよー。エリーゼちゃんってばー」

「はいはい……。えらいえらい。信じてる信じてる」

　元より嘘うそをつくのが下手なエリーゼなので、捻ひねり出だされた言葉は棒読みの上、誰が聞いても心のこもっていないのは明らかだったが──……。

　ぴんと直立したセレナは胸を張る一方で、とろけるように相好を崩す。

「あぁ～……気分がいいわ！」

「こんなのでも悦よろこぶのね……雑食すぎない？」

「ふふん。私の欲望を潤すには選えり好ごのみしていられないもの。大切なのは質より量、簡素な褒めでも、褒めは褒め。もっといいねって、いいねって言ってほしい……！」

「心に巣食う恐ろしいモンスターを目にしている気がしてきたわ」

　と、そのとき、セレナが天啓を得たように指を鳴らす。

「そうだわ！　エリーゼちゃん、あなた今みたいに認めるポーズを見せなさいよ、アルマ君にも」

「──えっ？」

　意図がわからず、聞き返す。

　すると、セレナが肩をすくめた。

「エリーゼちゃんの態度は厳しすぎると思うの。アルマ君が『悪い夫』かどうか疑うよりも、『良い夫』だと信じる素振りを見せたほうがいいわよ。そうしたら、アルマ君もきっと安心して、後顧の憂いなく私を助けてくれるに違いないわ！」

「どうして私がそんなこと……結局はあなた、自分のためじゃない」

「？　そうだけど」

　セレナは無む垢くな顔で続けた。

「善よし悪あしはよくわからないわ。というか、それって重要？　そんなことより、自分のやりたいようにやることが正義じゃない？」

「…………」

「エリーゼちゃんも、アルマ君の浮気を疑っているけど、それがエリーゼちゃんにとっての正義なのよね。いいと思うわ、私的には。私が困る立場にいなければ全力で応援していたかも。あっ……となると、エリーゼちゃんって」

　そして心底楽しそうにニヤつく。

「実は浮気を疑っているというより、浮気を信じているみたいだ」

「──はあ？」

　エリーゼの声色が低くなる。

「そんなわけないでしょう」

「うん。ふふ、言ってみただけ」

「…………この子ったら」

　薄く微笑ほほえむエリーゼが、セレナの頬ほおを摘つまんだ。

「あふぇ……!?　こへは、可愛かわいいものには攻撃したくなるってこふぉ？」

「一度くらいその自信を挫くじけさせてあげたいわ。まったく、おかしなことを……それにしても驚くほど柔らかいのね、あなたのほほ肉」

「わあ、可食部みたいな言い方……！」

「どうして嬉うれしそうなの？？」

　わけのわからない感性のセレナは置いておいて、エリーゼは頬こね職人に徹する。

　同時に黙考していた。

（私は、アルの浮気を疑いたい……わけじゃない。こんな気分は御免だから、早々に切り離したいだけ……）

　つまりは気が楽になりたい。それがエリーゼの望みであることは嘘うそではない。

　でも、それに至る結末は二つある。すなわち夫婦の和解か、破局だ。

　自分がどちらを望むのか、エリーゼは今まで深く考えたことはなかった。否いな、考えないようにしていた。

　その手前の段階で己は煩はん悶もんしているのだ。先々まで考えるのは性に合わない。

　アルマの浮気が事実か否か、それが判明してからでなければ望む結末も何もない。

（じゃあ……疑うことが私にとっては正義なのかしら？）

　すんなりとは呑のみ込こめない。つまり納得していないのだろう、自分は。

　我が事ながら、他ひ人と事ごとのように考えを進めていき──……そして詰まる。

（だって、何の確証も得られないまま、どうして夫が浮気してないと信じられる？）

　信頼。それはエリーゼには取れない選択だ。ゆえに疑いたいわけではないが、消去法で疑うしかない。

「はあ……」

　思わず重い溜ため息いきが出た。

　そんなエリーゼの表情を、未いまだに頬ほおを揉もまれながらセレナがじっと観察している。

　ややあってセレナの瞳は輝きを増し、どことなくうずうずと肩を上下させた。

　セレナの不審な素振りに、思考に没頭するエリーゼは気づいていない。気づいていたとしても、どうせまた褒ほめてムーブをするだけだと、あえて言及はしなかっただろう。

「……どうしろっていうのよ」

「ひとまず、ワタシのほっぺたを自由にしたらどうかひら！」

　独ひとり言ごつエリーゼの手元で、頬にひりひり痛みを覚え始めたセレナが叫んだ。







　その後──……。

　セレナは解放された頬を両手で擦さすりつつ、揺れる瞳で玄関扉を見据えた。

「ダメよー……私」

　ぽつりと呟つぶやく。それは明確に、自分に言い聞かせるための言葉だ。

　何てことのない玄関扉が、今のセレナの瞳には宝箱のように映っている。欲しているのは隙間から漏れ出る屋外の光だ。

　扉の向こう側には、当然ながら大勢の人がいる。この家とは違い、セレナを褒めそやす人間も必ずいるはずだ。己には一目見てわかる絶世の美貌があるのだから。

　であるなら、褒められに……否、褒めさせに街を闊かつ歩ぽしたい欲も湧く。

　ここまで我慢してきた欲と、外に出れば敵に見つかり殺されるかもしれない危険とを天てん秤びんにかける。

　腕を組み、固く目をつむり、唸うなりながら……これ以上なく真剣に考えた。

　セレナは思う。自分は理性的な人間だ。だからこそ冷静に死地から脱し、追手をかいくぐり、そして存在を嗅ぎつかれないよう隠れ家に身を潜めてきた。

　そんな自分が、自分から優位な状況を捨てるような愚行を犯していいはずがない。外に出たところで得られるものだってない。

　せいぜい一時、承認欲を満たして気持ちよくなれる程度に過ぎない。

　だが、それが──……。

（──それが欲しい！）

　理性的だが、本能的な欲に正直な人間でもあるのがセレナだった。

　褒ほめられることは、相手に敗北を認めさせる行為に等しい。その快楽は何ものにも代えがたく、棒きれで人を殴ることにも迫る愉悦がある。それこそ人の本能だ。

　ただただ良い気分になることだけが、そういえば、セレナの生きがいなのだった。

「……でも、流石さすがにこの服じゃあ私の魅力が引き立たないわ」

　エリーゼから借りた『ユニファミ』柄の衣装とは、いい加減にお別れだ。

　ひとまず衣服代を拝借すべく、家の廊下を軽やかな足取りで歩むセレナだった。





　　　◇






　アルマが西方司令部に到着し、しばらく後。

「……」

　己のデスクに腰かけ、迅速な手て捌さばきで雑務を片付けていると──……。

　視界の端で、こちらを覗のぞきこむ人影。

　目線を持ち上げて焦点を合わせると、そこにいたのはオリビアだった。

「アルマ中佐ー……ちょっとお時間よろしいですか？」

　彼女にしては小さな声量で、どこか気遣いがちな表情である。

　何のために招き出されたのか、アルマには察するものがあった。

　西方司令部に着いた直後にオリビア本人から聞いていたのだ。ホワイトの下へと任務の経過報告をしに向かう、と。

　報告の内容はセレナ……アルマと浮気疑惑のある相手が、何者かに命を狙われている不穏な境遇に身を置いているということだ。任務通り、彼女をストレン家から追い出していいものか、悩みを見せていたオリビアだったが……。

　大っぴらにできる内容でもないため人ひと気けのない場所に移動してから、話を促す。

「それで、どうした？」

「……任務は続行されます。最も危惧されている懸案は、夫婦が離婚してしまうことなので。いかなる事情があろうと、セレナさんをご夫婦から引き離すのは絶対だと」

　オリビアはこちらの顔色を窺うかがうようにチラ見する。

　押し黙るアルマの表情に動揺はない。フェデン国軍にとっては東西平和の危機に勝る問題はない、だから決定それ自体に驚きはない。

　フェデン国軍が見誤っている点があるとすれば、アルマとエリーゼが本気で離婚に至ると思い込んでいることだ。アルマとしてはその気はない。が、それを力説しても周囲が納得してくれないことは、残念ながら目に見えている……。

　ただでさえ浮気の疑惑を解くことに、これだけ苦心しているのだ。

（我が家でセレナをこれ以上匿かくまい続けるのは流石さすがに厳しい……離婚の誤解を深める要因にもなりかねない……）

　そも、ひとりの軍人として軍部の意向に背くことはできない。必ずしも不可能ではないが、下手をすれば軍法会議で処罰を受けることもあり得た。相応の覚悟がいる。

　顎先に指を添えて思案しつつ、アルマは尋ねた。

「セレナの事情を聞いて、軍は何か行動を起こすと思うか？」

「むーん……いいえ。ホワイト中将とお話しした具合では、半信半疑の様子でしたから。セレナさん自身が正規の手続きを踏んで助けを求めない限りは」

「軍から動くことはない、か」

　わかってはいた。一応確認しただけだ。

　セレナと引き離そうというフェデン国軍の命令に背くことはしない。

　だが、セレナの件から──手を引くつもりもない。無論、浮ついた気持ちによる執着ではなく……彼女を追う未詳の敵を打破し、広い視野で国家の安寧を守るためだ。

　もはやセレナを家から出すことは避けられない……けれど。

　露骨な接触さえしなければやりようはある。それはつまり、フェデン国軍を出し抜くというわけだが、心理的な抵抗はない。なぜならアルマは己の正義を信じている。

　不安要素があるとすれば、エリーゼだ。セレナと金輪際会わない風にアルマが装ったとして、フェデン国軍を出し抜くことができても、妻の目を欺くことは難しい。

　そういう目め聡ざとさというか、勘の鋭さは、やはり英雄級だ。

　フェデン国軍に従ったフリをしておいて、裏ではセレナと関わり続けるアルマの姿を見て、今の妻がなにを思うか──……それがわからないほど鈍感ではない。

（まず間違いなく浮気の疑いを強めるだろうな。最悪、『確信』を持ってしまう恐れだってある……）

　そうなれば、エリーゼは離婚に心が傾く。実現可能かどうかは関係ない。取り返しのつかない亀裂が夫婦関係に生じてしまうと、アルマには感覚でわかる。

　憂い顔で、深い溜ため息いきをついた。

　……どうして不貞を疑われなければならないのか。家庭外の第三者から見て、相当に怪しい夫なのは自分でもわかる。そう思われても仕方がない状況だということも。

　しかし、エリーゼに疑いの目を向けられた時、自分でも驚くほど嫌な気分に陥った。

　妻の冷たい眼まな差ざしが胸に刺さり、それを押し返すために下心などないと、つい荒い語気で己の潔白を主張していた。

　アルマはエリーゼとの夫婦愛を裏切ってなどいない──そう自負している。

　だから最愛の妻には信じてもらいたかった。

（──……あれ？）

　冷静に思い返してみて、今ふと……己が過剰な要求をしていたのかと、そんな考えがよぎった。

　セレナとあんな初対面をさせてしまい、浮気はしていないから安心しろと言葉にしたところで、それを鵜う呑のみできる人がいるだろうか。

　普通は難儀する、だがエリーゼは普通ではない……そう、普通ではないからこそ、普通以上に難儀するのではないだろうか。彼女の場合、常日頃の愛情が大きすぎた。

　愛情の大きさが、そのまま疑いの強さに反転したのかもしれない。

　夫婦愛を裏切っていない自負心を持つアルマが、妻に疑われて酷ひどく不服だったように。

（……それに僕は、まだ何か……）

　些さ細さいなことのようで肝心なことのような何かを掴つかみ損ねている気がする。

　いつになく濃い渋面をつくり、眉間の皺しわを揉もむ。そんな珍しい表情を目の当たりにし、正対のオリビアは目を丸くしていた。

　周囲の目を意に介さないほど思考に沈んで、ようやく思い至った。

「……そういえば」

　セレナが、同名であるアルマの従姉いとこと顔が似ていること。

　それをエリーゼには伝えていない。……いや、伝える必要がない。

　なにせセレナともエリーゼとも何ら関係がなく、アルマの個人的な問題だ。

　──……個人的な問題？

（違うだろう。そんな私情、僕なら気にしない……！）

　国の安寧を守り、最大数の人を救うことがアルマの信念だ。そこに個人の事情が入り込む余地はない。信念を貫くためには、すべての過程に無駄があってはならないのだ。

　事情を抱えるのが、たとえアルマ自身であっても。だが……。

　今の気づきを掴み取るべきだと、そんな直感がじわりと働きかけた、そのとき。

「──あっ、アルマくん。よかった、ここにいたんだね」

「っ……ホワイト中将？」

　唐突な呼びかけによって我に返る。

　正面から歩み寄ってきたホワイトの存在に、声を掛けられるまで気が付かなかった。

　気を抜き過ぎだ。軽く頭を振り、とりとめのない考えを散らす。

「……では中佐」

「ああ。ありがとう、オリビア。行っていいぞ」

「はい。あと、すみません。最後にひとつだけ──お耳を拝借します」

　オリビアは一歩近づき、アルマの耳元に顔を近づける。そして、ある事実を囁ささやいた。

　鼓膜が震え──途端、息を呑のむ。

「オリビア、それは……いや、なぜ僕に」

「それはもちろん、私はアルマ中佐の味方ですのでっ」

　弾はじけた笑顔をつくると、オリビアはぱたぱたと駆け足で元気に走り去っていった。「廊下を走らないで！」と叫ぶホワイトと入れ違いになりながら。

　呆ぼう然ぜんとオリビアを見送ったアルマは、気を取り直し、ホワイトに焦点を結ぶ。

「ホワイト中将。どうかされましたか？」

「いやね……ついさっきオリビアくんから話を聞いたけど、一緒に住まわせている女の子と距離を置くことに、きみがすんなり頷うなずけない事情はわかったからさ」

「……彼女に個人的な思い入れはありませんよ？」

「え、思い入れ？　いいや、何でも物騒な荒事に巻き込まれているらしいから、きみが匿かくまっていると聞いたけど」

「……失礼しました。そうですね、それで間違いありません」

　アルマは神妙に頷く。先ほど散らしたはずの思考がまだ残っていたのか、てっきりアルマが個人的感情でセレナのために動いている──そう疑われていると早とちりした。

　少なくともホワイトは、浮気ではないと誤解が解け始めているようだ。半信半疑の様子だと先ほどオリビアは語っていたが、半分の信用だけでも今はありがたい。

「うん。女の子の話が本当なら、力になってあげようとするきみの気持ちも理解できる。でも、立場上それでは困る者もいる。きみら夫婦が離婚したら東西平和の危機だ。現に夫婦仲がこじれている以上、何か手を打たなければならない」

「……」

　ホワイトの言い分には筋が通っている。異論はない。

　この話の直前に自おのずと理解した通り、セレナをストレン家に留とどめることはできない。ここは従っておく他にないのだ。

「わかっています。オリビアの任務を邪魔する気はありません」

「そ……そう？　こちらとしては安心できる答えだけど、いいの？　本当に？」

　なぜそんな意外そうな顔をするのか、アルマの方がわからない。

　つい怪け訝げんな表情をつくると、慌てた手振りでホワイトが言葉を繋つないだ。

「あ！　いや、何だかアルマくんらしからぬ物分かりの良さだと思ったから」

「む。お言葉ですが、僕ほど柔軟に聞き分けよく応じる人間はそういませんよ」

「じゃあエリーゼくんと仲直りし──」

「それだけはできません」

「く、食い気味だねぇ……。どこが柔軟で聞き分けいいのかな……？」

「そもそも悪いのはエリーゼです。僕からは絶対に譲歩しません。どこの誰を困らせようとも、自分の首を絞めることになっても、生きるか死ぬかの責め苦を受けたとしても」

「むしろ人類でも有数なくらい頑固だ!?　い、いやでも、そこを何とか……いくらエリーゼくんとの間に愛情がなくなっているとしても……」

　狼ろう狽ばいするホワイトに、アルマは片眉を持ち上げる。

「どうやら誤解があるようですが、愛情はなくなっていません」

「うん？」

「少なくとも僕は、エリーゼとの夫婦愛を──今もまだ持ち合わせています」

「…………ええと？」

「ただ、浮気を否定してもエリーゼは信用してくれない。今の気持ちを何と言ったらいいか、言葉にするのが難しく、筆舌に尽くしがたいのですが……疑われるの、イヤだなって」

「めちゃくちゃシンプルに表明できているよ。これ以上の説明が要らないくらいだよ」

「だからこそ許しがたい。離婚する他になくなったとしても、僕からは謝らない！」

「あ、愛していると言っておきながら……!?　なんて七面倒なんだ、きみって人は」

　あと離婚だなんて軽々しく言わないで！と、顔を青ざめさせながら。

　ホワイトは小さく溜ため息いきをついた。

「ふう……くれぐれも行動は慎重にね。きみがいかに潔白でも、みだりに周囲を不安にさせるものではない」

　その声色は物腰柔らかく、諭すような口調だ。

　アルマは唇を引き結んだ。そこへホワイトが語る。

「英雄としてのきみは、ただそこにいるだけで周囲を安心させることもできる。けれども、生死を懸けた戦場と平穏な生活は違う。同じようにはいかないだろう」

「……」

「身近にいる人ほど言葉足らずに話を済ませてしまいがちだ。ぼくも妻と長いからね、何度か経験がある。それが原因で起こったすれ違いほど、後から思い返せば、あと少し相手と言葉や行動を尽くして接していれば、軽く避けられたはずだったりするものさ」

「夫婦円満の秘ひ訣けつですか？　ためになりますね」

「はは、そんな大層なものじゃない。ただ敵を見誤らないでほしいと思った。年寄りのお節介さ」

「……敵」

　まず頭に浮かんだ、エリーゼのこと。

　確かに怒りの矛先は向いている。謂いわれない不貞を疑った彼女を許せずにいる。

　己の潔白を示すための弁明は十二分に済ませた、にもかかわらず。

　責められるべきは、それでも納得しなかったエリーゼの方だ。あまりに疑うたぐり深ぶかい。

（でも、敵？　……本当に？）

　だったら、エリーゼだけが悪いのだろうか。憎まれるべきは彼女なのだろうか。

　アルマは信じ切れなかった、他の誰でもない、自分自身の判断を。

　今の自分は、どこか都合よく物事を見ているのではないか……と危機感を覚える。

　おかげで結論を急がずに済んでいた。冷静に、的確に思考を巡らせ直す。

　──エリーゼとの諍いさかい、尽くすべき言葉、見定める敵。

　そう。本当に大切なことは、エリーゼを目の仇かたきにすることではない。本当は──……。

（僕だって、好き好んで妻と争うものか。避けられるに越したことはなかった）

　それがどうして、こうなってしまったのか。

　エリーゼに対して、やはり潔白を求めすぎていたのは否いなめない。なぜ信じてくれないかを責める以前に、己を顧みるべきだった。

　今になり、頭が冷えた。アルマは落ち着いた心持ちで原因を探ろうとする。

　エリーゼとの衝突が避けられたものだと仮定して、なぜアルマがその可能性を見落としたのか。本来望むべき未来を掴つかみ損ねたという事実は、アルマにとって重い。

　エリーゼに指摘されたように、私情により目を逸そらしていたとするなら、その疑惑を自身に向けた今この瞬間、また間違える訳にはいかない。

「……──ふぅ」

「アルマ君？」

　ホワイトは不思議そうに、あるいは驚いたように名を呼ぶ。

　それまで難しい顔をしていたアルマが、まるで喉に引っ掛かった小骨が取れたような表情を浮かべたからだ。

　そして数秒瞑めい目もくした後、彼は普段通りの怜れい悧りな相貌に戻った。

「ありがとうございます。ホワイト中将」

「……へ？」

　何に対するお礼の言葉かと当惑するホワイト。

　知らず張っていた肩肘から無駄な力を抜いたアルマは、それから真剣な口調で尋ねる。

「ところで、つかぬことをお伺いしますが──……」

「な、何かな？」

　ずいと一歩近づくと、ホワイトが身構えた。

　その表情をつぶさに観察しながら、アルマは質問を口にする。

「うちで匿かくまっている女性について、中将は興味があるのですか？」

「え──ええっ!?　何だい、急に……？」

「深い意味はありません。感じたままに答えてほしいのです」

「と、とは言われてもさ、危ない状況にいる超美人っていうことしか、ぼくは知らないからね……その子を助けようとしているアルマ君には悪いけど、おいそれと信用して軍を動かすことはできないし、ぼくでは力になれない。あと──……本当に超美人なの？」

「そう、ですね。それにしても、ホワイト中将もそんなことを気にするのですね」

「節度は弁わきまえているつもりだけど、これでも男だからね。些さ細さいな関心くらいは普通に持ってしまうよ。もちろん、妻帯者として心まで奪われる気はない」

「……そういうものですか」

　正直、夫たる者が他の女性に目移りしていいのかと、受け入れがたい感覚が先立った。

　今までのアルマならそう思ったきり、その先を考えたりしなかっただろう。

　でも、今は多少なり頭が柔軟になっているのか、本当にそうなのかと考えを残す余裕があった。よほど凝り固まった頭をしていたのだな、と我が身を顧みる。

　これが良い変化なのか悪い変化なのか、それはまだ自分でもわからない。

　いずれ判明する時が来るだろう。エリーゼとの諍いさかいに決着がつけば、きっと。

「……でも、超美人というと……まさか……」

　小さな独り言が耳に届き、アルマは片側の眉を持ち上げる。

　独り言の主であるホワイトが、やがて頼りなく声音を震わせながら尋ねた。

「ね、ねえアルマ君。その子って、具体的にどんな外見しているの？　髪色とか」

「……なぜそんなに挙動不審に？　急に興味が湧いたのですか？」

「べ、別にいつも通りだよ!?　さ、些細な関心だしね！」

「ちっともそうは見えませんが……まあ構いません」

　アルマは胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けながら、脳裏にセレナの容姿を思い描く。

「彼女は──」

　一呼吸挟み、それから。

「彼女は……ショートの黒髪で、穏やかで優しそうな垂れ目、それから貞淑で肌を晒さらすことを恥ずかしがるような慎み深い子です」

　嘘をついた。真実とは真逆の大おお嘘うそである。

　心無いことを無表情で滔とう々とうと語りつつ、アルマは思い返す。

　それは少し前、オリビアから別れ際に耳打ちされたことだ。

　あのとき、彼女はこんなことをアルマに伝えた。

『私、ホワイト中将のお部屋に入るとき、廊下を走っていた勢いでついノックもできず入室してしまったのですが……そこで見てしまったんです』

　何を？と思った矢先、オリビアは言ったのだ。

『入室した私に驚いて中将の手元から落ちた書状……中将が慌てて拾い直したので内容までは見えませんでしたが──……セレナさんの顔写真が一緒に付いていました』

　その書状はすぐに隠すように仕し舞まわれてしまい、その態度から軽率な言及は憚はばかられる気配を感じた、と。

　これが、アルマに伝えられた言葉の全てだ。

　……言うまでもなく、これは妙な話だった。

　そもそも何の書状であったのか、これは特定できる情報が足りない。だが、セレナの顔写真が一緒に付いているのをオリビアが見たということは、セレナに関係する内容なのは間違いないだろう。

　問題はなぜ、それをホワイト──フェデン国軍西方軍司令官が持っていたのか。それが何を意味するのか。

　もしや、アルマと浮気疑惑のあるセレナに対して、軍部が周到に身辺調査に乗り出したのかとも思った。が、それは違う。ホワイトの反応や状況から見ても、セレナのことを知る様子はない。彼のセレナに対する見識は、ただの一市民という感覚に近い。

　とすると、やはり妙であった。なぜなら──

（浮気疑惑とは無関係に、セレナはフェデン国軍から目を付けられていた……のか？）

　そうとしか考えられない。

　加えてオリビアが見た、ホワイトの不自然な態度から察するに、書状の情報を共有する意思はないと察せられる。

　もしくは当人の意思ではなく、命令による縛りかもしれない。フェデン国軍の一握りの上層部しか知らされない機密か。情報を統制しているのは総帥のガルエデンか。

　判然としない部分は多い。アルマが嘘うそをついてしまったのは、真実を伝えれば、セレナは忽こつ然ぜんと姿をくらますだろうという直感が働いたからだ。前々から、セレナは国軍には頼れないと口にしていた。それは、彼女自身が追われる立場だからではないのか、と。

　失踪したとして、それがセレナの意思によるものか、もしくはフェデン国軍の介入によるものか……どちらにせよ取り返しのつかない事態を招くと確信していた。

　状況を見極めるための猶予が欲しい。アルマはそのためにホワイトを欺いた。

　……と、様々な憶測を走らせながらも。

　アルマの胸中ではひとつの想おもいが膨らみつつあった。

　いま考えることではないし、何のつもりか自分でも理解し切れてはいないが。

（……会いたい、妻に）

　アルマは思う。きっと今、エリーゼの夫として己を見つめ直す過程にある。

　落ち着いた柔軟な考えを持つことができた今、妻と接し、夫婦関係にどんな反応を起こせるのか──……何が悪かったのかを確かめられるかもしれない。

　ただ、これはエリーゼとの和解を望むような心優しい想おもいではない。

　妻に対する鬱憤はいまだ胸に残っている。自分を信じてくれない妻を、全面的に許すと決めたわけではなかった。

　……だが、もし自分の落ち度を見つけた時には、今度こそ素直に認められるとも思う。凝り固まった頭では、先々まで見据えて今を選択するアルマの生き方の足あし枷かせになり得ると気が付いてしまった。自覚した以上、そんな自分で妥協はできない。

　なにせ、アルマは数多あまたの人々を救う理想を追う英雄であり──……。

　エリーゼとの夫婦愛を何より大切に想う、誠実な夫であるからだ。







　そうして。

　エリーゼと対面したい気持ちを持て余していた、そのときだ。

「──ア、アルマ中佐、大変ですぅっ！」

　ずいぶんな慌て様でオリビアが戻ってきた。先ほど見送り、ホワイトと会話し始めてから五分ばかり過ぎた折の、妙な再会である。

　スカートの裾をぶわりと舞い上がらせる疾走の勢いから、急速に踵かかとでブレーキをかけて慣性を減衰させつつ──

「わふんっ!?」

　それでも完全に停止できず、アルマの胸板に鼻先から突っ込んできた。

　それなりの衝撃と、悩ましい柔らかみが一度に襲い掛かるが、倒れはしない。ぶつかる寸前に重心を後ろに倒して、なるべく柔軟に受け止められるようにも努めた。

　幸いオリビアにも怪け我がはなく、気恥ずかしそうに見上げてくる。

「あ、ありがとう……ございますぅ……」

「廊下を走るなと、ホワイト中将に日頃から注意されているだろう。健脚が過ぎるぞ」

「えへへ、ありがとうございます！」

「褒ほめてないからね？」

　満面の笑みのオリビアを前にして、尻尾を千切れんばかりに振る忠犬の姿を幻視する。アルマは額を押さえ、傍かたわらに立つホワイトも深々と溜ため息いきをついている。

　オリビアの奔放ぶりはともかく、怪け訝げんな表情でアルマが尋ねた。

「一体どうしたんだ、何があった？」

「そっ、そうです中佐、実はセレナさ……っ！」

　話の途中でオリビアは、口元に手を添えて黙った。

　その視線はホワイトへと向けられている。あたかも、話を聞かれたくない相手が眼前にいるから喋しやべれませんと、顔に書いてあるような表情であった。

　あまりにも露骨で瞬時にアルマは察する。一方でホワイトは、なぜ難しい顔でガン見されているのか混乱しているようだ。何とか誤ご魔ま化かす必要がある。

「──オリビア」

　……話の内容はわからないが、一瞬セレナの名が出た。ホワイトには伝えたくない。

　その意図を込めて少女の名を呼ぶ。

　こちらを見たオリビアはハッと目を見張り、自信ありげに首肯する。

　これでいい。適当な作話でお茶を濁して、ホワイトに不審がられないようにこの場を離れた後で、詳しくオリビアから話を聞こう。

　そう考えるアルマに向けて、オリビアは口を開く。

「適当な作話でお茶を濁して退散するってことですね。わかりました！」

「声に出すな！　細かい段取りまで以心伝心できていたのに、第一歩から躓つまずいたぞ！」

「え……何だい、どういうこと？　何かおかしいよ、二人とも」

「そら見たことか！」

　まんまと怪しまれ、アルマが叫ぶ。

　こうなれば容易には言い逃れできない。オリビアの様子を見るに急いだほうがよさそうだし、多少不審がられてでも強引に距離を取るべきだと判断を下す。

　オリビアの手を取り、二人で早足に歩き始めながらホワイトに言う。

「すみません、ホワイト中将。どうやら付近で不審者が現れたようで、オリビアと一緒に取り押さえてくるので失礼します……！」

「えぇ？　まだオリビアくんから何も聞いてなくない？」

「僕らほどの仲間になれば目で語るだけでわかり合えます。……さあオリビア行くぞ、行……おいっ、即興の作話を披露しようと意気込まなくても、それはもういい！　きみの見せ場なんて元々無かったものだと諦めろ！　目先の欲に囚とらわれるな、来たまえ！」

「めちゃくちゃ揉もめてる!?　全然わかり合えてなくないかな!?」

　呆あつ気けにとられるホワイトを置いて、アルマは速足に立ち去ったのだった。





　　　◇






「──セレナが家にいなかった？」

　西方司令部の廊下を歩みながら、アルマは驚きを露あらわにする。

　隣を歩むオリビアの表情と同じく、頬ほおが強こわ張ばったのが自分でもわかる。

「はい。先ほどアルマ中佐と別れた後、その足でご自宅に向かったのですが、その時にはもう影も形もなく……エリーゼさんも外出中のようでしたし」

「行方知れず、か。……家に荒らされた形跡は？」

「いいえ。それは何も」

「扉の鍵は？　掛けられていなかった？」

「は、はい。その通りです。合鍵を使わずに開いたので、おかしいなと」

「そうか……だとすると」

　エリーゼは自宅の鍵を持っている。彼女が一人か、あるいはセレナを連れて外出したとするなら扉に鍵をかけたはずだ。だが、現実はそうなっていない。

　実際と同じ状況が成り立つとすれば、エリーゼが外出した後で、家の中にいるセレナが鍵を外して単身で出て行った……彼女には鍵を締め直す術すべがない。

　あるいは侵入の痕跡を一切残さないほど腕の立つ敵に連れ去られた、とも考えられる。しかし、前者のほうが状況的には自然だろう。

　解せないのは、なぜセレナは家を出たのか。

　外を出歩けば命が危ないことを、彼女も理解していた。だからこそ、匿かくまわれてからずっとストレン家に留とどまっていたのだ。

　何かあったというのか──……思案するアルマの背筋に、冷たい汗が流れる。

「ともかく彼女を探す。オリビア、手を貸してくれ」

「もちろんですっ！」

「最悪、セレナを狙う敵と交戦する恐れもある。気を付けるんだぞ」

「えっへん、お任せください！　士官学校を首席で卒業した私の頭脳にかかれば、セレナさんがどこに隠れようと根性と足で探してみせます！」

「頭脳どこいった？」

　賢さかしさを誇るように胸を張っていたオリビアに、アルマが苦笑を向ける。

　そうして西方司令部から屋外へと出た。

　街道で立ち止まり、オリビアへと向き直って指示を出す。

「二手に分かれよう。そう首尾よく事が運ぶとは思わないが、もしセレナを見つけ出せたならウチに連れ戻してくれ。成果がなくとも一時間後、自宅で落ち合って情報を共有する。何か意見や質問はあるか？」

「ありませんっ」

「よし、なら行動開始だ！」

　左右それぞれに別れ、アルマが地を蹴った──次の瞬間。

「アルマ中佐、見つけました！」

「早くないか!?」

　背後からオリビアの声が届く。

　出鼻をくじかれ、マジかよと思いつつ振り返った。

　すると、オリビアはどこかを指差していた。

「あちらです！」

「これだけ人の往来が多い街中で、よく見つけられたな……。一体どこに──」

　瞬時にターゲットを捕捉してみせたオリビアには感心せざるを得ない。彼女の傍そばにまで駆け寄って、視線を這はわせた。

　指し示すセレナの居場所を、オリビアが言葉で補う。

「あそこで大勢の市民に囲まれて高笑いをあげていました」

「馬鹿みたいに目立っているじゃないか!?」

　思わず怒声を張ってしまった。

　見れば、百は軽く超えるだろう人々が、一塊になって騒ぎ立てている。

　人垣が邪魔で見えづらいが、確かに薄紅色の髪が見えた。絶えず人が流れる群衆の隙間から、ちらりと顔も覗のぞく。

　一瞬だが、すこぶる生き生きと目を輝かせるセレナが、アルマの目に映った。

「……」

「えっと……無事でよかった、ですね？」

　無言のまま前方を睨にらむアルマと、困惑しつつも笑みを浮かべるオリビア。

　セレナを囲む人々は、ほぼ男性だ。恐らくは、彼女の美貌に虜とりこになった市民たち。

　皆が皆、口々にセレナへと情熱的な言葉を投げかけている。熱気はあるが、暴力的な空気ではない。セレナで眼福にあずかろうという、ただそれだけの人たちなのだ。

　誰もが幸せそうだが、なかでも一層、恍こう惚こつとした表情でいるのは……。

「ふふふ、ふふふふふ！　皆、もっともーっと私を褒ほめ讃たたえなさい！　何か大切なことを忘れている気がするけど、初めからこうしていればよかったわ。んー、最高ぉー！」

「…………」

　恍惚とした嬌きよ声うせいを届かせてくるセレナに違いないだろう。

　先ほどまでの焦燥感が別の感情として煮立っていく感覚を、アルマは味わっていた。

（まさかとは思うが、褒められたいというだけで、外に出たのか……）

　天てん秤びんにかかっているのは自身の命だろうに、そんなことすら忘れたような顔で。

「……何を考えているのか、まったく」

「ア、アルマ中佐……」

　隣から醸される怒気に触れ、オリビアの頬ほおが引ひき攣つる。

「オリビア」

「は、はいっ！」

「これ以上、セレナを人目につかせたくない。少なくとも司令部の真正面からは、一刻も早く立ち去っておきたい。騒ぎを聞きつけた憲兵や軍人がいるようなら、うまいこと時間を稼いでくれ。きみにしか頼れない」

「わ、わかりました。大きな泥船に乗ったつもりでいてください！」

「大急ぎで収拾を付けることにするよ」

　意気込みしか頼りにならないオリビアの下から離れ、アルマは人垣へと歩み寄る。

　セレナに目が釘くぎ付づけになっている群衆は、周囲の通行人さえ目に映っていない。制御困難な規模になるほど人が集まる前に、彼らの熱を冷まさせなければならない。

　とはいえ相手は民間人だ。手荒な真ま似ねはしない。

「すまない。道を空けてくれるか？」

　手近にいた青年に声を掛ける。

　青年は迷惑そうに振り返り、それからアルマと目が合うと、ぎょっと後退した。

　後ずさった青年の背が、真後ろの男性にぶつかる。その男性もまた背後に視線を投じ、アルマを視界に収めると、頬ほおを引ひき攣つらせた。

　動揺は次々に伝でん播ぱし、目に見えて人々の興が醒さめていく。

（……英雄の威光も使いようだな）

　ここまでの効果があるとは、内心でアルマは驚いていた。日頃は無用に注目を集めることが多いが、こういう利用の仕方をしたのは初めてだ。

　おかげでセレナから視線を移すことができた。相手の大多数が男ということもあり、遥はるか高みの強さを持つアルマに対して、特別何か感じるものもあったのかもしれない。

　と、ここまでは悪い気はしなかったが……。

　人垣を割ったアルマに対し、すれ違う市民たちの反応がいささか気掛かりだった。

「ひっ！」

「……」

「うわぁあ！」

「……」

「嫌ぁああああああああ！」

「……うーん」

　無表情で歩むアルマと、目が合った市民から響いてくる絶叫。

　英雄の威光などと言ったが、流石さすがにこれはちょっと違う、いや大分違う──畏れ多い反応は期待したが、これほど戦々恐々とした反応だと罪悪感が湧いてくる。

　セレナに振り回された怒りが、まだ顔に出ていたのだろうか。そういえば、先ほどオリビアも緊張している風に見えた。

　それにしても、これだけ恐れられてしまうと、少しばかり傷つく。昔はどう見られようと、こんな感傷的な気分にはならなかったというのに……。

『平和の象徴』として注目を浴びることが多くなり、知らず知らずのうちに、外聞の悪さに敏感になってしまったのだろうか。

　と、そんな繊細な事を気にしているとは思えない不愛想な表情のまま、アルマは人だかりの中心にたどり着いた。

　そのとき。

　思いもよらない光景を目の当たりにして、唖あ然ぜんとする。

「──え」

「え──」

　アルマが突入した反対側から、恐らくは同じように人垣を割り、同時に眼前へと現れた女性がいたのだ。

　鼻先にかかるほどの長い前髪を揺らし、深紅の瞳を見張っている。

　まったくの偶然であることは疑いようもないが、それにしても運命的なタイミングだ。

　外出用の変装こそしているものの、それはまさしく妻のエリーゼだった。

「──どうしてここに」

「……あなたこそ」

　思わず尋ねてしまったが、考えてみれば理由などひとつしかない。

　エリーゼも、この人だかりの原因がセレナだと気づいたのだ。

　よく見ればエリーゼの手元には荷物が何もない。ともすれば、外出から自宅に戻ってセレナが消えていることを知り、その身一つで探し歩いていたのだろうか。

「何よ？　じっと見てこないで」

「……きみだって、僕を睨にらんでいる」

　憎まれ口を叩たたき返したものの、刺とげ々とげしい感情はさほど乗らなかった。

　不思議とエリーゼから視線が離せない。本来の目的があったというのに、彼女の姿を網膜に焼き付けた瞬間から、頭を埋め尽くすのはエリーゼのことだけだ。

　会いたいと思っていた。胸中で膨らんだ想おもいのせいだろう。

（何だろうな……感覚がおかしい）

　直じかにエリーゼと対面して、許しがたいという感情がさほど湧いてこない。

　最愛の妻に浮気を疑われ、不服に感じていた。夫婦愛に背いたことなど無いのに、なぜ妻は信頼を預けてくれないのか。エリーゼが猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれさえしなければ──……そんな風に押し付けた。考えなしで酷な要求だったと、今では非を認められる。

　でも、それだけではまだ不足だ。アルマは自分に満足していない。

　エリーゼの夫として相応ふさわしくなりたい。今回の喧けん嘩かにおいても、本心では未然に防ぎたかった。不和の芽を見逃した結果が現在なのだ。

　では、不和の芽とは何だったのか。アルマは感覚的に気付き始めている。

（……一つ）

　多分それは──セレナと出会うよりも、もっと前。

　最愛の妻であるエリーゼとの円満な夫婦生活のなかに、あった。

　エリーゼを愛するアルマと、アルマを愛するエリーゼ。夫婦で多大な愛情を向け合っていたが──今にして、明瞭に気が付く。

　……あの心地よい夫婦関係は、危うい愛情のバランスで成り立っていたのだと。

　そう思い至った根拠はある。円満な新婚生活においてアルマは、時折不満に思うことがあった──エリーゼからの愛情表現に対して。

　妻から愛されて嬉うれしくなかった、とは決して言わない。間違いなく喜ばしく思っていたが──それよりも、自発的なエリーゼへの愛情表現のほうが喜びとして勝るのだ。

　いわば、愛されるよりも愛したい。

　アルマ自身と、そして思い返す限りはエリーゼも、その系譜だ。

　だから──……そう、あの曇天の日も。

　セレナと出会った当日、家を出立する前のエリーゼとのやり取りにおいても。

　心から幸せそうに密着してくるエリーゼに対して、アルマは同じだけの喜びを感じられてはいなかった。職務があって急いでいたから、というだけが理由ではない。

　アルマの心の問題だ。妻からの愛情は、アルマが望むまでもなく、エリーゼから独りでに──与えられていただけだった。

（僕は……無自覚に満たされていた。渇望を知らなかった……）

　そこなのだ。それだから、夫婦関係に亀裂が入ったとき、アルマは信頼を求めてしまった。エリーゼから与えられようとしていた、愛情と同じように。

　一言で断ずるなら、甘えだ。今ならハッキリとわかる。

　不和の芽はそこにあった──なら、どうする？

　自分はどうするべきだったのか、ついにその解答に手が届いた。

（僕から──掴つかみ取とる。考えて努力して、エリーゼの愛情と信頼を手繰り寄せる……！）

　頭の中で凝り固まっていた何かが氷解する。

　エリーゼに合わせて結ばれていた焦点がほつれ、心なしか視野が広がった気がした。広大さ空の青さすら、余さず視界に収めてしまえそうだ。

　それから目を伏せて、そして──改めてエリーゼを正面から見据える。

「エリーゼ。言うことがある」

「結構よ。何も聞きたくない」

　にべもなく断られたが、そのまま告げた。

「僕が悪かった」

「──……！」

　想おもいを素直に吐露して、幾分か胸が軽くなる。

　そんなアルマの言葉を聞いたエリーゼは……剣けん呑のんな表情から徐々に目を見開いて、それから訝いぶかしむように奥歯を噛かみ、さらに両の掌てのひらを固く握りしめた。

　見下すように顎を上げたかと思えば、すぐに顔を俯うつむかせ、垂れた前髪で素顔が隠れる。

　数秒の静寂。

　それからカツ、カツと……緩慢な歩みで、エリーゼはこちらへ近づいてきた。

　すぐに両者の手が届くほどの距離にまで接近する。そこでエリーゼは立ち止まった。

　至近距離で互いの視線がぶつかる。アルマから見て、今の彼女の表情は──……。

「……悪かった。それだけだ」

　腰を折り、頭を下げて謝罪を重ねる。

　殴られ蹴られる程度、受け入れる覚悟だ。そして高望みだとは思いつつも、これをエリーゼに認めてもらう第一歩にしたい。

　そのとき、視界の端でエリーゼの手が持ち上げられる。

「……！」

　彼女の華きや奢しやな指先が、アルマの頬ほおに添えられた。

　わずかな力で、下げていた頭を持ち上げられる。

　そして──

「許さないわ」

「……へ？」

　額に青筋を浮かべたエリーゼが、アルマの頭部を両手でがっちりと固定した。

「それだけ──じゃないでしょう!!」

　叫びつつ、エリーゼは渾こん身しんの頭突きをお見舞いする。

　攻撃されるにせよ拳か足かと思っていたアルマは、モロに顔面に喰くらう。

　鼻の奥でツンとした痛み。よろけつつも、どうにか倒れることはなく、顔を押さえる。

「……よ、容赦ないな……貴様」

「私はあなたを許さないわ」

　エリーゼは揺るぎない声色で断言する。

　その眼まな差ざしは相変わらず剣呑で、アルマは深々と溜ため息いきをつく。

「わかった」

「……」

　腕を組んでこちらを睨にらむエリーゼを、真っすぐ見据える。

「許さなくていい。今はまだ、きみの言う通りだから」

　段取りを早まったのはアルマの方だ。きちんとその自覚はある。

　……夫婦の不和の芽は、なぜならもう一つある。

　こちらは、よっぽどわかりやすい。なにせ手が付けられないほど自己主張が激しい。

「──アルマ君とエリーゼちゃん？　この私がいるのに、二人だけの世界に入るのはやめて。二人とも私に注目しなさい！　そして感涙しなさい、真価を発揮した私を見て！」

「「……」」

　割り込んできたセレナの声に意識を引かれ、アルマとエリーゼは視線を動かす。

　夫婦揃そろってお互いしか眼中になかったため、今になってようやく彼女の姿を意識的に認知したのだが……二人して目を丸くした。

　セレナの服装が、自宅で見かけた『ユニファミ』コーデではなくなっていたのだ。

「どう？　これこそが私の魅力をサイコーに引き立てる衣装よ！」

　薄紅色の髪をかき上げ、きらきらと瞳を輝かせる。

　セレナが身にまとうのは、ほぼ半裸といっても過言でもないほど露出度の高い黒いドレスだった。美しく整った双丘、その谷間が完全に目視できてしまうほど、大胆なＶ字に胸元が開いている。完璧に均整のとれた腰元はくびれており、ドレスの裾から臍へその高さにまで及ぶスリットのおかげで、形の良いお尻が半分は外気に晒さらされていた。

　さらには純白のファーを巻いているおかげで、さながら社交界に君臨する上流階級の令嬢じみた高貴さがある。彼女を前にすれば、老若男女問わず生唾を飲むに違いない。そう思うほどに暴力的な美しさだ。

　これだけ多くの市民を引き連れていただけのことはある。

　絶世の美貌は認めざるを得ないが、それはそれとして──アルマが詰問する。

「セレナ、きみという奴やつは……。なぜ外に出た？　ただ単に大勢から褒ほめられたかっただけという理由以外で答えてみろ」

「猛烈に大勢から褒められたかったからよ」

「く……そうじゃないかとは思ったが……思ったが！」

　まさか自分の命に代えてでも承認欲を満たしたがるような人類がいるとは、アルマからすればまず考えられない。正気を疑う愚行だった。

　見るからに高価そうなファッションだって、我が家にあったものではない。気前のいい市民からの貢ぎ物でもない限りは、普通に購入したものだとは思うが、果たしてその金銭はどこにあったのか。自宅に残していた蓄えが頭をよぎり、アルマは渋面を浮かべる。

　よくないが、今はいい。それはともかく。

　無事にセレナとの合流は達成した。群衆は今エリーゼが散らしてくれている。

　あとは極力人目を避けてセレナをストレン家へ──ではなく、どこか別の隠れ家へと連れて行くことができれば安心だ。

　ちょうどタイミングよく、オリビアがこちらへ走り寄る姿が遠目に見えた。

　このままオリビアにセレナを預け、相応ふさわしい隠れ家へと送り届けてもらう。

　……願わくば、セレナの突拍子もない外出が原因で、彼女の命を狙う追手やフェデン国軍の人間には目を付けられていないようにと、思わずにいられないアルマだった。





　　　◇






「──……あれは」

　西方司令部にて、自分以外に誰もいない会議室の窓際に立ち、ホワイトが呟つぶやく。

　つい先ほどアルマと別れ、何やら様子がおかしいと察した苦労人の勘に従い、西方司令部の正門が見下ろせる会議室にまで移動していた。

　移動中に拝借した双眼鏡を再び目元に添え、窓越しに屋外を見下ろす。

　視線の先には平和そのもののジョンポートの街並みが広がるが、ある一か所にだけ異様に人が密集していた。百人は下らないだろう大人数だ。

　その中でもホワイトが注目したのは、集団の中心にいた一人の女性である。

　薄紅色の髪で、扇情的に肌を露出させた黒のドレス、この距離からでも目が眩くらむほどの美女であった。

（驚いた……間違いないね、彼女だ）

　ホワイトの脳裏で、ガルエデンから送られてきた資料と風貌が一致した。

　昨日、電話でガルエデンと話した内容を思い出す。

『──……マーケット。そう呼ばれる天才的な技術者の存在を聞いたことはあるかね？』

　ガルエデンがそこから語り出したのは、フェデン国軍における最高位の機密情報だ。

　四年前、フェデンとウェギスの二大国が熾し烈れつな戦争を繰り広げていた時代の最中。

　両国が誇る人体改造技術を筆頭に、様々な軍事兵器が投入された。数多あまたの科学者や技術者が自国の勝利のために知恵を出し、玉ぎよく石せき混こん淆こうに数多の発明品が乱造されていた。

　そんな中、国家に縛られずに活動する一人の天才技術者が、綺き羅ら星ぼしの如ごとく輝かしい存在感を放っていた。その人物は医学的にも、物理的にも、生物的にも、手広い分野で画期的な新技術を編み出した。世界に与えた影響は計り知れない。その天才が開発した技術を制した者が、戦争を制するとも言われたほどに。

　活躍の噂うわさを聞きつけた地上のあらゆる勢力が、金の卵を産み続ける鶏を欲した。

　その需要を個人にして集約し、提供する天才はまさに『市場』そのものだった。

　だが、その四年前を機に、天才の出現はあからさまに少なくなる。いつしか、どこかの勢力に抱え込まれたのではないかと噂され、天才を取り逃がした者たちは惜しんだ。

　そんな彼らの予感は、まさに的中していた。

『……四年前に、我々フェデン国軍はマーケットを独占した。先代総帥が確保を命じ、それを実行したのがこの私だった。何一つ不自由ない設備と生活環境を提供するかわりに、研究開発で国家の利益に貢献するように要求し、交渉は成立した』

　まさか研究と衣食住以外にも自身を褒ほめ殺しさせるための人員提供まで求められたのは想定外だったが──と、ガルエデンは当時の苦労を思わせる呟つぶやきを言い残していた。

　おかげでマーケットの想像図が『できる天才』から『意外と幼稚！』へと急に舵かじを切られて困惑させられたホワイトだったが、それはともかく。

　フェデン国軍がマーケットを独占し始めて時は流れ、三年後には東西戦争が終結した。戦時中も技術的な貢献を続けたマーケットは、終戦後にはフェデン復興のための資金調達にも貢献した。技術は自国で使うだけではない、高値で売りつけることでも役立てる。

　フェデン国軍においてマーケットは重宝され、決して冷遇などはされなかった。

　そんな中で、つい先日──……予期しない事件が起こった。

　フェデン国軍と協力した時点でマーケットには二人の助手がいた。うち一人はマーケットから助手を解任されて姿を消したが、残されたもう一人というのが問題だった。

　名はラメンタ。十四歳の少女だ。

　マーケットとラメンタは師弟関係でもある。ラメンタは機械分野のエキスパートとして才覚を見込まれて以来、何年ものあいだマーケットに付き従っていた。

　そして事件というのは他でもない──その少女ラメンタがマーケットの殺害計画を実行に移したことだ。現場の研究所には管理を任せていた国軍の者もいたが、その一人を買収し、誰にも邪魔されない隙をつくりだした。

　だが、結果的に殺害計画は失敗した。金の卵を産む鶏として数多あまたの勢力から狙われ続けたマーケットの方が一枚上手だったのだ。

　そして、マーケットは研究所から逃亡、それを追ってラメンタも姿を消した。

『……以上が、ラメンタに買収された軍の者を尋問して得た情報だ。国軍に不信感を持ったマーケットは、逃亡中は我々を避けるように動くと考えられる。だが、みすみす逃すわけにはいかない。フェデンの早急な復興に、マーケットの独占は必須だ』

　ガルエデンはそう締しめ括くくり、フェデン西方におけるマーケットの確保をホワイトに命じた。加えて外部へ情報漏ろう洩えいを防ぐため、フェデン国軍の上層部にしか今回の件は共有されない。部下には真実を伝えることはホワイトには許されていなかった。

　何も見せず、聞かせず、どう目標を捜索させるのかという無理難題だ。骨が折れそうだとホワイトが思い悩んでいた矢先──……。

「アルマ君……きみは」

　現実に立ち返り、薄紅色の髪の美女……マーケットを中心に形成された人混みに二筋の亀裂が入り、一方からアルマが現れた。それが何を意味するのか、当惑に息を呑のむ。

　さらに、彼の正対からはエリーゼが現れた。

　直感的にマズいと思った。今の彼らの関係は最悪だ。

　どんな状況でも市民に危害を加えることはないとは信じたいが、彼らは夫婦喧げん嘩かひとつで街の噴水広場を破壊した前科がある。ちっとも安心できない……そう焦ったが。

　意外にも、波乱は起こらなかった。

　それどころか、アルマからエリーゼに対して頭を下げていた。何に対する謝罪なのか、そこまでは判然としないホワイトでも、夫婦が仲直りする機会だと手に汗握った。

　が、呆あつ気けなく期待は裏切られた。接近したエリーゼからアルマが頭突きを受ける光景を目の当たりにして、今度こそ歯止めの利かない夫婦喧嘩が始まると、顔面蒼そう白はくのホワイトは膝を折った。市民にも、夫婦仲が険悪だと決定的に露呈してしまう。『平和の象徴』が崩壊してしまう──そんな不安感で気を失いそうになるホワイトが、すんでのところで踏みとどまった。

「あれ……反撃しない？」

　アルマがやり返さなかった。ホワイトが見る限り、初めての反応だ。

　以前の喧嘩騒動では口だろうが手だろうが躊ちゆ躇うちよなく繰り出していたというのに。

「──……」

　しばらく無言で立ち尽くしていると、眼前の光景に変化が生じる。

　一塊になっていた市民が散る。それに紛まぎれ、アルマとエリーゼ、そしてセレナの三人の下へと駆け寄っていくオリビアの姿が見えた。

　そこには何かしらの関係性が窺うかがえる。マーケットを含めて全員とも、この場で出会ったのではなく、顔見知りのような距離感が感じられた。

　つまりは、そういうことなのかと、ホワイトは困窮した表情で……やがて嘆息する。

「……これだけの騒ぎだと、ぼく以外に気付く人がいてもおかしくないね」

　ホワイトは踵きびすを返した。そして内心で強く思う。

（ぼくは彼らを止める立場だけど、あれを見て──……）

　思い返される、直前のアルマの行動。

　傍はたから見ているだけでわかる。近頃の彼は調子が妙だった。しかし、それにしてもエリーゼに対する謝罪には、今までとは違う彼が感じられた。

　あれは人としての──否いな、エリーゼの夫としての成長の証あかしなのだろう。万夫不当の英雄として君臨するアルマの背が、あの時は等身大かつ鮮明に見えたのだ。

（……邪魔できない。彼なら一番平和な結末を掴つかみ取とれると……信じさせてほしい）

　冷や汗を伝わせつつも、口元で弧を描くホワイト。

　そうして若干の強がりに頼りながら、会議室から廊下に出た──そのとき。

「こ、ここにいらっしゃいましたか、ホワイト中将殿！」

　切羽詰まった表情の若手軍人がひとり、目の前まで詰め寄ってきた。

　その勢いに驚かされるホワイトだったが、さらに衝撃的な一言が言い放たれる。

「い、いないのです。司令部で留置中のロキ・ハインケルが……どこにもいません！」

「…………へ？」

　すぐには理解が及ばなかった。

　明日には釈放できる手て筈はずだったロキが、脱走？　今、なぜ？

　ホワイトの脳裏に疑問符が連続して浮かび上がる。心臓が早鐘を打った。

　胸騒ぎがする。何かとてつもなく悪いことが起こりそうな、そんな嫌な予感だった。







　──ロキの脱走が発覚する、少し前のことだ。

　西方司令部の屋上。そこには単眼多腕の怪物と共に、ラメンタがいた。

　眼下の街道でマーケットを捕捉し、心が沸きたつ。

「人目につかず逃亡生活なんて、承認欲で頭をやられた奴やつが長続きするはずない。必ず尻尾を出すと思っていたさ。この街で注意深く張っていた甲か斐いがあった……」

　酷薄に口端を持ち上げ、瞳に殺意を宿す。

「リンウッド商店街では逃げられたけど──……今度こそ、確実に仕し留とめてやる」

　屋上から身を乗り出したが、そこでラメンタは気が付く。

　こちらの意思に反して、鋼鉄の躯く体たいの動きがやけに鈍かったのだ。

「……《エレジー》！　目標はすぐそこだ、発見したら攻撃だと前に命じただろう。どうしてボクに従わないんだ！」

『──ぴぴっ──実現不可だよぉ、マスター・ラメンタ』

「だから甘ったるい口調を学習するなと──……待って、何だって？」

　感情的に声を荒らげるラメンタが、ふと冷静に聞き返す。

　この躯体の性能は自分がよくわかっている。今ちょうど踏みしめている西方司令部の中にいる兵士全員を倒すのは無謀でも、逃走に専念すれば出し抜くのは容易のはずだ。

　だというのに、どんな解析をすれば実現不可なんて予測が出力されるのか。

『──ぴぴっ──アルマ・ストレンとエリーゼ・ストレンがいるよぉ』

「は？　……誰？」

『えぇー？　知らないのぉ？』

「おい。創造主の神経を逆さか撫なでするのも大概にしろよ、このヤロウ。くだらない煽あおり文句の学習データは後で抜くとして、ボクの質問に答えろ！」

　怒りを向けると、《エレジー》は蓄積された記録から二人の情報を音声出力した。

　その記録の元は、ラジオやテレビなどメディアから発信された情報だ。一般的な知識を得る程度には充分だろう。ラメンタの手から放して自己学習させた甲か斐いがあった。

（……ふぅん。英雄で夫婦、ね。どうでもいいけど、そんなに強いのか）

　獲物を前にお預けをくらい不満だが、目的の達成が優先だ。

　マーケット殺害は、この場で二人を相手取った上では実現不可……という解析に過ぎない。いくらでも好機はある。それまで待つのだと、ラメンタは己を落ち着かせる。

　それから、ふと足元の西方司令部を眺めて思いつく。

（この街に……フェデンの西方軍のテリトリーにいる限りは、あのアルマ・ストレンとかいう男がボクの前に立ちはだかる可能性がある。念のため、情報を探ってみようか）

　この躯く体たいなら一対一で負けるとは思わないが、対策を講じられたら、なお盤石だ。

「《エレジー》。偵察ドローンを三機出すんだ」

　ラメンタの号令に、電子音がピピッと応じた。

　鋼鉄の躯体の大だい腿たい部ぶから三枚の円盤が射出される。地面を転がったそれは、さながら『蜘く蛛もの子』のように複数の脚で立ち上がる。そして西方司令部の屋上から垂直の外壁を伝って降りると、開いた窓から内部へと侵入した。

　……あの偵察ドローンも、ラメンタの力作だ。通信可能な距離は短いが、搭載した小型カメラから映像と音声を受信できる。こちらから音声を飛ばすことも可能だ。

　ドローンから受信したデータは《エレジー》に記録される。本格的な情報の分析は後でいいと、まずは迅速な情報収集に徹する。ラメンタとしても長居したい場所ではない。

　ものの数分で内部の半分以上を調べ終えたが、アルマとの戦闘の対策に役立つような情報は見当たらない。当てが外れたかと、落胆の溜ため息いきをつくラメンタは──……直後、極限まで目を見張った。

　偵察ドローンの一機から送られてくる映像、それを凝視する。

　映像からは、中央を細い廊下が通り、左右には鉄格子の扉で閉ざされた小部屋がいくつか見えた。西方司令部の留置所だろうかと、ラメンタは推測する。

　しかし驚いたのは、その部屋にではない。そこにいた留置されていた少年が、ラメンタにとって数少ない知人であったためだ。

　険しい顔で敵意を込めて、その名を呼ぶ。

「……ロキ！」







「──んン？」

　誰かに名前を呼ばれ、ロキは寝転がった体勢から上体を起こす。

　周囲を見回すが、殺風景な留置所に何ら変化はなかった。妙である。確かに愛想のいい鈴を転がすような女子の美声を聞いたはずなのに……。

『どこを見ている。ここだよ。真上だ』

「！」

　ロキは顔を跳ね上げる。先の声の印象は脳内で都合のいい補正が掛かっていたのか、よく聴くと声色に愛想は皆無で、どちらかといえば敵意さえ感じられた。

「……なんだァ、あれ？」

　見たこともない無機質な『蜘く蛛もの子』を前に、ロキは当惑する。

　女子の音声は、そこから発せられているようだった。

『二年ぶりだ。ロキ、まさかお前が生きているとは思わなかったよ』

「……」

『ボクのことを憶おぼえているかい？　いや……思い出せたかい？』

「あー…………一昨日おととい、うっかり踏みかけたけど逃がした蜘蛛さん？」

『全然違う。知らないよ、お前がささやかな善行を積んでいたことなんか。そもそも、自然界に暮らす生き物にあるまじき質感だろう。ドローンだよ、これは』

「悪いけど、やっぱり誰だかわからない。ドローンは皆同じような顔しているから」

『今までに何人か知り合ってきたような口ぶりで言うな。そんなわけないだろう、他に類を見ないボクの創造物だぞ！』

　結構な語気で怒られた。ロキはしゅんと肩を落とす仕草をして、けろりと立ち直る。

　というか、そもそもこれはどういう状況なのだろうかと冷静になった。

「それで、改めて聞くけど、どこのどちら様？」

『……憶えてないか。お前のサイコメトリングを考えれば、もしやとも思ったけど……』

「！　な、何だってそんなことまで知っているのかなァ？」

　ロキの首筋で冷や汗が伝う。正体がまったく判然としない相手でも、あちらは本当にロキのことを知っているようだ。

　不気味さが徐々に沁しみてくる。警戒を強めるロキの下に、無遠慮な声が響く。

『記憶、取り戻さなかったようだね』

　と。

　その言葉を聞いた瞬間、反射的にロキは身も心も凍り付いた。現実の光景が感覚的に遠ざかり、張り詰めた緊張が甲高い耳鳴りを誘発する。

　なぜならそれは、ロキの抱える最大の秘密だった。

　信頼のおける仲間──……アルマとエリーゼ、オリビアの三人にしか話していない、ロキが飄ひよう々ひようとした外面の下に韜とう晦かいさせてきた核心だ。

　間をおいて、何か恐るべきことを告げられた実感が伴い、ロキの全身を悪寒が這はう。

「なん……どうして、一体どこまで、俺のことを知って──！」

『ん？　ああ……その様子だと、失われた自我への執着心はあるのか。ボクの知るきみとはずいぶん顔つきが変わっているけれど、腑ふ抜ぬけた今のほうがいいと思うよ』

「っ……！」

　淡々とした少女の声に苛いら立だちを覚える。それほど今のロキには余裕がない。

　そうして無自覚に腕を持ち上げ、髪を留めているヘアピンに触れる。そこから読み取れる残留思念は掠かすれ、断片的な情報しか残されていないが……。

　頭に流れ込んでくる色いろ褪あせた情景には、二年前のロキ自身の姿がある。

　ただしこれは能力で読み取った記録であり、思い出ではない。

　ロキには、二年前──……十三歳以前の記憶が無いのだ。ウェギスで君主警護隊の情報部に所属する前から、そんな状態だった。初めは自分の名前さえもわからず、じき十四歳になろうという時分にして、ようやく物心ついたかのような異様な感覚がした。

　見知らぬウェギスの都市に立ち、途方に暮れて頭を抱えた時、偶然にもヘアピンに手が触れた。そのとき、自分も知らない自分の姿が、脳裏で再生されたのだ。

　……用途のわからない大小さまざまな機械が整然と置かれた、壁も床も白い室内。そこに佇たたずむ自分と、そんな自分に声を掛ける一人の女性。

　ロキと名を呼ばれた。それが己の名だと理解したとき、同時に強く思った。

　──この女性に会いたい。ヘアピンから読んだ残留思念は、恣意的に破損させたかのように映像が不十分で、女性の容姿などは一切わからなかった……だが。

　それでも、この手で地道に情報を集めていけば、いずれは再会できるはずだ。

　当時のロキにとって、その女性は夜明けの輝きよりも眩まばゆい存在だった。まさしく希望の光だ。出会うことができれば、必ず欠落した自分を埋められる。

　その一心で、ひたむきに記憶の残像を追い続けた。

　だが簡単ではなかった。出発点のヘアピンから、何の手掛かりも得られないまま数ヶ月を過ごし──……君主警護隊の情報部として相応のノウハウを覚えた頃になって、ようやく一歩前進する出来事が起こる。

　──『マーケット』。そんな通り名を持つ天才技術者がいることを知った。きっかけは、ウェギスの裏社会で暗躍する武器取引の商会を制圧する作戦に加わり、後方支援のオペレーターとして仕事を終えた後、捕らえられた商会幹部とすれ違ったことだ。

　手当たり次第に情報収集することが習慣化していたロキは、その幹部から残留思念を読み取った。そのときだ、マーケットなる存在を知った。その幹部はマーケットと過去に面識があったようだが、そんなことはどうでもいい。

　ロキにとって肝心なのは、残留思念から読み取れたマーケットの容姿だった。

　凄すさまじい美女だった──ことも驚きではあったが、それ以上に薄紅色の髪に不思議と見覚えを感じた。心が頼りなく揺れ、不安を鎮めるように無自覚にヘアピンに触れた。

　幾度となく見返してきた映像が脳裏を流れ、そのとき初めて──

　色いろ褪あせた映像の中で、姿が識別不能なほど不鮮明に見えていた女性が、髪の毛一本だけ薄紅色に映ったのだ。

　奇跡を見たかのように胸が熱くなり、自分を取り戻しつつある喜びに打ち震えた。

　マーケットこそが追い求めていた女性なのだと、ロキは理解した。

　そして、裏社会と密接な関わりを持つ立場の人間だったということも。

　……それからのロキは、自ら率先して暗部に踏み込むようになった。マーケットと接点を持つ人間から残留思念を読み、今どこに彼女がいるのか探るために。

　より深みまで身を沈めなくてはマーケットにはたどり着けない。危ない橋を渡ることも少なくなかったが、ロキの場合は触れるだけで事足りる。その情報収集の容易さが、単身での無む茶ちやな行動も可能にさせた。

　だが──……ストレン夫婦の暗殺にまで加担したのは、流石さすがに無茶が過ぎた。

　そう、アルマたちを裏切った理由は、夫婦暗殺を企てた《灰グのレ部イ隊ズ》に迫り、連中の持つ情報を根こそぎ読み取るためだ。そこにあるかもしれないマーケットの情報を得ることこそが、あの時のロキの真の目的だった。

　夫婦と出会った当初こそ、彼らの命を売るつもりはなかったが……《灰の部隊》に付け入る隙を見つけた瞬間、好機を逃すまいと体が勝手に動いていた。

　これまでの生き方に抗あらがえなかった。それを諦めてしまえば、光を見失う気がした。

『愚か、そして無様だよ。ロキ』

　ラメンタの声が届く。

『ボクは昔からお前が嫌いだ。だから教えてあげるよ、いかにお前の行動が無意味だったか』

　心を折るに足る冷たさで、告げる。

『お前はボクと同じ、マーケットの助手であり弟子だったんだ。でも、ボクたちの下から離れて研究所の外で暮らすことを、お前が望んだ。普通の生活に憧れただの、下らない理由でね……！』

　そのとき。

「──」

　ロキの瞳が揺れた。平衡感覚を乱されたかのように、靴底で地を擦こする。

　頼りなく映り始めた彼の立ち姿が、実に滑稽だとラメンタは鼻で笑った。

『その後、マーケットはお前の望みを叶かなえた。助手を解任し、マーケットの独占を企たくらむ勢力に関係者だと露呈してお前に危険が及ばないよう、お前と繋つながる全ての記録を抹消した。そして最後に、お前自身の記憶も消して野に放った』

　まるで良心があるかのように語ったけれど、あの人格破綻者は記憶消去の開発品を試運転したかっただけかもしれないけどね──と突き放した物言いで付け加えつつ。

『それがどうだい？　お前は自ら捨てたものを、拾い直しに戻ったようなものだ。これほど無価値な時間の使い道は他にないだろうね。わかるかい、お前には元々、希望なんてものは無かったのさ』

「……」

　数々の無慈悲な言葉を浴びせかけられ、ロキは押し黙る。

　彼を踏みにじり、ラメンタは清すが々すがしい気分を味わっていた。

　束つかの間ま、だったが。

『──っ』

　ラメンタが息を呑のむ気配。

　動揺が伝わるように偵察ドローンが震えた。

『お前……何を、笑っている……？』

「いやァ、だって」

　ロキの表情に憂いはなかった。むしろニヤニヤと意地悪く、飄ひよう々ひようとした笑みを湛たたえていた。

「きみの言うこと、的外れなんだもん」

『は……はあ!?』

「いいかい、どこの誰とも知れない──……えーと、声からして女だよね？多分。あと、言動も大人らしさの欠片かけらもないから、お嬢ちゃんって呼ばせてもらうけどさァ」
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　人の神経を逆さか撫なでするような物言いで、ロキが続ける。

「で、お嬢ちゃん。きみは俺の事を知っているのかも知れない。でも、ここにいる俺はもう、昔の俺じゃない。仲間に救われた『俺』だ」

『…………』

「無意味で無価値？　いやいや、どこに目ェ付けてんの。俺の顔、虚勢じゃないでしょ、ほらもっとよく見てごらんよ。わかんないかなァ、そんなオモチャ越しだから」

『……ボ、ボクの創造物を馬鹿にするな！』

「はっハー、ごめんごめん。今のは八つ当たりだ。こっちこそ、大人気ない真ま似ねをして悪かったよ、お嬢ちゃん。──でもさ、昔の俺の望みは間違いなんかじゃなかった。俺は外に出て、きちんと希望に出会うことができたんだ。……だから、お嬢ちゃんは見当違いもいいところってワケ。おわかりいただけたかなァ？」

　最後の最後に、大人気ないところがまた顔を出した。相手の姿形は見えないが、弱い者いじめで気分を良くするような向こうの態度はガキ同然だ。だからロキもやり返す。

　……ともすれば、自分で感じている以上に、ロキは内心で憤っていた。

　アルマとエリーゼとオリビア、この三人との邂かい逅こうを無価値だと決めつけられ、それを否定したい感情が強く出た。

　彼らのおかげで今のロキがいる。その救いは正しい選択だったと、ロキは今後の生き方で証明する。

『……殺す』

「んン？」

　ぽつりと囁ささやく声に、ロキが首を傾かしげた。

　その直後、今まで天井にくっついていた偵察ドローンが唐突に落下──ロキの背中に脚部を引っ掛ける。

「ひゃあ！」

　ロキは情けない悲鳴を上げた。振り払おうとするが、羽織っているジャケットに穴が開きそうなほど偵察ドローンは脚部を踏ん張っている。これでは落ちない。

　何やらとてつもなく危険な予感がすると、ロキが頬ほおを引ひき攣つらせたところに、

『……ボクを見下した罰だ。そいつは小さいが、人間を真っ二つに吹き飛ばす威力で自爆する機能がある。命を持って償いなよ、ロキ』

「ちょ、あの、大人気ないですよ！　やめてください！」

『お前……昔はそんな下手に出るような奴やつじゃなかったのに。……くく、まあいいさ。最期に無様な命乞いを見られただけでも良しとしようか。お前が地獄に落ちた後で、マーケットも同じように、そっちに送ってあげるよ』

「え……？　は、何で、きみがマーケットを？」

『そこまで話す理由はない。さようなら、第二助手』

　ロキの背中で偵察ドローンが沈黙する。状況はまるで掴つかめないが、このままでは本当に殺される。留置所で爆発四散して昇天する羽目になったら、ここから出すために尽力してくれたアルマたちにも申し訳が立たない。

「く……っ！」

　決死の表情でロキは、背中に手を回した。

　だが、偵察ドローンを引ひき剥はがすには至らない。指先だけ微かすかに触れて──

（……あ）

　そこから残留思念を読み取った。

　──……次の瞬間、ロキはジャケットから腕を引き抜き、背中に張り付いた偵察ドローンを包み込む要領で脱いだ。ドローンの脚部はロキの肌に食い込んでいたが、ジャケットの裾を握りしめたロキは──包み込んだドローンごと背負い投げる。

　鋭利な脚部に背中を裂かれて痛みが走るが、それに頓着せず、引き剥がしたドローンの反対側に全力で走る。飛び込むように寝床の裏に隠れた──その直後。

『──……！』

　落雷のような破裂音が轟とどろいた。

　間近にいたこともあり、大気の振動が臓ぞう腑ふにまでビリビリと伝わる。さほど広くもない留置所の一室だが、どうやら致命的な範囲からは逃れられたようである。

「痛いっつ……ったく、とんでもない目に遭った……」

　爆発よりも背中の裂傷の方が地味に痛む。涙目になりながらも、難を逃れた実感が込み上げて人心地ついた。

　緩慢に右手を持ち上げ、偵察ドローンに触れた指先を見つめる。

「……ラメンタ」

　一瞬だったが、残留思念を読んだ。おかげでラメンタという敵の実態も、それから大まかな状況も掴めていた。

（……本気の殺意だった。このままじゃマーケットも危ない……なぜか外でアルマ中佐たちと一緒にいたけど……正面切っての戦いをラメンタは避けた。この感じだと、中佐たちはラメンタという追手がすぐ近くにいることに気が付いていない……）

　ロキは留置所の天井を見上げる。

　サイコメトリングにより、西方司令部の屋上にラメンタはいたことも看破していた。

　ただ……彼女との因縁をすべて読み取ったわけではない。かつてマーケットの助手であり弟子だった頃の記憶を取り戻したわけでもない。けれども……。

　ロキの心を挫くじくためにラメンタが言い連ねたことが真実だとはわかる。

　あの場でこそ、飄ひよう々ひようと煽あおり返して見せたロキだったが、しかし。

「はあ[image: ][image: ][image: ][image: ]…………正直ギリギリ……効いた」

　肺から空気を絞り出すような溜ため息いきをついた。

　元より打たれ弱いことを自認するロキである。ラメンタに見せた態度の半分は実のところ虚勢だった。彼女の言った通り、昔のロキが捨てた自分を、どうにか拾い直そうと躍起になっていた無意味さには、なるほど確かに、頷うなずけるところがある。

　その上で胸を張れる強さがロキにあったなら、そもそも記憶を自ら手放した矢先から自分探しに奔走したりしない。上辺の余裕を削そいだロキの本心は、弱く脆もろいのだ。

　それに拮きつ抗こうし、真しん実じつ味みを持たせられるほどの虚勢を張れたのは、仲間のおかげだ。

「──ん？」

　爆発による煙を掌てのひらで払っていたとき、それに気が付いた。

　ロキがいる留置所の部屋、堅けん牢ろうな鉄製の扉が──……破損している。

　力任せに投げた偵察ドローンの自爆を至近距離で浴びたおかげだろう。意図せぬ偶然だと思ったが、そういえばジャケットごと脱ぎ捨てて爆破を回避する機転においても、慌てふためくロキにしては冷静で的確な判断だった。

　あのとき、偵察ドローンに触れ、サイコメトリングを発現させた後から。

（ラメンタは……俺が昔から変わった風に言っていたけど）

　元々のロキはどのような人柄だったのだろうか。天才技術者の助手兼弟子になるくらいだから、相当に聡そう明めいなはずだ。

　今の自分がそれほど知力に長たけているとは思えないが、ともすれば、昔は違ったのか。

　……と、余計なことを考えている場合ではなかった。

　破損した扉をもう一押しすれば、身体からだを入れるだけの隙間はつくれそうだ。つまり留置所から脱出し、危険な状況をアルマたちに伝えることができる。

　だが、現在のロキは身柄を拘束されている立場だ。ここから逃走すれば、せっかく寛容な処罰で済むよう手を差し伸べてくれた仲間の気持ちを無下にしてしまう。後々に己の立場を危ぶめるリスクよりも、そちらの方がロキとしては悩ましかった。

「アルマ中佐とエリーゼさんなら、こういう時も迷わないんだろうけどなァ……」

　逡しゆん巡じゆんの末に。

（でも俺だって変わった。中佐たちのおかげだ。だから、皆の力になりたい）

　そうしてロキは扉に手を掛けたのだった。








第三章　英雄夫婦の信愛トライアル




　セレナが引き起こした悪目立ち騒動に収拾をつけた後、アルマは西方司令部に戻っていた。今回の件でセレナを追う敵にまで情報が伝わる恐れがある。さらに理由はわからないが、フェデン国軍まで彼女に目を付けているかもしれないとなれば、刻一刻と変化していく状況で無駄な行動はできない。

　まずはセレナの身を隠す必要があったため、オリビアの案内で別の隠れ家へと移動するよう命じた。指定した隠れ家は集合住宅の跡地だ。半年以上前に東西対立派による立てこもり事件が起こり、事件解決後にフェデン国軍により封鎖された。制圧の際に立てこもり犯の抵抗もあって集合住宅が著しく損壊したため、立ち入ると危険なのだ。

　だが、そのおかげで人目を避けるにはうってつけだ。当時こそ西方司令部勤務ではなかったオリビアも、過去の資料に目を通していたようで事件のことは既知だった。彼女の勉強家な面が功を奏したのだ。日頃からの口癖は伊だ達てではないと、アルマは感心する。

　一方で、エリーゼにも役割は振ってある。アルマの口から伝えても断固として首肯しないため、同じ内容をオリビアに伝えてもらい、ようやく協力を得た。もっともエリーゼからすれば、許さない宣言をしたアルマと協力している気はないのだろう……。

　しかし言わせてもらうが、こちらだって面白くはない。あの謝罪はいわば、アルマがよりよい夫になる覚悟を示すための行動だ。

　つまりは自己完結で十分だった。だというのに、謝罪がエリーゼに認められたらと、そこで欲張ってしまった自分の考えの甘さに怒りさえ湧いてくる。

　妻からの気持ちに対して受け身になる、そういうところだ。

　これからのアルマは攻める。謝ったこと自体に後悔はないが、エリーゼに認めてもらうのではなく認めさせるのだ。この芯の強さがまだ足りなかった。

　次に顔を合わせたときには実践しようと心に決めつつ──……身体からだは別の目的を持ってきびきびと動く。

　アルマが西方司令部に戻ったのは、軍の内側からセレナの正体に迫るためだ。

　その鍵になるものが丁度、ここにはある。

　セレナについて記されたと思われる、ホワイトが所持する資料だ。オリビアに話を聞いた時点から、これは絶好の機会なのではないかと企たくらんでいた。

　──その資料を盗み見できれば、話が早いと。

　今でなくては、機会を逃すかもしれない。行動を起こすなら早い方がいい。

　そんな企てを胸に、西方司令部に戻ってきたアルマは……。

「？　何だか慌ただしいな」

　内部に足を踏み入れ、軍人たちが右往左往する光景に首を傾かしげた。

　彼らの表情に焦りを見て、何かトラブルでも起こったのかと手近な一人に声を掛ける。

「すまない、きみ。これは何の騒ぎだ」

「あっ、ストレン中佐！　それが……留置所のロキ・ハインケルが脱走しました！」

「……」

　思考に空白が生まれた。

「……は？」

「いま、総出で司令部内を捜索しておりますが、見つからず……あっ、中佐!?」

　その場から駆け出したアルマは、地下の留置所へと向かった。

　風を切る勢いで人の間を抜け、ロキがいたはずの一室の前までたどり着くが……。

　いない。

「……！」

　ここに来て想定外の問題だ。アルマは歯は噛がみする。

　そして、だからこそ。

　ひとまず深く呼吸して、落ち着いて考えた。

（……ロキは考えなしに行動する奴やつじゃない。少なくとも、今のロキは）

　思案しつつ、現場を観察する。

　まず注意が引かれるのは扉の損傷だ。表面が焦げて煤すすで汚れ、檻おりが歪ゆがんでいる。

　加えて、床面にわずかだが血痕があった。この量なら深手ではないだろう。

　負傷したのがロキなら、彼に危害を加えた何者かがいたのだ。その後、ロキが本当に逃げたのか、その何者かに連れ出されたのか……。

　いいや、とアルマは頭かぶりを振る。人ひとりを抱えていては目立つ。誰かに連れ出されたなら、それを西方司令部の誰にも目撃されていないのは不自然だ。

　ロキは単身で留置所を出たはずだ。しかし、誰の意識にも捉えられずに逃げ切るには、よほどうまく立ち回る必要がある。アルマなら可能だが、ロキの身体能力では厳しい。

　西方司令部の内部をろくに歩いたことすらないロキでは、脱出経路を選ぶことさえままならず、せいぜい軍人たちに見つからないよう逃げ隠れするくらいが関の山だろう。

　つまり、まだ西方司令部の中にいるはず……この混乱した状況で出来ることは何か、アルマは考える。

「これは──……またとない好機かもしれないな」

　ひとつ、妙案を思いついた。至極真面目な顔で頷うなずく。

　妙案とはすなわち、ロキが脱走した混乱に乗じて、ホワイトの執務室に侵入するのだ。そしてセレナについて記された資料を確認する。ロキの捜索という建前があれば、多少不審がられても誤ご魔ま化かしが利く。

　これは時間との勝負だ。唯一の懸念は、当のホワイトが執務室にいない隙を突かなくてはならないところだが……。

　そのとき、留置所に反響する足音。

「あ、アルマ君。よかった、まだいてくれた」

　こちらに歩み寄って来た人物に、アルマが驚きの視線を向ける。

「ホワイト中将？」

「ああ。留置所の方に向かうきみを見たって、皆から聞いてね」

「………」

　ホワイトの口ぶりからは、アルマに何か用事があるような気配を感じた。

　状況的に、ロキの逃亡に関する話題だろう。西方司令部でロキの人となりを知るのはアルマか、オリビアくらいのものだから、見解を聞いておきたいのかもしれない。

「それにしても、大変なことだよ……まさかハインケル君がいなくなるなんて。彼がこんな真ま似ねをした理由に、アルマ君は見当ついたりしないかい？」

　予期した通りの内容を、ホワイトは尋ねてきた。

　だが、アルマはまったく別の思考を走らせている。ホワイトがこの場にいてくれるおかげで、先の妙案を実行に移す懸念が払拭できてしまった。

　動くべきか、動かざるべきか。

　行動可能な時間は限られていると思えば、迷いはなかった。

「……いえ。残念ながら、僕もこの状況に混乱しています。ただ、ロキとて脱走が本意ではなかったことは確かです。彼は己の行いを悔いて、償おうとしていましたから」

「そうかい。きみがそういうなら……んん？　あれ、アルマ君、どこ行くの？」

「僕もロキの捜索に行きます。ロキが逃亡した経緯は見つけ出して当人から聞くまでわかりませんし、何より留置所がこんな有様では無事である保証もありませんし、彼の処罰に寛大な措置を願った手前、責任も感じていますので！」

「えっ、あの、ちょっ──えっと、えっと、廊下は走らないでーっ!?」

　怒ど涛とうの勢いで建前を並び立て、留置所の外へ飛び出す。

　アルマを完全に見失ってから、ホワイトは咄とつ嗟さの言葉を選び間違えたことに気が付く。

「──って、この際そんな注意は置いといてもよくて……あぁ、行っちゃった」

　肩を落として意気消沈と呟つぶやく。

　話したいことの半分がまだ残っていたのに、と。

　軍服の上から胸元を擦こする。外から見ただけではわからないが、そこには折り畳んだ書状の束を忍ばせている。

　そう、『マーケット』に関する資料だ。

（総帥の命には反してしまうのは承知の上で……アルマ君にだけは伝えたい）

　彼ならば信頼できる、みだりに他言したりしないだろう。

　何より、『マーケット』の情報をアルマは渇望しているはずだ。適当な噂うわさ話ばなしならいざ知らず、確かな情報を得るのは極めて困難だろう。なにせ『マーケット』を独占していると露呈しないよう、フェデン国軍が徹底して情報漏ろう洩えいを封じている。

　優れた情報屋を頼ったとしても、実態を暴くことは不可能と言わざるを得ない。

　だからこそ、ホワイトは選択を迫られている気がした。

　アルマにとって助けになる鍵を、与えるか否いなか。

　その二者択一は、つい先ほどまでのホワイトなら気付かず素通りできた。

　ただ、これはロキの脱走騒ぎが発覚する直前の傍観で、アルマの変化に期待したホワイトの賭けなのだ。

　万が一、ガルエデンに他言無用の命令を無視したことを知られたらと思うと、冷や汗が止まらないが、それでも行動に移す価値はあると信じた。

「……でも、出鼻を挫くじかれちゃったな」

　間が悪かった。ロキの脱走騒ぎで、流石さすがのアルマも動揺した様子だった。

　ホワイトは難しい顔で思い悩む。早々に情報を伝えてやりたい気持ちはあるが、アルマの負担は計り知れない。もう少しだけ様子を見てからでも……いや、しかし、と。

　軍人としてイマイチ優しすぎるホワイトは、熟考に熟考を重ねるのだった。
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　留置所を後にしたアルマは、脇目も振らずホワイトの執務室に向かっていた。

　目当ての資料が首尾よく見つかるかはわからないが、実行に移すと決めた以上は迷わない。もしセレナを取り巻く状況を暴けたなら、為なすべきことも明白になるはずだ。

　淡い期待を胸に抱く。そのとき、執務室が見えた。

　……多くの軍人たちが司令部の中でロキを捜索しているが、良識ある彼らは司令官の執務室に許可も得ず入ろうとは考えまい。資料探しに邪魔が入る心配はいらないはずだ。

（それでも手短に済ませる……！）

　ホワイトが留置所からその足で戻ってくるとしたら、猶予はせいぜい二分。

　悠長にしている暇はない。アルマは周囲の目を盗みつつ、執務室の扉を開くと音もなく忍び込んだ。

　静かに扉を閉ざす。それから室内を見回した。

　まず探すとしたらデスクか資料棚の辺りかと、目星を付けたところで……不審なものが視界の端に映り込んだ。

　はたして、それは人間の下半身だった。

　上半身をほとんど屋外に晒さらすように、何者かが窓から盛大に身を乗り出している。

「…………」

　呆あつ気けに取られるアルマ。

　それから一呼吸置いて、慎重ににじり寄った。

　相手はまだこちらに気が付いていない。まさかと思いつつ、背後に立って覗のぞき込こむ。

　すると、暖色系の派手な色をした髪が目に映る。次いで、少年の緊迫した横顔も。

　思わず叫んだ。

「ロキじゃないか！」

「──ひゃあああっ!?」

　背後からの声に驚いたロキが、ビクッと全身を強こわ張ばらせる。

　その拍子に足先が大きく跳ねて持ち上がる。

「あっ」

　どちらともなく声が重なった。

　ロキの体がずるりと窓の外へと滑り落ち始める。

「ぎゃああっ！」

「おっと」

　瞬時に差し伸べられたアルマの腕が、ロキの足首をつかみ取る。

「何をしているんだ。危ないじゃないか」

「だ……誰のせいだと思ってんだァー！　って──……アルマ中佐じゃないですか！」

　逆さかさ吊づりにされながら憤慨するロキは、こちらに気が付いた途端、声を弾ませた。

　彼が落下しないよう足首を支えつつ、アルマも笑みを返す。

「ああ。だがロキ、きみこそこんなところで何をしていたんだ？」

「俺は人に見つからないよう隠れていたら、どんどんむしろ逃げ道から遠ざかってしまって……もう外から壁伝いに逃げるしかないかと、諦めかけていましたよ……！」

「そうか、ともかく無事でよかった。ああ、それと、話は変わるんだが」

「と──とりあえず引き上げてくれませんか!?」

　文字通り、頭に血が上っているロキが切実に叫んだ。

　その要望に応え、フェデン国軍の強化兵として人並外れた膂りよ力りよくで軽々とロキを持ち上げる。

「配慮が至らず悪かった。危機感とは無縁の光景だったから、つい」

「非力な常人にとって転落死できちゃう高度で吊られるのは危機的ですからね？　フェデン国軍人の基準に合わせないでくれると……あ、もう下ろしてもらって大丈夫です。一本釣りした獲物と撮影するような絵面になっていますから！」

　ロキは床の感触を確かめるように四よつん這ばいになり、興奮により上がった息を整えている。一瞬でも死の縁に立たされた恐怖か、膝が笑っていた。

　満まん身しん創そう痍いのロキだったが、再び立ち上がれるようアルマが手を貸す。

「さて早速だが、ロキ。働いて欲しい」

「はハ……息つく暇もありませんね」

「ああ。とにかく時間がない、この執務室のどこかに、ある女性……薄紅色の髪をした女性の写真と、一緒に文書があるはずだ。きみの能力で在あり処かを探れないか？」

　言いながら、自らも物色を始める。

　しかし、ロキは目を見張り、考え込むように黙った。

「──……それってつまり、その人の素性を知りたいってことですよね」

「？　その通りだが、どうした？」

　アルマは怪け訝げんに眉をひそめる。

　その正対でロキは、いつになく精せい悍かんな表情で笑っていた。

「……よかった。安心しました、ちゃんとアルマ中佐の力になれそうだ」

「ロキ？」

「俺に任せてください。その後で、俺からも急ぎの話があります。構いませんか？」

「……」

　返答を待つロキの顔を、まじまじと見る。

　ロキは真っすぐな瞳でこちらを見据えていた。そこに信頼を感じる。

「ああ、構わない。やってくれ」

　アルマが許しを出すと、ロキは心地よさそうに笑った。
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　それから一分と経たたないうちに、資料探しの用は済んだ。

　現在──アルマは執務室の窓の桟に足を掛け、遠い地上を見下ろしていた。顔面蒼そう白はくのロキを小脇に抱えて。

「ひぃ、ほ、本気ですか中佐っ!?　ここから脱出なんて！」

「きみもさっき同じようなことしていただろう」

「あれは試しだったのと、実際に落ちかけたのは本意じゃないですからね……って、ぎゃあああ!?」

「やかましい」

　予告なく飛び降りると、ロキの絶叫で耳が痛くなった。

　内臓がふっと浮き上がる感覚を味わいつつ、数秒滞空する。

　手を伸ばせば届く距離で、司令部の外壁が高速で下から上に流れる。アルマは左手をそちらに向けて、わずかに突き出た外壁の突起部分に指を掛けると、落下の勢いまでついた二人分の体重を悠然と支える。

　瞬く間に体勢を整え、外壁を足場にして跳躍──放物線を描いて西方司令部の敷地外まで一息に降り立った。

「うげぇっ！」

　着地の衝撃でロキが苦く悶もんの声を上げる。

　これで捜索の網からは抜けられただろう。そして、アルマたちには次に目指す場所がある。

「いくぞ、ロキ。何をしている！」

「もうやだ……フェデン国軍のパワースタイル……」

「僕の当ては外れたんだ。きみのサイコメトリングのおかげで、ホワイト中将が例の資料を持ち出していたことが判明したからな」

「あうぅ……気分悪ィ……」

「聞いているのか？　ええい、また担ぐぞ。急いで僕の自宅に戻らないと、エリーゼが情報源になるものを片付けてしまうかもしれない！」

　まともに会話できないほど三半規管をやられたロキを肩に担ぎ、アルマは走る。

　目指す先はストレン宅だ。我が家に戻ったエリーゼに頼んだ役割──それが、セレナがいた痕跡を極力片付けてもらうことだった。

　フェデン国軍までもセレナを追っている線が浮上した時点では、セレナの存在を徹底して誤ご魔ま化かすほうが良いと思ったが、裏目に出た。

　自宅に仮住まいしていたセレナの痕跡から、彼女の素性を暴くこと、それがアルマの次の狙いだ。セレナ本人の下までロキを連れて行き、口の堅い彼女から問答無用で真実を読み取るという手段もあるが、隠れ家への出入りは最小限に留とどめたい。そこへ足を運ぶこと自体が、誰の目を付くかわからないリスクを伴う。

　やるなら最後の手段だ。アルマはそのために急ぎで自宅へ向かっていた。

「ア、アルマ中佐……」

「ああ。ロキ、きみも急ぎの話があると言っていたな、聞かせてくれ」

「……中佐が知りたがっている女の人、何者なのか……俺知っています」

　疾走するアルマの肩に担がれ、激しい揺れに耐えながらロキが喋しやべった──直後。

　アルマは急ブレーキをかけた。

　慣性により、まるで幼児の遊びで手荒に扱われる人形のようにロキの四肢が跳ね回る。

　もはや目が焦点を結んでいないほど悄しよ然うぜんとしたロキを地面に下ろし、アルマが肩を揺さぶった。

「ど、どうしてもっと早く言わないんだ！」

「すぐ言おうとしたのに、中佐の行動が早すぎて割り込む暇がなかったんですよ!!」

　声を張って尋ねると、ロキからそれを上回る大声で怒鳴り返された。

　言われてみれば、ロキの体にかける負担は考えから抜けていた。話したいことがあるなら道中で話せばいいと思ったのに、向こうから全然切り出さないから、妙だとは思っていたが、また己の目的を優先するあまり時間を無駄にした。

「……わ、悪かった。僕としたことが、焦り過ぎた」

「なんだか今日のアルマ中佐は精彩を欠いている気がしますね」

　ロキからも、怪け訝げんな顔でそんな指摘を受けてしまう。

　複雑な顔でアルマが押し黙っていると、不意に──

「別に今日に限った話じゃないわよ。その男は気移りしやすいのよ」

　つまらなそうな物言いで、会話に入り込んでくる声。

　反射的にアルマの口端が引ひき攣つったように動き、それから何事もなかったかのように無表情を取り繕うと、そちらへ顔を向ける。

「エリーゼ……」

　脳裏に描いていた通りの高圧的な眼力で、アルマを睨にらむ妻の姿があった。

　エリーゼは片手に大きなゴミ袋を提げている。どうやら頼んだ役割をちょうど終えたところのようだ。

（……しかしこれは、ほとんど自宅の近くまで戻ってきてしまった。ロキから話を聞いて収穫が得られたら、本当に無駄足だったな……勿もち論ろん、進展するに越したことはないが）

　アルマとて空回りしている自覚はある。それどころか、セレナと出会った三日前から終始、冷静でいられた時など実のところ無いのではないかと自分を疑っている。

（それもこれも──……いや、僕の気持ちは後回しでいい。今は）

　己の胸に根を張った問題に向き合うのは、もう少し後だ。

　アルマとエリーゼの二人が視線をぶつける間で、なぜ留置所の外にいるのか驚かれる過程もすっ飛ばされ、呆ぼう然ぜんと二人のやり取りを眺めていたロキは──……

「んン？　んー……？」

　二人の仲が妙に険悪なことに、首を傾かしげていた。
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「はあァ!?　浮気って、アルマ中佐が!?」

　アルマの提案で、状況を整理するためにも三人で自宅へ移動した後のことだ。

　エリーゼの口から夫婦の近況を聞かされ、ロキが愕がく然ぜんと叫んだ。

「そうよ」

「全然違う。僕は誓って潔白だが、彼女がそれを信じないというのが正しい説明だ！」

　偏った見解だけを伝えるエリーゼに対し、アルマが被かぶせ気ぎ味みに否定にかかる。

　ロキは理解に苦しむように眉間を揉もんだ。

「ってことは、また東西平和の危機……？　この二人ときたら」

　そんなぼやきに対し、澄まし顔のエリーゼが悪びれもせずに言う。

「私にも責任があるような言い方はやめて」

「あるに決まっているだろう。むしろなぜ逃れようとしているんだ、きみは」

　アルマが呆あきれた口調で注意した。

　すると、全身から不服さを醸しながらエリーゼは、じっとりと湿っぽい視線を投げる。

「だって、あなた『自分が悪かった』って言ったわ。要するに浮気を認めたんでしょう？」

「ハ…………あれがそう聞こえたのか？　きみは」

　エリーゼの挑発的な台詞せりふに、アルマは静かに質問を返した。

　てっきり憤慨されるかと思いきや、おとなしすぎる反応にエリーゼは拍子抜けした。横目でアルマの顔を一いち瞥べつして──ぎょっとする。

　……彼の表情が、普段とはまったく違う、弱弱しいものに見えたからだ。

　目が釘くぎ付づけになる。エリーゼの心臓が一瞬、強く脈打った。

　思わず手を差し伸べて頬ほおを撫なでてしまいそうな、そんな相貌をしている。
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「──！」

　エリーゼはぷいと顔をそむけた。

　無自覚に跳ねた胸の鼓動を不思議に思いつつ、緩慢に舌を動かして言葉を紡ぐ。

「……何でもない。何とも感じていないから、本当は」

「そうかい。それもそれで、腹立たしいよ」

　そんな言葉を、怒気など微み塵じんも感じられない口調でアルマが聞かせてくる。

　頬ほおに掌てのひらを添えるエリーゼは、心が痒かゆくなるような気持ちを持て余していた。

　と、そんなとき。

「あのー……俺から話をさせてもらっていいですか？」

　勇ましい顔つきのロキが一歩前に出る。

　アルマが頷うなずく横で、エリーゼは首を傾かしげる。

「ロキ。そういえばあなた、なんでここにいるの。出所は明日じゃなかった？」

「……そ、それも含めて説明させてもらいます」

　今更すぎるエリーゼの言葉を受け、ロキは端的に語り始めた。

　──……初めに留置所で襲われたこと。その犯人が因縁のある少女だということ。

　過去に記憶を失い、自分を取り戻すために足あ掻がいたが……もう憂いはないこと。

　最後に、己の根源的な部分に係かかわる一人の女性、天才技術者マーケットのこと。

　ロキが知る限りのことを語り終えると、当面の差し迫った危機を伝える。

「留置所で襲ってきた敵……ラメンタが差し向けた妙な機械に触れたとき、思念を読んで確認しました。アルマ中佐たちとマーケットが一緒にいるところを、ラメンタは目撃しています。その場では仕掛けなかったようですが、機を窺うかがっているのかも……」

「──」

　濃い情報の話に、アルマは真剣な表情で黙考した。

　今まで解消できなかった様々な疑問点が、線として繋つながっていく。

　セレナの正体は……マーケット。以前に情報屋から聞いた覚えがある、実在が怪しまれるほど謎に包まれた人物だ。

　突き抜けた技術開発力を手中に収めようという勢力は多いだろうが、今回の敵──それは組織ではなく、マーケットの助手兼弟子だという少女ひとり。

　さらにこの少女、ラメンタもまた非凡な技能を誇る技術者ときた。ロキが残留思念を読み取った際には、単眼多腕の怪物じみた鎧よろいを身に纏まとっていたとか。

　外聞ではまるで想像がつかないが、舐なめてかかると痛い目に遭う手合いには違いない。

　と、アルマが気を引き締める一方で。

　ロキを無言で見つめていたエリーゼが、言葉短く尋ねる。

「……ロキ。もう助けはいいの？」

「──」

　その問いに、ロキは瞳を揺らす。

「はい。俺はもう……十分に報われました」

　それから晴れやかな笑顔を見せた。

「俺を仲間扱いしてくれた皆さんと、自分が孤独じゃないことに気づくきっかけをくれたエリーゼさんのおかげです」

「そう。なら、よかったわね」

　少年の屈託のない笑みを見て、エリーゼも柔和に微笑ほほえんだ。

　そのやり取りを、アルマは神妙な面持ちで見守る。己の弱さと向き合い、それを乗り越えたロキの心持ちは立派だ。見習うべきものがある。

（なら……今度は僕の番だ）

　アルマにも弱みがあった。それを自覚する機会を得た。

　エリーゼから再三にわたり態度が親身すぎると指摘され、浮気まで疑われたセレナとの関係性──個人的な感情で接しているわけではないと、アルマは否定してきた……だが。

「……」

　表情から余分な力が抜ける。

　心の奥底にあった想おもいを受け入れたのだ。

　エリーゼの夫として理想の自分を目指そうという心の力み、妻から浮気を疑われていることへの反発心──……今だけは、そのすべてを忘れた。

　その刹那、アルマが浮かべた表情は、誰かを悼むかのような悲しげなものだった。

「……行こう」

　気持ちを切り替え、アルマが呟つぶやく。エリーゼとロキから注目を集めた。

　腰を据えた話し合いに意義はあった。おかげで己が為なすべきことを冷静に考えることができた。ここからは行動に専念するのだ。

「ロキの話で状況は整理できた。ラメンタは我々のすぐ近くにまで迫り、いつセレ──いや、マーケットを襲撃してもおかしくない。今はオリビアのガイドで新しい隠れ家へと向かわせているが……すでに捕捉されているなら、意味はなかったな」

「そ、それって大丈夫ですか？　もしかしたら今、オリビアちゃん一人しかマーケットの傍そばにいないところを狙われたら」

　ロキが言う懸念もわかる。だから、一旦アルマも首肯した。

「そうだな。だが……ああ見えてオリビアは本当に優秀だ。隠れ家に向かう以上、周囲への警戒は張り巡らせる。そうやって注意している状態なら、隠れている敵の姿こそ見つけられなくとも、見られている気配くらい察知できるはずだ」

「んン……俺には一生ピンとくることがなさそうな、達人の領域のお話ですね……」

「もちろん戦闘に及べば、非戦闘員であるマーケットを抱えている以上は厳しい。だから、そもそも戦いにならないよう、きっと上う手まく立ち回るだろう。そのあいだに僕たちが応援に向かえば、相手も手を出しづらくなる。打破できるようならそれでもいい」

　少なくとも、マーケットに及ぶ危険は減らせる。

　ただ、逆に言えば、それなりに危険な状況ではある。いかにオリビアを信頼しているとはいえ、なかなかの綱渡り状態であることは否いなめない。

　敵がどんな手を打つか予測がつかないため、優れたフェデン兵であるオリビアの能力すらも超えてくる可能性がある。

「何にせよ、急いだほうがよさそうね」

　そのことを理解している様子のエリーゼが、愛剣を腰に携える。

　意気込みが窺うかがえる彼女に、アルマが意外そうに尋ねた。

「きみも来てくれるのか？」

「ええ。でも別に、あなたの指示を聞いたわけじゃないから」

　勘違いを正すかのように容赦ない眼まな差ざしでエリーゼから睨にらまれる。

「仲間のピンチに意地を張るほど私は愚かじゃないの。自分が何を為なすべきかくらいわかるわ、どこかの夫とは違ってね」

「……」

　一拍、アルマは妻の言葉を噛かみ締しめて。

「そうか。助かるよ。では早速出発しよう」

　けろりとした表情で受け流した。それからアルマはロキを連れ、リビングを出て行く。

　残された部屋で、エリーゼがぽかんと小さな口を開けて静止していた。

　後に続かない彼女を不思議に思い、引き返してきたアルマが顔を覗のぞかせる。

「どうした？」

「──……」

　声を掛けると、呆ほうけた表情のエリーゼは、みるみるうちに悔しげに頬ほおを赤らめる。

　そして八つ当たり気味に床を踏みしめて歩み出した。

「別に何でも……！」

　さらには、すれ違いざまに間近で睨み上げてくる。

「……いい気にならないで」

「あ、ああ」

　何が気に障ったのかわからず、生返事する他にない。

　ぷりぷりと怒る妻に当惑させられながら、アルマは眉間を揉もむ。

（怒りを抑えて穏便に返答したというのに、何が悪かったんだ……）

　理想の夫を目指す試みは始まったばかりだが、先行き不安なアルマであった。





　　　◇






　マーケットの新たな隠れ家に選んだ集合住宅の跡地は、ストレン宅から車で二十分ほどの距離にある。自家用車に乗り込んで移動を終えたアルマたちは、現地に降り立った。

　この近辺はジョンポートの端に位置しており、どこか静せい謐ひつな雰囲気が漂っている。まだ日が出ている頃なのに、時の流れがまるで真夜中のようにおとなしい。

「……封鎖されているとはいえ、事件現場が残されたままではな」

　半壊した集合住宅を見上げながら、アルマが独ひとり言ごつ。

　この平和な時代には似つかわしくない、戦争を彷ほう彿ふつとさせる有様だ。近隣に暮らしたいとは誰も思わないのだろう。

　と、そこで頭かぶりを振る。足を運ぶ機会の少ない場所だからといって、物珍しさに浸っている場合ではない。

　傍そばにいるエリーゼとロキに呼びかける。

「散らばらずに行動しよう。まずはオリビアとマーケットを探す」

「はい」

「……ええ」

　そして三人で集合住宅の入り口まで向かった。

　オリビアたちが公共交通機関に頼らず徒歩のみで現地に向かったとしても、後から追ってきた自分たちより早く到着しているはずだ。

　アルマが知覚する限り、闘争の気配は感じない。敵との交戦が発生していないか、すでに終わったかの判断はまだつかないが……いつ接敵しても対応できる心構えを整える。

　何事もなければ、半壊した集合住宅の内部に身を潜めているはずだ。

　まずは確認に向かおうとしたアルマだが、そこで肩に手を置かれる。

「？　ロキか、どうした」

「はハ、こういう時こそ俺の出番ですよ。わざわざ中に入って調べなくても、俺にとっては万物が記録器ですから。入り口に触れたら──……うん、一発でわかりました」

　何の気なしに言ってのけ、アルマとエリーゼの二人は驚嘆する。

　鼻高々のロキだったが、余韻をぶった切る勢いでエリーゼが尋ねた。

「それで、何？　どうだったの？」

「あっはい。オリビアちゃんとマーケット、無事にたどり着いたようです」

「……敵には遭遇しなかったのか」

　ロキから告げられた事実を、アルマは吟味する。

　オリビアが敵の存在を察知して上う手まく撒まいたのだったらいいが……。

「ロキ。そのまま二人がいる場所まで案内できるか？」

　半壊して移動可能な場所が限られているとはいえ、どの階のどの部屋にいるのか、そこまで特定できるなら話が早い。

　そう思ってアルマは尋ねるが、壁面に手を触れさせたままのロキから返答がない。

「ロキ？」

「あ……はい、すみません。ちょっと深読みしていました」

　残留思念をとことん読み取ることを深読みと呼んでいるのか、それはともかく。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつといった様子であったロキだが、すぐに気を取り直すように腕まくりした。

「えーと、あァ、先に到着した二人の追跡ですよね。いけますよ！」

「……じゃあ頼む」

　先行して階段を上り始めたロキに続き、アルマとエリーゼは移動する。

　ロキは壁を撫なでながら、無言で歩みを進めていく。残留思念を読む、という行為がアルマには判然としないが、よほどの集中力を要求される能力なのだろうか。

　そんなことをアルマが考えていると、同じく気にした様子のエリーゼが脇を抜けてロキの肩を掴つかむ。

「ロキ。あなた、大丈夫？」

「おォう──!?」

　現実に引き戻され、ロキが足を止める。

「な、なんですか？」

「どうして注意力が散漫なの？　能力の弊害？」

「へ？　いやいや」

　気遣いなのだろうが、エリーゼは圧が強過ぎる。半眼のアルマが、それでも口出しせずに見守る中、ロキは全力で首を横に振る。

「俺の能力は変なリスクとかないし、完璧に制御できていますから……！」

「でも、あなたの様子変よ。私だけじゃなく、そこの男も気が付くくらいだもの。あからさまに変なのよ」

「おい。僕を観察力の最低ラインのように言うのはやめろ」

　唐突にエリーゼの暴言が飛び火し、つい言い返してしまった。

「……──……」

　が、エリーゼはちらりとこちらを一いち瞥べつしただけで、すぐにロキに視線を戻す。なぜか一瞬だけ口角が持ち上がった姿が、アルマの優れた観察眼では捉えられたが。

　なぜか、癪しやくな気分がする。

　アルマが深呼吸して頭を冷ます一方で……ロキは当惑に眉をひそめつつ答えた。

「なんつーか、俺にもイマイチよくわからないんですが──……んー、懐かしい？　みたいな感じがしたんですよね。今までこんなところに来た憶おぼえはないんですけど……だから、それが妙に引っ掛かって……ひょっとしたら」

　頭に靄もやが掛かったような口調で、ロキは訥とつ々とつと言葉を紡ぐ──その途中で。

「あっ、やっぱり！　アルマ中佐ーっ！」

　上階に続く階段の踊り場から、馴な染じみのある快活な声が届いてきた。

　そちらへ視線を向けると、オリビアが踊り場からアルマが立つフロアの床へと、一足で飛び降りてくる姿が目に飛び込んできた。

　際どくめくれ上がるスカートに頓着せず、当人は無邪気な笑顔で華麗に着地する。

「お声が聞こえた気がしたのですっ。アルマ中佐、エリーゼさん、ハインケル君！」

　にこにこと笑うオリビアが、アルマ、エリーゼと順に視線を合わせて……。

　最後のひとりで、笑顔のままぴたっと止まる。

「あれ……あれれ？」

　ころころ首を傾かしげて、衝撃の事実に気が付いたように叫んだ。

「ど、どうしてハインケル君がここにーっ!?」

「はハー……話せば長くなるんだけど」

　目をぱちくりさせるオリビアに、ロキが苦笑する。

　そこへ体ごと滑り込ませてアルマは話を遮った。

「悪いがそんな暇はない。オリビア、彼女はどこに？」

「セレナはどこ？」

　オリビアは間近に敵がいることを知らない。ゆえに動揺した。

　二人続けざまに尋ねられ──張り詰めた表情のアルマと、帯刀したエリーゼの油断ない佇たたずまいから、何となしに状況を察したオリビアが凛りん然ぜんと上階を指差す。

「ひとつ上の階の非常口に一番近い空き部屋です。そこにいま、一人で」

「──」

　そのときだった。

　集合住宅の外で、何か白いものが上から下へ流れ──落下していく様に気付く。

　アルマは目線のみを動かし、持ち前の動体視力で、それが何かを鮮明に捉えた。

　……純白のファーだ。高級感のある毛の質感に、直近で見覚えがある。

　あれは、マーケットが身に着けていたものではなかったか。

　静電気にも似た痺しびれがうなじに走った。

　この集合住宅の各部屋前の廊下において、屋外に面する側は胸元の高さまでは壁があるが、それ以上は屋外と吹き抜けになっている。

　位置的にファーを落としたのは、今アルマたちがいるフロアの廊下──その真上だ。

　それを瞬間的に理解し、反応したのがアルマと、もう一人いた。

　流星の如ごとく金色の軌跡を描き、階段へと向かうエリーゼ。

　アルマは真逆の方向──……廊下から屋外へと飛び出す勢いで、突き出た壁の頂部に足を掛ける。

（踊り場を経由せずに済む分、直線距離でこっちの方が早い……！）

　そして、垂直に跳躍。

　一息に上のフロアへと手を掛け、身を起こす。

　アルマに続いて、エリーゼもまた上階へとたどり着く。

「──!!」

　そして、眼前に佇ちよ立りつする異形の怪物を前に、二人は目を見張った。

　無機質で感情の伴わない赤銅色の瞳。

　アルマでさえ見上げるほどの巨きよ躯くに、広い肩幅、それでいて細い腰元。

　さらに左右二本ずつ生はえ揃そろった鈍にび色いろに輝く腕。

　怪物は堂々たる二足歩行で、逃げ場のない廊下の端にマーケットを追い詰めていた。

　血の通わない角ばった五指が、彼女の小枝のような喉元を締め上げんと、柔やわ肌はだに触れかける寸前で──……怪物はガクッと動きを止めた。

　その場から跳ねたアルマが猛烈な脚力を振るい、軍靴の底を怪物の顔面に埋めている。

「離れ──……」

　ほぼ同時、愛剣を抜いたエリーゼが裂れつ帛ぱくの気合で、怪物の腕めがけて斬り上げる。

「──……なさいっ！」

　交通事故のような轟ごう音おんが響き、火花が散った。

　アルマの繰り出した跳び蹴りが、見るからに凄すさまじい重量を誇りそうな巨躯を吹き飛ばす姿は、何かの冗談のようにしか映らず──エリーゼの斬撃は派手さこそ劣るもの、見る者が見れば背筋を凍らせるほど流麗に関節部を狙い、鈍色の腕の手首から先をはねた。

　キリモミしながら怪物が後方に吹き飛び、地面を削りながら、やがて静止する。

　そこから怪物は頭部を起こし、怒りに燃えるように赤銅色の単眼で正面を睨にらむと──

「──……頑丈だな」

　その直後、フェデン国軍支給の自動拳銃を構えていたアルマが呟つぶやき、引き金を絞る。

　的確に単眼めがけて一発、二発、三発とまだ撃ち続ける。

『えっ、あっ、うっ、ちょ、このっ……きゃっ!?』

　発射された弾丸が単眼に激突する度に甲高い響きを立てる裏で、くぐもった戸惑いの声が聞こえた気がした。

　弾倉に二発残し、アルマは射撃の手を止めた。

　装甲が固すぎて意味をなしていない。同じことを続けても弾薬の無駄だ。

「あれがラメンタか。銃が効かないとは、強敵だな」
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『うぅ……、ひぃ……』

　いかつい外見の怪物から、今度こそはっきりと少女の声が届いてきた。

　ひょっとしたら、あの内側に人が収まっているのだろうか。見る限り機械仕掛けだが、こんな代物は未いまだかつて対面したことがない。

　少し遅れて階段を上ってきたオリビアとロキが、同じ光景を目にする。

「わわぁ、なんですかぁアレっ!?」

「ラメンタ……」

　驚きよ愕うがくしつつも短刀を構えるオリビアの斜め後方で、ロキが冷や汗を伝わせる。

　興味深そうに深紅の瞳を向けるエリーゼが、マーケットを背に庇かばう位置に立った。

　そこから数歩分、ラメンタに近い位置でアルマが声を掛ける。

「もう彼女を狙うのは諦めろ。投降すれば手荒な真ま似ねはしない」

『……』

　言葉が聞こえるなら会話が可能かと思い、話しかけてみたが、返答はない。

　……いや。

　少しだが、聞こえる。何か話している。

　耳を澄ませてみると、まるでこちらの意図を汲くんだ何者かの意志が働いたかのように、声量が適切に上がる。

『……手荒な真ま似ねはしないって、聞いたかい《エレジー》。出会い頭にこうも情け容赦ない攻め方をしておいて、命を取るつもりはないと言っているよ。あの男』

『──ぴぴっ──外部出力音声を、適正な大きさに修正したよぉ』

『だから甘ったるい声を出すなと──……ん？　いまなんて？　え、ボクの声、外に漏れたりしてないよね？　…………あッ!!　おい《エレジー》、設定変更だ！　今すぐ外部にとのコミュニケーションモードをオフにしろ、あと勝手にボクの声量を聞こえやすい大きさに上げるな、ばかばかばかばか、早くし──ブツッ……！』

「……？？？」

　面食らったアルマは、脳裏に三つほど疑問符を並べた。

　……何だったのだろう、今のは。

　アルマが背後へ視線を投じると、エリーゼもオリビアもロキも揃そろって背後を向いた。最後尾にいたマーケットが四人の注目を浴び、目を丸くする。

　唯一、この状況を理解していそうな彼女に、アルマが尋ねた。

「なんなんだアレは。何もしてないのに壊れた」

「機械オンチの年寄りみたいなことを言わないで。いくら倒し切れなかったからって、あれだけ強烈にキックしたんだから、何もしてないなんてことないわ！」

「驚いたな……きみも、そんな常識的な注意ができたのか。すごいじゃないか」

「何だか心外な褒ほめだけど、受け取っておくわ！　で、一応説明しておくと、今のはラメンタが開発した人工知能《エレジー》よ。ラメンタ自身の声を音声基盤にしているから、どっちが喋しやべっているかわからなくて、外から見たらかなりの奇行ね！」

「人工知能……字面から察するに、思考するマシンというところか」

　一応得心がいったアルマは、再びラメンタと対たい峙じする。

「投降には応じないつもりか？　彼女がひとりになったところを狙ったようだが、動き出しが少々遅かったな。僕らが到着する前なら、今よりは可能性があっただろうに」

『…………』

「もう喋ってはくれないか」

　それならそれで、実力行使しかない。

　手袋の裾口を引いてはめ直し、アルマは相手の出方を窺うかがう。

　すると、威圧感を醸す強固な鋼の躯く体たいが、一歩前方に踏み出た。

『──ぴぴっ──マスター・ラメンタは追跡中に《エレジー》の学習データを整理していたら、手違いで全データを削除しかけて慌ててキャンセルしている内にターゲットを見失ったから、予定外に手間取ったんだよぉ』

「……全部言うなぁぁ……！」

　間延びした音声で《エレジー》がぶっちゃけた後、ラメンタの悲ひ愴そうな肉声が、怪物の持つ鋼の装甲を貫通する声量でこちらの耳にまで届いてきた。

　何と言うか、アルマでさえ戦闘の気概が削そがれる。

「……なあ、もういいんじゃないか。投降しよう？」

『──ぴぴっ──』

　また電子音が鳴る。

　今度は何を言うのかと、アルマは呆あきれた眼まな差ざしを向けた。

『ターゲット確保』

「──……なっ!?」

　咄とつ嗟さに背後を見る。

　すると、最後尾のマーケットが、ひとつの鈍にび色いろに輝く手首に腕を掴つかまれていた。

　それは先ほどエリーゼが切断した、怪物の手首だ。

「あんな状態でも、動くのか……！」

　即座に動こうとするアルマだが、完全に後手に回っていた。

　見れば、手首の切断面からは太いワイヤーが伸び、それが屋外に向かって垂れている。ワイヤーの端がどこに繋つながっているのか、アルマが理解すると同時──モーターの駆動音が鳴り響き、手首の内側へとワイヤーが巻き取られ始めた。

　──アルマの推測通りなら、ワイヤーの端は地上に固定されている。恐らくは手首の断面から射出した後、マーケットの腕に掴みかかったのだ。

　その状態でワイヤーを引けば、一方が地上に固定されている以上、動くのは手首とマーケットの方だ。彼女は牽けん引いん力りよくに抗あらがえず、あえなく地上に転落してしまう。

　アルマでは間に合わない。だが──……。

「エリーゼ！」

　誰よりも早く異変に気付いたのか、動き出しに間に合っていた。

　エリーゼは愛剣を閃ひらめかせ、ワイヤーを刃で撫なでる。だが、巻き取りに弾はじかれた。

「っ……！」

　二度目の斬撃を振る余裕はない。

　するとエリーゼは躊ちゆ躇うちよなくマーケットに抱き着き、そして……共に落下した。

「エリーゼさんっ!?」

「っ、いけません、ハインケル君。敵は前方にも……！」

　後方で繰り広げられた大立ち回りから、ロキとオリビアは視線の向け先が落ち着かない。

　ドン、と下方から鈍い音が聞こえ、ロキは思わず目を瞑つぶる。

　目まぐるしく変動する状況で、ハッとしたオリビアは正対へと短刀を向け直し──

「あ、あれれ……」

　困惑した。

　ラメンタとアルマの姿が、いつの間にか消えているのだ。

　その光景に息を呑のんだのはロキも同じだった。慌てて、エリーゼとマーケットが転落した後方へと駆け寄って、下を覗のぞき込こむ。

「……は、ア？」

　だが、地上には赤い染みが広がるだけで、人影がない。

　エリーゼもマーケットもいない。地上の血だまりの脇で、地面に突き刺さった鋭利なピックとワイヤーだけを残し、怪物の手首はどこにも見当たらなかった。

「……よ、四人は、どこへ行ったのでしょう。ハインケル君？」

「わからない──……けど」

　後なら追える。

　緊迫した面持ちのロキは、己の手を見下ろし、仲間たちの無事を祈るのだった。








第四章　英雄夫婦の最愛リカウント




　その日、アルマに出会いがあった。

「きみ、大切なものはある？　私にはある、ひとつは──きみだ」

　当時十三歳のアルマに、従姉いとこのセレナは初対面にもかかわらずそう言った。

　戦災孤児になり伯母家族に引き取られ、沈んでいた毎日を過ごしていた時分である。

　他者と慣れ合わず、距離を取っていたアルマにもお構いなしだ。

　それから一年後──……。

「セレナ。初めて会った日の質問、憶おぼえているかい？　今なら、何もないなんて答えない。きみのおかげだ。本当に、今までありがとう」

　言葉を返せないセレナを前に、十四歳のアルマは永遠の別れを告げた。

　自分自身を思い返すと、あまりにも不愛想だった。彼女は限られた時間をこんな自分に使い、本当に幸福だったのだろうか。

　──……変わらなくてはならないと、そう思った。

　もう二度と、あのとき優しくしておけばよかったなんて、後悔しないために。

　たとえ彼女を忘れてでも、彼女から教わった大切なことを憶え続けていられるように。

　アルマ・ストレンは……その原点から始まり、そして英雄になった。





　　　◇






　──完全な暗闇だった。

　灯あかりひとつもない異様な空間に、アルマは放り出されている。

（……どこだ、ここは）

　警戒し、声は発さない。息も潜める。

　つい先ほどまで集合住宅にてラメンタと交戦していた。だが、虚を突かれてマーケットが襲われ、彼女を守ろうとしたエリーゼが一緒に転落する姿を見た。

　だがエリーゼは死なない。そして自分を下敷きにしてでもマーケットも守ろうとする。彼女は救えるはずの命を決して見捨てられない……そう信じてすぐに前方へ視線を向け直したアルマだけが、隙を突いて逃げようとしたラメンタを追うことができた。

　そしてラメンタに肉薄したものの、度を越した防御力の装甲を前に決定打が得られず、叩たたいては追って、叩いては追って、と繰り返しているうちに……。

　気が付けば、こんな妙な場所にまで逃げ込まれていた。

　踏み入れた時には扉があったが、音もなく閉ざされたようだ。

　そのとき、ほど近い距離から布きぬ擦ずれが耳に届く。

「……どこよ、ここ」

「！　……エリーゼ？」

　はっきりと声が聞こえた。

　そちらに向け、アルマは囁ささやくように呼ぶ。

　すると、鋼の擦こすれる音──愛剣の切っ先が床を擦ったのだろう──が聞こえる。

「あなたもいるの？」

「……ああ、そうだ。頼むから剣を振り回さないでくれよ」

　本心からそう思う。文字通りの闇討ちになりかねない。

　不意に接触して反射的に斬られていた恐れもあったかと思うと、ぞっとする。

　エリーゼのいる方向へにじり寄る。そう遠くはないはずだ。

「……んぷっ」

　胸元に軽く柔らかいものが当たった。

　甘く女性的な香りが鼻び腔こうをくすぐり、アルマは顔を背ける。

「顔をぶつけた……どうして避けないのよ」

「無む茶ちやを言うな、無茶を」

　目視できないが、間近にエリーゼがいる。睨にらんでいる顔が目に浮かぶようだ。

　つかず離れずの距離がちょうどいいとは思うが、うまくいかず、互いの手の甲がぺちぺちと触れる。

「近いわよ。離れなさい」

「それでは遠すぎる。間違いで斬られるのは御免だ」

「だから、近いってば……！」

　胸や脇を小突かれながら、どうにか適度な距離を保つ。

　黒一色で変化の無い風景で、ただ周囲への警戒だけは続けつつ──

「そういえば、きみはどうやってここへ？」

「……一緒に落ちたセレナを、私を下敷きにして助けた後、傷はすぐに治ったけど頭から落ちたから、少しふらふらしたの。そしたら、あの機械の手首がセレナを運んでいるのを見たから、後を追いかけたわ」

「で、気が付いたらここに……か。似たようなものだな」

　場所がどこなのかを暴くヒントは得られず、アルマは溜ため息いきをつく。

　アルマがラメンタを見失ったように、エリーゼもマーケットを見失ったというわけだ。

「あと……彼女はマーケットだ。そっちは偽名だから、もう呼ばなくていい」

「？　でも、呼び慣れちゃったもの。どちらでも構わないでしょう？」

「…………」

　エリーゼの言葉が、彼女の思っている以上に、アルマの胸に深く刺さる、

　だが、それはアルマが果たさなかった責任のツケだ。

　だから話すなら、今この場がいいのかもしれない。

　互いの顔も見られない状況なら、気休め程度だが、話しやすい気がする。

「……エリーゼ。実は」

　アルマが思いを明かそうとした、そのときだった。

　暗闇だった空間が、唐突に白く輝く。

　闇に目が慣れていたところに、真っ白の光だ。思わず腕を顔の前に掲げる。

　そして徐々に目に明るさが慣れてきた頃、周囲を見回した。

「ここは──……何だ、まるで」

　目を疑うアルマ。彼の言葉の続きを、エリーゼが適切に呟つぶやく。

「──研究所？」

　異様なほど白く清潔感のある壁や床。

　用途はわからないが、大小さまざまな機械があちこちに置かれている。

　専門性を感じさせる設備に囲まれ、アルマとエリーゼの二人は瞠どう目もくしていた。

「馬鹿な……ここは集合住宅の跡地だろう。なぜこんな」

　アルマの疑問に、エリーゼも頷うなずいて同意を示す。

　その直後──

『答えてあげる。ここは閉鎖された地下のラボさ。東西戦争中に運用されていた、ね。懐かしい、まだボクもマーケットと一緒に来たことがある。あぁ、ロキもいた頃だったかな』

　ざらついた音質のアナウンスで、少女の声が響いた。

　即座に拳銃を引き抜いたアルマと抜刀したエリーゼが、同じ方角に戦意を向ける。

　純白の部屋の壁際に、単眼多腕の怪物が佇たたずんでいた。先ほどアルマの蹴りで装甲をへこまされ、エリーゼの斬撃で手首がひとつ断たれた姿とはいえ、威圧感は健在である。

「……ラメンタ！」

『ああ、違う。そっちじゃない。もう少し上だよ』

「何？」

　拳銃の照準を怪物に定めたまま、アルマは視線を持ち上げる。

　よく見ると、壁面の上方──一部に大きなガラス板が備え付けられていた。ガラス板の奥には広い空間が窺うかがえる。そちらにも部屋があるようだ。

　ガラス板というより、つなぎ目の無い大きな長方形の『ガラス窓』らしい。窓の奥の部屋から、アルマとエリーゼがいる純白の部屋を見下ろせる構造になっている。

　そして、ガラス窓の奥の部屋に──淡い空色の髪の少女がいた。

　年齢は十代前半ほどか。前髪をピンで留め、首元には黒色のチョーカー。

　上半身は胸部を隠すタンクトップのみで、肩回りや腹部は張りのある肌が露あらわになっている。大だい腿たい部ぶの付け根までしか丈のないショートパンツを穿はき、それを留めるベルトにはスパナやレンチ、ドライバーを収めたポーチが提げられていた。いわゆる工具ベルトだ。

　あの少女がラメンタ──想像していた以上に若い。

　ラメンタは冷淡な表情で、こちらを見下してくる。

『やあ。改めて自己紹介をしようか。……ボクはラメンタ。きみらは、東西の英雄として名の知れた夫婦だって？』

「……恐れずに出てきたことは褒ほめてやろう。だが、この距離でも僕は外さないぞ」

　銃口をラメンタに向け直す。

　だが、つまらない冗談を聞いたようにラメンタは鼻で笑った。

『ご自由に。無駄撃ちになるけどね。このガラスは銃弾くらい……』

　直後に銃声。

　ラメンタから大きく外れた位置で、弾丸がガラスの表面を穿うがった。

　……貫通はしていない。

「銃弾くらいものともしないとは、どうやら本当らしいな」

『せ、せめて最後まで聞いてから試すものだろう！　びっくりさせるなよ、もう……こっちにも段取りがあるんだから！』

「付き合っていられないわ」

「同感だ。ラメンタがあそこにいるということは、こっちは抜け殻なのかな」

　出口を探しつつ、物言わぬ単眼多腕の怪物を横目に見るアルマとエリーゼ。

　ラメンタの言い分を無視し、閉まり切った扉に近づく。

『……こ、こいつら！　目にもの見せてあげるよ、やれ《エレジー》！』

　ラメンタが叫ぶと同時、再び部屋が暗転した。

　完全な暗闇に視界が奪われるが、恐れるに足らない。この部屋に脅威となるものなど、何もない……アルマがそう考えた矢先。

　ぽぅ、灯ともった赤銅色がこちらへ急速に接近──そして。

「ぐっ!?」

　大型車に突っ込まれたかのような衝撃が、アルマへと横殴りに襲い掛かった。

　足が床から浮き、いくつもの機材を巻き込みながら吹き飛ぶ。

　耳をつんざく暴力的な音と、闇に浮かび上がる赤銅色の灯あかりに、エリーゼも気が付く。

「まさか、さっきの人型の機械？　でも、中身は……」

「──《エレジー》。ラメンタが言っていた、人工知能が操っているんだろう……」

『へえ。鋭いね』

　アルマの勘を、ラメンタが肯定する。

　それから、また室内に眩まばゆい灯りが点ともった。

　視界を明滅させられ、苛いら立だった様子のエリーゼの相貌が視界に映る。

「鬱陶しいわね。点つけたり消したり、そうしなきゃ、あなたも見えないの？」

『……。…………。…………』

「馬鹿なの？」

　図星を突かれて黙りこくるラメンタに、エリーゼが正直な感想を告げた。

　すると頬ほおに朱が差した顔で、必死にラメンタが異論を唱える。

『ボ、ボクのせいみたいに言うな！　これはラボが古いせいだ。大本の電源を直すのが精一杯だったんだ！』

「つまり各部屋の照明を一斉に点けるか、一斉に消すかしかできないと……」

『う、うるさい。残念なものを見るような目で、このボクを見るなってば！　まだわかっていないようだけど、主導権を握っているのはボクだ、これを見なよ！』

　ラメンタが視線を外すと、背後からキャスター付きの椅子を引いてくる。

　そこには……手足を拘束され、口を布で縛られたマーケットが座らされていた。

　ラメンタは左腕の先に大振りのレンチを提げ、勝ち誇ったように視線を戻す。

『ここはきみらの……』

「はああっ！」
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　全力で放ったアルマの掌底が、単眼多腕の怪物を吹き飛ばした。

　アルマが《エレジー》と交戦する中、エリーゼは愛剣で部屋の扉を無む理り矢や理りに開いて脱出しようとしている。

『ば、ばかばか、馬鹿かお前たち！　ボクの話の途中だろう！』

　慌てて部屋を暗転させる。

『ここはきみらの公開処刑場だ。ボクの邪魔をした罪をわからせてやる。大人しく《エレジー》から制裁を受け続けるんだ。でなければマーケットのこれで殴り殺す──……って、言おうとしたのに！』

「面倒ね。何回やるのよ。ぱちぱち、ぱちぱち……」

「あと数回叩たたけば、あの怪物倒せそうだな……少しずつ部品が散らばっている」

『こっ、この、もう二度と点つけてやるものか。やれ《エレジー》！　暗闇から一方的にそいつらを倒すんだ！』

　そうして暗闇に浮かぶ上がる赤銅の灯あかりが、攪かく乱らんさせるように縦横無尽に躍る。

　だが、アルマなら苦心せず追うことができる。拳は届くはずだ。

　間合いを測る最中、どうしても湧いた疑念が口をつく。

「さっきから思っていたけど……闇討ちの戦法だと、あいつの頭部の目が光っているの、致命的じゃないか？」

『……！　《エレジー》！　ライトオフ！』

「消せるの!?」

　ラメンタが叫ぶと、何も見えない暗闇が完成してしまい、アルマは動揺する。

　こんな意表の突かれ方があるだろうかと拳を空振りさせた。そこへ鋼鉄の脚部が迫り、腹部をしたたかに打ち付けられる。

「……ぐっ、馬鹿が。こんな奴やつにだけは負けられない……！」

『やった！　かつてないダメージだろうね』

　体の被害よりも心の被害の方が大きいのだが、ラメンタは満足気だ。

　一方、暗闇で黙々と脱出の模索をしていたエリーゼが、思いついたように指摘する。

「そういえば……この暗闇で、あなたも人質をちゃんと狙えるの？」

『ふん。当たり前さ。何のために拘束したと思っているんだい。奴はすぐそこに──』

　マーケットの腰かける椅子の背もたれに、ラメンタは手を預けようとして……。

　五指が空を切る。

『……マーケット？　マーケット……？　待て、どこだマーケット！』

　ぶんぶんとレンチが振るわれる風切り音と、微かすかにカラカラ……と届く音。

　視覚情報は何もないが、何となく情報が察せられたエリーゼが呟つぶやく。

「何でキャスター付きの椅子に縛ったのかしら。詰めが甘いわ……」

「く、屈辱だ……こんな茶番に付き合わされるなんて。このままで終われるか！」

　暗闇で《エレジー》を相手取るアルマが、頬ほおに受けた鋼の拳を、瞬時に掴つかみ取とる。

　この時ばかりは怒りに身を任せ、掴み取った拳の付け根──本体があると思わしき箇所へ、全力の前蹴りを放つ。

　腕の一本を置き去りに、鋼の躯く体たいを彼方かなたへ蹴り飛ばす足応えがあった。

　怒りを発散し、アルマは息を整える。もう戦闘の趨すう勢せいは見えた。

　ラメンタや《エレジー》に負ける未来はない。目的を果たすための必要最低限の布石を敷くことができなかった少女の敗北だ。

　ここから先は、アルマにとっては別の戦いになる。

「──マーケット。僕の声を聞いてくれ。聞くだけでいい」

『……』

　呼びかける。傾聴してくれているかは不明だが、アルマは言葉を続ける。

「きみに出会ったとき……ああいや、きみの素顔を初めてはっきりと見たときか。実を言うと、ひどく驚いた。きみの顔が、僕の従姉に瓜二つだったからだ」

「──……」

　アルマが語る少し遠い場所で、剣が扉を斬りつける音が止まった。

　その直後、アルマの背後で微かにスプリングが軋きしむ異音。風の流れを肌で感じ、《エレジー》が繰り出す鉄拳の振り下ろしと、同時に左右から迫る腕の挟み込みを躱かわした。

　アルマの感覚が、着実に冴さえていく。

　暗闇で用をなさない瞳を閉ざし、記憶を遡る。

「その従姉いとこの名前はセレナ……今にして思えば、僕は、ぽろっときみに言いこぼしていたのかな。顔だけではなくて、名前まで同じだからより一層驚かされた」

『……』

「でも、マーケット。きみはセレナじゃない。こんな当たり前の事実を、真相のように語るのは可お笑かしいが……」

　アルマがこぼした笑みは、自嘲だ。

　顔もそっくりで名前も同じ女性を──……幻想と気づくべきはずのことを、ありのまま甘んじていた己への軽蔑だ。

「マーケット、きみに悪意はなかったんだろうな。ただパズルのように、形の合うピースを繋つなげてみただけのような感覚で、そこに僕も含めた他人の思惑が重なって、こんな混こん沌とんとした状況になった。大本をたどってみれば、皆が皆きみに振り回された……」

『……』

「だが、僕個人はそれでよかったと思っている」

『……！』

　誰かが、息を呑のむ気配がした。

　それを察知しつつ、《エレジー》の猛攻を感覚的に捌さばき切る。

　暗闇での微かすかな情報、それを脳裏で精査して対策を講じる必要は、もうない。

　この短時間の内に、視覚を奪われた状況での戦闘経験を十分に積んだアルマは、思考を割かずとも恐るべき瞬発力で迫りくる攻撃に反応した。

　おかげで、熾し烈れつな戦闘の最中であるにもかかわらず、言葉を紡ぐことに集中できる。

「きみのおかげで、誠実さを勘違いした自分に気づけた。きみのおかげで、弱さに向き合えない弱さに気付けた。それらを克服すれば、そうすれば──」

　アルマが浮かべた挑戦的な笑みは、誰の目にも映らない。

　その裏で放った掌底が、迫りくる鋼鉄の圧を突き返した。衝撃で細かな部品が外れ、床を跳ねる音が響く。攻撃の手応えも、徐々に軽快になり始めていた。

「僕は最愛の妻の、理想の夫に近づける」

「──は」

　アルマが言葉を溜ためたことで生まれた、一瞬の静寂。

　そこで思わず声が漏れたエリーゼ。

　妻がどんな顔をしているのは知れないが、自分がやるべきことはわかる。

「マーケット……ありがとう。お礼だけ言いたかった」

　そして。

　暗闇から襲い掛かる多腕の連撃。それらを、アルマは真正面から打ち破る。

　生身と鋼鉄。激突するたび崩落するのは鋼の躯く体たいだ。幾度となくアルマの猛撃を受け続け、ここまで活動を維持しただけでも驚嘆に値する鋼鉄の躯体も……限界だった。

　最後に突き出したアルマの拳は、悲しいほど抵抗なく、《エレジー》の操る身体からだを穿うがった。装甲が剥はがれて露出していたデリケートな内部機構を、根こそぎ破壊する。

　緩慢に後退するアルマ。怪物は鋼の擦こすれ合う音で最後に鳴き、永久に停止した。

「……」

　まだ、終わっていない。

　アルマは思い返す。敵は見誤らない、と。

　味方ではないが、敵でもないマーケットとの話は、ここまでだが。

　本題は、ここからだ。

　それだけ、では済まされない相手との対話がまだ残されている。

「エリーゼ。きみに話がある」

「──ん……」

　揺れ動く感情を示すかのように、エリーゼが小さく喉を鳴らした。

　強く脈打つ鼓動がアルマの耳に届かないよう、胸元に左手を添えながら。

　反対の右手に提げた愛剣の切っ先で、床面を削る。

「私はあなたを許さない」

「……」

「でも、話くらいならしてあげるわ」

　ここが暗闇でよかったと、エリーゼは思った。

　なにせ、自力では隠せないものまで包み隠してくれる。

　それは、アルマが語った勘違いや弱さも同じこと。

（正真正銘、私が与える最後のチャンス……掴つかみなさい、アル）

　エリーゼの場合──最愛の夫への期待。

　隠したいが、隠せるはずがない。その期待はかつて彼へ向けた愛情と同じ規模なのだから。
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　同時刻──一方では。

　ロキとオリビアの二人は、密閉された一室の正面までたどり着いていた。

「ハインケル君、この扉の向かい側にアルマ中佐たちが？」

「あァ──……そう、だけど」

　残留思念を読み取り、ここまでは順調に歩み進められた。集合住宅の真下に、こんな寂れた地下空間が存在していたとは、外から見た時には想像もしていなかった。

　扉に触れ、さらに深くまで残留思念を読み取る。

（どうも俺は……ここに来たことがあるみたいだ）

　他ひ人と事ごとのように思いつつ、過去に定着したであろう思念から……己の姿を感じる。

　マーケットの助手兼弟子だった頃、この場所──このラボにいたのだと。

　マーケットやラメンタと肩を並べて、当時の自分が何を思っていたのか、今のロキはそこまではわからない。

　ただ、柄にもなく感傷的な気分だった。

　ロキは今の自分に満足している。それは間違いない。

　けれど、かつてのロキが……記憶を失う前のロキが、もし今のロキを目の当たりにしたとして、本当に望むものを得たと満足してくれるだろうか。

　かつての自分が前進していた軌跡を逆走し、欠けた記憶を埋め直そうと躍起になっていた頃から、思念を通して感じる過去の己は、どこか他人のような感覚だった。

　同じ自分なのに、おかしな話かもしれないが、今を生きるロキはこうも思うのだ。

（自分を捨てて新しい自由な生き方を望んだ昔の『俺』も、これで報われたなら……）

　心から喜べる、と。

　過去に消えた自分自身の考えなど、知る術すべがないのだから、宙ぶらりんの気持ちだが。

　長らく面影を追っていた『相手じぶん』に対し、数奇な情が移ったのかもしれない。現在のロキ自身が、昔の自分の目から見れば見当違いな幸せに浸っているだけだとしたら……なんて、一抹の不安がよぎったのだ。

（いくら考えたって、俺じゃあ、納得がいく答えなんて出せない）

　ロキは視線を扉から外す。

　何とか扉を開けられないかと試行錯誤していたオリビアに、別の方針を伝える。

「……移動しよう。行かなきゃならないのは、ここじゃない」

「えっ？」

「アルマ中佐とエリーゼさんは、二人だけで何とかするだろうから。俺たちは、二人が問題の解決に少しでも集中できるように、露払いに務めようか。とはいえ、オリビアちゃんの実力頼りなんだけど」

「むむ……よくわかりませんが、士官学校を首席で卒業した私に、どーんとお任せくださいっ！」

　得意げな顔で豊かな胸を張るオリビアを連れて、ロキは通路を駆け出した。
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　真っ暗闇の一室。

　大振りのレンチを固く握りしめるラメンタは、マーケットの気配を感じては、鋭い一いつ閃せんを闇に走らせる。そうやって何度か、何もない箇所を空振りしていた。

　腹立たしさのあまり、ラメンタは己の殺意が高まっていくのを実感する。

「これは茶番なんかじゃない……ボクがマーケットを殺して、それを示してやる。あいつさえいなければ、ボクが一番の天才なんだ！」

　ラメンタが目指す頂点の座は、ただ待っているだけでは、延々と空席にはならない。

　なら、力ずくにでも奪わなくては──いつまでも格下に位置づけられては我慢がならない。少なくともラメンタにとって、次席に収まる人生に価値などないのだ。

　だから、何としてでも、ここでマーケットの殺害を阻まれるわけにはいかない。

「──！」

　そのとき、ラメンタの指先に何かが触れる。

　生温かい弾力のそれは、女の柔やわ肌はだに相違なかった。ラメンタは即座に五指で相手を掴つかみに掛かる。恐らくは二の腕だろう、これでもう逃がさない。

　勝利を確信したラメンタは、振り上げたレンチを、躊ちゆ躇うちよなく全力で振り下ろした。

　鈍い音。確かな手応えが伝わってくる。

　けれども、暗闇で視界が確保できない。今の一撃で致命傷を与えられたのか、判然としなかった。

　頬ほおに冷や汗を伝わせるラメンタは、念のため、追撃を加えようと腕に力を込める。

　……だが、レンチがぴくりとも動かなかった。

「っ──!?」

「一番にこだわるあなたの執着、わかる気がします。なぜなら、そう……」

　間近から届いてきた声音により、ラメンタの表情が張り詰める。

　──マーケットじゃない。そこにいるのは、まったくの別人だ。

　それに気づいた瞬間、黒く塗りつぶされていた視界に、白光が飛び込む。

「し、照明が！　──うっ!?」

「私は、士官学校を首席で卒業していますから！」

　素手でレンチを難なく掴み取っていたオリビアが、目にも止まらない手早さで、光源に目が眩くらんでいるラメンタを組み伏せた。

　苦く悶もんの声を漏らし、床面に頬を付けるラメンタは、視界の端でもう一人を捉える。

「ロ、キぃ……お前っ！」

「はハ。勝負あり」

　肩で息をしながら、照明の制御盤に手を掛けるロキが言い切った。

　生身のラメンタでは、フェデン国軍の強化兵であるオリビアには敵かなわない。全力で急いできた甲か斐いがあったようだ。あちらは任せてよさそうである。

「さて──こうして、無事にお会いできて何よりです。マーケットさん」

「……」

　ロキが一いち瞥べつした先には、椅子に縛り付けられた女性がひとり。

　マーケットは落ち着き払った相貌で、興味深そうにロキを見据えていた。

「いま、拘束をほどきます。じっとしていてくださいね」

　こくりと首肯するマーケットの前へ、ロキが跪ひざまずいて重心を落とす。

　手足と口元の拘束具が外されるまで、二人は静かに視線を合わせていた。

「……ん」

　やがて完全に自由の身となったマーケットが、立ち上がる。

　眼前に佇ちよ立りつする見目麗しい彼女を前に、ロキは言葉選びに迷った。一言では語れない複雑な関係であるし、そもそもマーケットはこちらのことをどう思っているのか。まったく想像がつかない。

　あるいは怖おじ気けづいているのか、ロキは己の指先の震えに気付く。

　ともすれば、念願の再会を果たしたわけだ。過去の自分に関する記憶への執着心はもうないが、彼女との接触を最優先の目的に掲げ、長らく行動していたわけだし。

　今さら、何を喋しやべったらいいものか。そんな風に当惑するロキに、

「ありがとう。助けてくれて」

「……思いのほか、素直に言葉にするんですね」

「こらこら失礼だぞ、きみィ。私をどんな人間だと思っているのよ！」

　柳眉を逆立てたマーケットは、心外だと言いたげに指を突き付けた。

　それから……頬ほおを緩めて、神妙な表情をつくる。

「でも確かに、お礼を言い慣れてきたのは最近のことかしら。私も少しは変わったのかもしれないわね……ロキ、きみと同じで」

「えっ？」

　不意打ち気味に名前を出され、目を丸くする。

「えっと、どういう……？」

「ああ、今のきみは、昔の自分を知らないものね。私やラメンタの知るきみとは、ずいぶん人柄が変わったように感じられるわ」

「……そ、それは」

　後ろめたさにも似た居心地の悪さが、喉の奥からせり上がってくる。

　先にも頭をよぎったことだ。やはり昔のロキにとって、今のロキの境遇というのは、当初目指した望みとは違ったのだろうか。

　だとしたら、心苦しい。

「ふふふ。昔のきみは……無口で孤高で、常に寂しそうな背中の少年だったよ」

「──……？」

　含み笑いも交えたマーケットの物言いに、ロキが要領を得ずに首を傾かしげる。

　ロキにとっては知らない自分だ。語られた人物像は現在の己の性格と合致せず、にわかには信じがたいが……不思議と、むず痒がゆさを覚えてしまう。

　いつになく喋しやべりづらい心持ちのロキに、マーケットが言葉を続けた。

「何にせよ、おめでとう」

「？　どういう意味ですか」

「……ロキ。私はアルマ君とエリーゼちゃんの家で、彼ら夫婦とオリビアちゃんがきみのことを話題にしている姿を見たわ」

「はあ」

「この私の目から見ても、彼らはきみを仲間として受け入れていた。以前のきみからは考えられない交友関係よ。私とラメンタと一緒にいた時でさえ、仲間意識は希薄だった」

「……それって──」

　マーケットの言葉から、何かを感じ取り、ロキの瞳が揺れ始める。

　麗しい彼女が紡ぐ言葉は、その容姿にも劣らないほど美しく、何より温かく響いた。

「今のきみは、やはり何かが変わった。アルマ君たちのおかげか。ともかく、よくやったよ。勇気を出して飛び出した外の世界で、よく、望みのものを掴つかんだね」

「……！」

「いまのきみには寂しさの欠片かけらも窺うかがえない。昔のきみも、さぞ満足だろう」

　マーケットはそう語り、自らも満足気に微笑ほほえんだ。そんな彼女の声色は、自分でも驚くほどロキの胸に沁しみた。

　そうか、と。

　胸の中心に手を添えて、穏やかに微笑む。

「なら、ああ、よかった……」

　瞬間、頭に残っていた昔のロキの面影が薄まり、胸が軽くなった。

　長旅の終わりを迎えたような、そんな気分だった。
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　少しだけ──時を遡る。

　アルマとエリーゼの二人がいる空間が、まだ常闇に包まれていた折。

　ラメンタとの戦いに完全勝利の見切りをつけ、実際に《エレジー》との戦闘で勝利を収めたアルマは、妻と向き合い会話の火蓋を切ろうとしていた。

　エリーゼから与えられた和解のチャンスを、必ず掴つかむために。

　声色を聴く以外の感覚は、暗闇がことごとく封じている。

　ただ、そのおかげで……まるで心から直接肉声を発しているかのように、不可思議なほど滑らかに対話は始まった。







「僕が十三歳だった頃の話だ。従姉いとこのセレナとは、その時に初めて出会った」

「……あなたが子供の頃の話、私ほとんど知らない」

「話題を避けていたんだ。どうしても暗い話になる」

「……」

「東西戦争の真っただ中だったろう。両親と故郷を無くして……十四歳になるまでの一年間、伯母の家で暮らした。でも当時の僕は、誰とも親しくなれなかった」

「その頃から性格が悪かったの？」

「おい。誰が性格の悪さが原因で爪つま弾はじきにされたと言った。……単純に僕から避けていた、他人と親しくなることを」

「それは、どうして？」

「……多分、楽だったんだ。何事にも心を動じさせない方が。誰かと親しくしたり、嫌われたり、正と負のどちらに傾く要素も要らない。孤独の安定感が、僕の支えだった」

「ふぅん。消極的ね……今のあなたからは想像できない」

「人並みの心が、僕にもあったということさ」

「その頃のあなたは、きっと凡庸だったのでしょうね」

「……」

「あなたを変えたのが、従姉のセレナ？」

「ああ。そう、彼女は初対面の僕にこう言った。『きみ、大切なものはある？　私にはある、ひとつはきみだ』と」

「……まさか、それであなたは落ちたの？」

「傷心の子供時代になんてことを言うんだ。わけのわからない口説き文句で落ちるほど僕は恋に盲目じゃない」

「やっぱり口説き文句だとは思ったのね」

「今思えば、だ。その頃の僕は、『何もない』と答えただけだ」

「何もない？」

「ああ。自分さえ、もうどうでもよかった」

「……」

「でも彼女は──セレナは違った。食事も喉を通らない僕のために、手を替え品を替え、空腹を刺激する料理をつくったり……日陰にこもりがちな僕を外に連れ出して、帰り道がわからなくなるくらい山奥までピクニックに出かけたりした」

「微妙にずれてないかしら？」

「ああ、可お笑かしいだろう？　でも、そんなのが毎日続くんだ……根負けしたよ。『何もない』を求めていたはずの僕が久々に、楽しいと──それはもう、楽しいと」

「ふぅん……」

「一度認めたら、あとは下り坂だった。よく笑い、よく泣き、よく怒った」

「普通の子供じゃないのよ」

「だから、普通の子供だったんだよ。僕は、『普通』に連れ戻してもらったんだ」

「でも──……じゃあ、今のあなたとは繋つながらないわ」

「……」

「何があったの？」

「……セレナが初対面の時に言った言葉、その意味がわかる出来事があった」

「どんな？」

「セレナはね……誰にでも優しかったんだ。毎日彼女といたけれど、毎時間いたわけじゃない。僕といない時間に、彼女は色々な人と関わり、交流を重ねていた。今まで一度も話したことがない相手にも声を掛けるんだ。僕の時と同じように」

「……『私の大切なもの、それはきみだ』って？」

「ああ。口だけじゃなく、本当に一年中──……皆にそれを行動で示し続けた」

「どうして……そこまで」

「セレナは心から周囲の人々を……隣人を愛していたんだ」

「……。愛……？」

「ああ。自分の労力を惜しまず、他人のために。……美しい生き方だと思った。僕も彼女からの愛を受け取ったひとりだから。彼女のように在りたいと憧れた」

「──。もしかして、それがあなたの……人助けをする理由？」

「いいや、僕は……憧憬だけじゃない。セレナ自身の願いも、あった」

「願い？」

「『平和』だよ。誰も傷つけ合わない、そんな穏やかな世界だ」

「──……」

「セレナが本当に成し得たかったこと、東西戦争中には夢物語のように感じられた平和な世の中……それこそ彼女が真に叶かなえたい願いだった」

「そんな大きな願い、普通は無理よ」

「そうだな。そうやって普通に諦められたら……あるいは、普通じゃない立場からそんな風に言えたら、セレナは──……病床で泣きながら、心から悔しそうに、僕に心中を打ち明けたりはしなかったかもしれない」

「──っ!?」

「彼女は泣いた。自分は無力だと。これだけの小さな平和しか叶かなえられないと。心は誰よりも立派で強いのに、生まれ持ったセレナの体はついて来られなかった」

「……」

「それで強く思い知らされた。手の届く距離にいる個人を救うだけでは、セレナの理想は叶わない。……悔しかった。セレナのことを心から尊敬していたから。彼女は僕にとって、再起する希望となる愛をくれた特別な人だったから──なら、僕がやろうと思った」

「……」

「僕が大いなる平和を主義としたのは、それが原点。セレナの理想を叶えたかった。だから僕は軍に入り、戦いに身を投じた。この意志は、いつまでも僕のなかに残り続ける」

「…………」

「セレナは特別だ。エリーゼ、もしきみが不服に思おうと、そこに嘘うそはつけない」

「………………」

「今回は……前に謝った通り、僕が悪い。さっきも話したが、子どもの頃の僕は不愛想だったから、内心に湧いていた感情を素直に見せて、優しく接してあげたかった。マーケットにセレナを重ねて、後悔を今さら取り戻そうとしたんだ……僕は」

「……………………」

「本当にすまなかった、エリーゼ。──……エリーゼ？」





　　　◇






　──白光。

　今まで瞼まぶたを閉ざしていたアルマは、薄い皮越しに照明の輝きを感じる。

　少しずつ、目を開いた。

「……眩まぶしい」

　どれほどの時間が経たったのだろう。

　エリーゼと言葉を交わすことだけに神経を割き、他のことは胸に残っていない。

　薄目で光量を調整しながら、ぼやけた焦点を合わせていく。

　すると、床に仰ぎよ臥うがする怪物が浮かび上がる。あれほど逞たくましく見えた肩幅の巨きよ躯くはどこにも見当たらない。周囲に無数の部品が、かつてそれを構築していたもののようだが。

　ともあれ、もはやそれには関心がない。

「……エリーゼ？」

　周囲を見回ながら、妻の名前を呼ぶ。

　部屋を一周、ぐるりと回って、それでも姿は見つからない。

「……って、うわっ！」

　エリーゼは──アルマの背中に隠れていた。

　わざわざ丁寧に死角に回り続けて、足音もなく。

「な、何しているんだ？」

「…………」

　無言。

　何の返答もないが、鋭敏になっていた聴覚が……洟はなを啜すする音を捉えた。

　アルマは目を見張る。それから嘆息する。

「……きみはずるい」

　一言呟つぶやく。

　それから、エリーゼの反応が間に合わない早さで、身を反転させた。

　すかさず妻の肩を掴つかみ、逃さない。間近で見つめ合う。

「──……っ、あなたこそ」

　エリーゼは深紅の瞳から、滂ぼう沱だの涙を溢あふれさせていた。

　指先で目尻を拭い、潤んだ瞳で睨にらみ上げてくる。

「見ないで。嫌よ、こんな……許すつもりなんて、なかった……でも」

「──」

「ここで私が、あなたを信じられなかったら……そんなの、あなたが可哀かわい想そうじゃない！」

　両腕が、アルマの背中に回された。

　ささくれ立った心を丹念に癒いやしていくように、彼女は背を撫なでる。

「勘違いしないでほしいのだけど、これは同情なんかじゃないわ……！　これはきちんと、私の気持ち。あなたの悲しみと後悔、それがわかるなんて言えないけど、あなたが悲しんだり悩んだりしている姿を見るのは……泣くほど胸が痛い、それが私の気持ち」

「……」

「私のことを愛していない夫に、こんな気持ちにさせられたら一生の恥よ。だから、許すし信じるわ。あなたは世界の誰よりも、この私を愛してくれている」

「──ああ。僕は誰よりも、エリーぜ、きみを愛している」

「……信じたってば。どうして同じことを言うのよ？」

　まさか今度は自分が信じられていないのか、と不満げなエリーゼに。

　アルマが頭かぶりを振る。

「きみの愛情に、受け身でいたくない」
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「……？」

「僕は大局的に物事を見るし、より大きな成果を収めるし、より効率的な方法を追求するけれど──……エリーゼから愛されるためなら、どんな苦労も遠回りもする。そういう夫になりたいんだ」

「──！」

「不服かい？」

　挑むように笑うアルマに、エリーゼは同じ笑みを返した。

「生意気。……でも、大好きよ」

「ああ。僕も大好きだ」

　どちらともなく、さらに全身を密着させ、相手の体温を感じる。

　今この瞬間、それ以外に何もいらない。

　そうしてアルマとエリーゼの二人は、いつまでも抱き合うのだった。








エピローグ




　これはアルマが後から聞いた話だが──……。

　集合住宅の地下のラボにて、エリーゼと和解した一方で──ロキとオリビアの手で、ラメンタはすでに敗れ、マーケットも救助されていた。

　部屋に灯あかりが点ともった時点のことだ。あのとき照明を灯ともしたのは、ロキだった。

　ラメンタもちらりと言っていたが、記憶を失う以前のロキはこのラボを訪れたことがあった。本人が感じていた懐かしさの正体は、これだったのだろう。

　そうして残留思念をたどり、ラボの存在を暴いたロキはオリビアと共に、ラメンタとマーケットがいたガラス窓の奥の部屋に向かった。

　さしものラメンタも生身では、フェデン兵であるオリビアには敵かなわなかった。結果を見れば、戦闘の途中でアルマが勝利を確信した通りの筋書きだ。

　……だが、その後のマーケットの行動については、想定外だった。

　彼女は逃げも隠れもせず、自ら情報をリークすることによって、フェデン国軍に身柄を差し出したのだ。改めて、高度な技術力を提供する代わりに、悠々自適な暮らしを送る取引をするのだとマーケットは言っていた。どこまで本気かアルマには測り切れない。

　それから、ラボで取り押さえたラメンタについては処遇を決めかねた。

　元々はマーケットの第一助手兼弟子として一緒にいたが、下げ剋こく上じようを企てたことで、たとえマーケットが許しても、事情を知るフェデン国軍のお偉方に殺される──とは、マーケットの見解だ。続けて彼女はこうも言った、ラメンタを見逃してやってほしいと。

　驚くことにマーケットは、ラメンタに対して一切の恨みを抱いていなかった。執しつ拗ように命を狙われ、殺されかける寸前まで追い詰められても、マーケットは──……。

『だってラメンタが私を狙うのは、私を殺して技術開発分野の頂点に君臨したかったからでしょう？　裏を返せば、私が至高であると認めているってことよね。こんな気持ちいい客観的事実はないわ！　ふふふふ、アルマ君と会う寸前にも悦に入っていたのを思い出しちゃった！』

　などと常軌を逸した心情を恍こう惚こつとした顔で吐露し、アルマたちをドン引きさせた。

　まんまと承認欲を満たすダシに使われていたラメンタは、絶対コロスと再び誓うかのような目をしていたが……今さら何を企てようと、フェデン軍に囲われたマーケットを、外部から狙うことは不可能だろう。




　とはいえ、ラメンタが国家の治安を揺るがす悪の芽に育たない保証はない。

　軽率に解放はできないとアルマは渋ったが──……ラボで捕らえたラメンタが、いつのまにか拘束を抜け出して姿を消していたのだ。

　ロキのサイコメトリングを駆使したが、判明したのは──……《エレジー》の操作していた怪物に元々備わっていた手首、集合住宅での接敵でエリーゼが斬り飛ばしたそれが、密ひそかに駆動してラメンタの拘束を解いたという事実だった。

　あるいはラメンタは虎こ視し眈たん々たんと、その切り札を忍ばせていたのだろう。最後の最後で、彼女の方が一枚上手だったと認めざるを得なかった。

　無論、ラメンタの確保を諦めたわけではない。いずれは尻尾を掴つかむ。その時こそ、アルマは彼女に正当な罰を受けさせると胸に刻んだ。

　それから、本来は留置中であるはずのロキに関して。

　逃亡騒ぎを引き起こしたこともあり、誤ご魔ま化かすこともできず大いに揉もめた。

　特に西方司令部内にてロキの立場は非常に厳しいものになった。一応、外部からの侵入者に命を狙われ、身を守るためのやむを得ない脱走という名目で手を打とうとしたが……尋問のため、ロキの釈放は一週間、日が延びた。







　そうして──……一週間後、現在。

　アルマは自宅のダイニングで、エリーゼと二人きりで晩酌をしていた。

「ロキの出所祝い、準備お疲れ様。助かったよ」

「あなたも手伝ってくれたもの。それほど大変でもなかったわ」

　つい先ほどまで、ロキとオリビアを招いて、四人で夕食を囲んでいた。

　極度に酒が弱いエリーゼはグラスにジュースを注ついでいるが、アルマは普段以上に酒が進んでいた。それだけ上機嫌だったのだと、エリーゼは内心で微笑ほほえましく思う。

「……楽しかったな」

「ええ。そうね」

　不意にエリーゼが立ち上がる。

　そうしてアルマの下へと歩み寄ると、今まさに彼が傾けているグラスに手を添え、ペースを急せかした。

「エ、エリーゼ？」

「私、もう眠たいの。片付けは明日の朝にしましょう」

「だが、僕は仕事上がりのままだ。風呂も浴びていない、君だけ先に……」

「ふふ。アルったら、おかしなこと言うのね。酔っているの？」

　アルマの軍服の袖の端を摘つまみ、エリーゼはそのまま持ち上げる。

　それからマフラーのように、アルマの腕を自分の肩に巻きつけた。

　自然と、アルマは背後からエリーゼを抱きしめるような体勢になる。

「今日は冷えるもの、一緒に眠ったほうが温まるわ。お願い」

　顎を持ち上げ、上目遣いにこちらを仰ぐエリーゼ。

　愛する妻の頼みとあれば、アルマは断るわけにはいかなくなった。

「仕方がないな……」

　寝室に向けて、せめて着替えようと思った──そのとき。

　冷たい風が首筋を撫なでた。

　見れば、ダイニングの窓を一か所だけ施錠し忘れ、開きっぱなしになっていた。

　そのおかげで、外から騒ぎ声まで届いてくる。

「──あっ、ねえそこのあなた、私を見なさい！　美しいでしょう、可愛かわいいでしょう。さあさあ、もう愛いとおしいでしょう？　ほらほらぁ、褒ほめなさい、きみィ！」

「…………」

　アルマが絶句していると、背後から伸びてきた腕が窓を閉ざし、瞬く間に施錠した。

　振り返る。エリーゼは前触れもなく、アルマの頬ほおに両手を添えた。

　そして──

「あなたの一番の特別は、私でしょう？」

　目と鼻の先で、エリーゼがじぃっと熱っぽく見つめてくる。

　互いの吐息が肌を撫でた。

　唐突な問いに目を丸くしていたアルマは、それから微笑ほほえむ。

「ああ。そうだな。特別な人は他にもいるけれど……一番はきみだ」

「……うん。じゃあ、ひとつイジワルしていい？」

　こちらの髪を指先で梳すきながら、エリーゼが囁ささやく。

「マーケットを連れてきた日、家を出る前のあなたは、忘れものをしたわ」

「……」

「私が何を言いたいか、わかる？」

「ああ。わかった」

　アルマは首肯する。

　頬に朱を差したエリーゼを見つめ、照れるように頬を掻かいた。

「……今から返せば、許してくれるか？」

「うん。これからも頑張ってね。私の最愛の夫として、ね」

　エリーゼは顎を持ち上げる。

　そんな最愛の妻に応えて、アルマから唇を重ねた。





あとがき




　本書を手に取っていただき、本当にありがとうございます。汐しお月つき巴ともえです。

　またしても英雄夫婦が仲違いしてしまう第二巻をお届けしました。本作を企画した時点では彼らの新婚生活に二度目の危機が訪れるとは思ってもみなかったのですが、本書で初登場したマーケットが存分にやらかしてくれました。傍若無人で常に楽しそうな彼女を書くのは、自分としても楽しかったです。

　実はマーケットなる人物は、新人賞受賞作である『英雄夫婦』の応募原稿から登場しておりました。一巻では影も形もありませんでしたが、本書にて堂々たる参上です。

　元々は陰気なマッドサイエンティストだったところを、二巻での登場にあたってゴージャスな女性へと変貌しました。ちょっとだけ承認欲に取りつかれているのはご愛あい嬌きようです。本作にＳＮＳが存在していたら彼女は即日ラメンタに捕まっていたでしょう。




　ところで近況ですが、先日東京へ行って参りました。

　編集部の皆様にお招きいただいた形で、地元ではあり得ない人間の多さに眩暈めまいを覚えつつ、気を確かにと己を鼓舞しながら、充実した時間を過ごせてとても楽しめました。

　こうした出来事も、何年も前に小説を書き始めたことから様々なことが繋つながって実現したのだと思うと、自分の人生を面白くさせてもらっていると感じます。

　巡り巡って、これから先、自分からたくさんの『面白い』を発信して、色々な方に喜んでいただけたら、この上なく嬉うれしいです。




　では、謝辞に移らせていただきます。

　担当編集様。今回も諸々ご迷惑おかけしつつ助けていただきました。心より感謝しています。まだまだ頑張って参りますので、是非ともよろしくお願いします。

　だにまる様。マーケットとラメンタのキャラデザをいただいた時には、腰が抜けるほど感動しました。素敵なイラストで本作を彩ってくださり、本当にありがとうございます。

　読者の皆様。一巻からお付き合いいただいている方も、不思議なご縁で二巻から初めましての方も、精いっぱいの感謝をお伝えさせていただきます。

　それからたくさんの応援をしてくれた家族や友人に、深く感謝します。

　またどこかで、皆様とお会いできる機会がありますように！


汐月巴







電子書籍特典　書き下ろし短編

『ネジの外れた約束』





　ラメンタは頂点に執着した。

　天性の叡智をもって、技術開発の分野においてトップに君臨せねばならないと。

　己が野望の実現のため、打破すべき最大の障壁は、他ならないラメンタの師──……。

「ラメンタぁー、褒めて褒めて褒めてぇー！」

　マーケットと呼ばれる世界一の天才技術者が、床に寝転がって四肢を振り回していた。

　──フェデン国軍が管理する研究所、そこでマーケットとラメンタの師弟二人は、昼夜逆転すら日常茶飯事なほど研究開発に明け暮れていた。

　お互いがお互い、他の誰よりも付き合いの長い相手である。そんな師に、ラメンタは何度目になるかわからない溜息をついた。

「はあ……お断りだ。この僕が、他人を持ち上げてたまるもんか！」

「ラメンタったら、またそんな風にキャンキャン興奮しちゃって、疲れない？」

「誰のせいだと思っているんだい、この承認ジャンキーは！　そんなに褒められたいのなら、フェデン国軍から自分を褒め殺しさせるためだけの人材を送ってもらいなよ」

「あっ、その手があったわね！　ラメンタ、あなた天才だわ！」

「……え？　いや、今のは別に本気じゃあ──」

　狼狽するラメンタだったが、呼び止める暇もなく、薄紅色の髪をご機嫌に揺らしながらマーケットは去ってしまった。フェデン国軍に直談判しに向かったのだろう。

　一人残された部屋で、ラメンタは目元を歪める。

「……何が天才だ。どうしてそんなに簡単に言えるんだ……褒め言葉ひとつ言えないくらい、僕はお前が許せないのに……」

　ラメンタはマーケットを決して褒めない。

　なぜなら、それは相手を格上だと認めるにも等しい行為だから。

　言葉とは裏腹の本音を隠していようと、上辺だけの薄っぺらい賛辞だとしても、下手に出る姿勢それ自体を──ラメンタの自尊心が許さない。

　……数多の画期的な技術を生み出したマーケットが、今のラメンタよりも格上であることは事実だとしても。やはりラメンタは許せない。

　ラメンタは一番が好きだ。上に見上げる人間がいないのは気分がいい。

　けれども、トップへの執着は生まれ持った性分によるものではない。確かに一番が性に合うのは否定しないが、猛烈な執着を持つに至ったのは、ひとつの約束が理由である。

　ラメンタには、かつて姉がいた。名家の二人娘、ラメンタはその片割れだった。

　同年代の子供と遊ぶよりも機械をいじる方が心躍る幼少期を過ごしたラメンタは、厳格な教育を重んじる両親から冷遇された。心を許せる味方は身近にいなかったが、姉だけは例外だった。世渡り上手で器用な姉は、ラメンタが機械分野に類まれな才能を持つことを知ると、その才能をひっくるめて、あるがままのラメンタを肯定したのだ。

「私なんて凡才よ、本当にすごいのはあなたなんだから！　パパとママってば見る目がないわよね！」と。

　両親の前では『良い子』の振る舞いを心得ている姉は、妹のラメンタといるときだけは悪戯っ子の顔をして笑った。ラメンタの一番好きな笑顔だった。

　けれど。

　ラメンタが九歳になった頃、フェデン南部の故郷が、隣国との小競り合いに巻き込まれた。名家の威光を示すかのような両親の屋敷も潰え、住処を追われた。

　その時ラメンタは、まるでそうすべきだと導かれたかのように、自然と両親から離れて一人で生きる好機ではないかと、戦火に包まれる故郷を眺めながら考えた。

　ふらりと故郷を去ろうとしたラメンタだが、その後を姉だけが追ってきた。

　この期に及んでもラメンタの味方でいてくれたのだ。ラメンタは姉に深く感謝したが、非情な現実は姉妹を無事に旅立たせてはくれなかった。

　逃亡の道程で流れ弾が姉に当たったのは、不幸と言わざるを得なかった。

　一つしか齢が違わない姉が最期に言い残した言葉は、生への懇願ではなく──

「……才能を殺さないで、あなたの全力で生きなさい……お姉ちゃんとの約束」

　妹であるラメンタを想う、温かな慈愛だった。




　──ラメンタは頂点に執着した。

　トップの座に立ち、最高といえる成功を収めたい。そうして己の才能で昇り詰めることが、姉との約束を果たすことにもなり得る。

　その執着のおかげで、死別した姉との繋がりを、今もなお感じられる気がした。

　だからこそ、今現在。

「計画を実行に移す時が来たのかもしれない……ね、《エレジー》？」

『──ぴぴっ』

　自らの研究スペースに足を運び、幾本もの配線に繋がれた鋼の躯体に触れる。

「もうじきだ。これから色々と学習させてあげるよ」

　まだ言葉を返せない人工知能に、ラメンタは仄暗い瞳を向けた。

　あと少しで──マーケットの殺害計画を実行に移せる。

　すべては己が頂点に君臨するため。

　そして己の才を惜しみなく行使して生きていくため。

　ラメンタはもう立ち止まることなどできないのだった。
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